
博士学位論文

夏 目漱石 『三 四郎』 の比較文化 的研究

2011年 度

比較 文 化研 究科

DO6002

土屋 知 子

指 導 教員 上 垣 外 憲 一 教授



目 次

は じ め に ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …1

第 一 章 帝 国 大 学 運 動 会 か ら 見 る 明 治(帝 国 大 学 運 動 会)

1.漱 石 と 端 艇 競 漕 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …5

2.東 京 帝 国 大 学 運 動 会 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …6

3.大 日 本 帝 国 に お け る 帝 国 大 学 運 動 会 の 役 割 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …17

4.実 際 の 記 録 と 『三 四 郎 』 の 「運 動 会 」 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …18

第 二 章 二 人 の 「東 京 帝 国 大 学 生 」 一 「東 京 帝 国 大 学 撰 科 生 」 佐 々 木 与 次 郎

1.「 撰 科 生 」 佐 々 木 与 次 郎 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …22

2.制 服 制 帽 と い う ス テ ー タ ス シ ン ボ ル ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …25

3.撰 科 生 と 本 科 生 の 差 別 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …29

4.「 帝 国 大 学 」 学 生 で あ る と い う ス テ ー タ ス ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …31

第 三 章 野 々 宮 よ し 子 が 持 つ 「問 題 」

1.よ し 子 の 通 う 「学 校 」 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …34

2.「 女 学 生 」 と い う イ メ ー ジ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …37

3.広 田 の 家 に 集 う 独 身 男 性 達 か ら 見 た 、 美 禰 子 像 と よ し 子 像 ・ ・ …41

4.よ し 子 は な ぜ 最 終 章 に 登 場 し な か っ た の か ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …43

第 四 章 「会 堂 」 に 通 う 女(明 治 に お け る ク リ ス チ ャ ン の 女 性 の イ メ ー ジ 史)

1.キ リ ス ト教 に 縁 の あ る 女 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …45

2.美 禰 子 は プ ロ テ ス タ ン ト か カ ソ リ ッ ク か ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …46

3.「 萎 萱 」 へ 通 う 美 禰 子 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …47

4.美 禰 子 が 卒 業 し た と お ぼ し き 女 学 校 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …49

5.ミ ッ シ ョ ン ・ ス ク ー ル と は ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …50

6.ミ ッ シ ョ ン 系 女 学 生 ま た は 女 学 生(あ が り)へ の 風 当 た り ・ ・ …51



7.「 生 意 気 」 な 女 学 生 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …52

8.聖 書 の 言 葉 を つ ぶ や く 女 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …55

第 五 章 演 劇 か ら見 る明 治 一一 『三 四 郎 』 の 中 の 「演 芸 会 」 一一

1.「 文 芸 協 会 」 の 「演 芸 会 」 と は ・ ・ ・ ・ …

2.文 芸 協 会 第 二 回 公 演 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

3.文 芸 協 会 の ハ ム レ ッ ト ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

4.漱 石 と 後 期 文 芸 協 会 の 「ハ ム レ ッ ト 」 ・ …

.57

.58

.63

.74

第 六 章 菊 人 形 か ら 見 る 明 治 一 一 団 子 坂 の 菊 人 形 一 一

1.「 団 子 坂 の 菊 人 形 」 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …77

2.団 子 坂 の 菊 細 工 職 人 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …79

3.『 三 四 郎 』 の 中 の 菊 人 形 の 場 面 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …80

4.菊 人 形 に 対 す る 思 い(「 観 菊 花 偶 記 」 よ り)・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …82

5.陶 淵 明 へ の あ こ が れ 菊 肯 定 の 「東 洋 的 」 理 由 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …84

6.「 イ ギ リ ス の 園 芸 花 」 菊 肯 定 の 「西 洋 的 」 理 由 ・ ・ ・ ・ ・ ・ …88

第 七 章 「イ プ セ ンの 女 」 とは(『 三 四 郎 』 とイ プ セ ン 『ヘ ッ ダ ・ガ ブ ラ ー 』 を

中 心 に)

1.「 イ プ セ ン の 女 の 様 」 だ ・ ・ ・ ・ ・ …

2.『 ヘ ッ ダ ・ ガ ブ ラ ー 』 ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

3.『 ヘ ッ ダ ・ ガ ブ ラ ー 』 傍 線 部 ・ ・ ・ …

4.漱 石 の イ プ セ ン 感 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

5.漱 石 の イ プ セ ン 的 人 物 の 創 作 ・ ・ …

.93

.94

.95

.101

.103

第 八 章 く頼 るべ き人 も帰 るべ き家 〉 も持 た な い者 た ち

1.美 禰 子 の 境 遇 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

2.「 汽 車 の 女 」 た ち が 抱 え て い た 問 題 ・ …

3.「 崖 」 に 立 た さ れ た 女 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

4.〈 水 に 飛 び 込 む 女 〉 の 系 譜 ・ ・ ・ ・ ・ …

.106

.110

.114

.121

"
皿



第 九 章 明 治40年 代 の 絵 画 事 情

1.美 禰 子 の 「絵 葉 書 」 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …129

2.水 彩 画 を 描 く よ し 子 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …131

3.丹 青 会 の 深 見 先 生 の 遺 画 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …134

4.漱 石 と 英 国 水 彩 画 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …136

5.〈 技 巧 〉 を 鑑 賞 す る 男 た ち ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …139

6.原 口 と 黒 田 清 輝 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …144

7.漱 石 と 「裸 体 画 問 題 」 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …148

8.漱 石 と タ ー ナ ー ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …155

9.明 治40年 東 京 府 勧 業 博 覧 会 美 術 審 査 員 問 題 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …160

10漱 石 と 「文 展 」 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …162

11描 か れ な か っ た 美 禰 子 の 「影 」 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …165

お わ り に ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …169

注 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …173

参 考 文 献 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …200

川皿



は じめに

『三 四郎』 は一 種 の 「風俗小説 」 とい え るの ではない か。

「風 俗小説 」 とい う言 葉 は、昭和25年(1950)に 出版 され た中村 光夫 の 『風俗小

説論』 によって広 く普及 す るよ うになった。

この論文 の 中で述べ られて い る 「風俗 小説 」 とは、主 に昭和25年 当時 に流布 していた

「風俗 小説 」の ことで あ り、 それ は、 もちろん 『三 四郎』 が発表 され た明治41年(19

08)年 よ り遙 か後の ことにな るのだが、中村 は、それ ら 「風 俗小説 」の流 行 は、「我 国 の

「近 代文 学」 の欠 晶 」 を露呈す る もの であ り、そ の 「分解 に ともな う腐 敗 現 婁 」 で あ る

と批判 した。

中村 が言 うところの 日本 の 「近代文 学」 とは、 島崎藤村(1872～1943)の 『破

戒』や 田山花 袋(1871～1930)の 『蒲 団』 以来連 綿 と続 い た 自然主義 文学 ・私小

説 の こ とであ り、そ の 「欠陥」 とは、 自然主 義文学 ・私小説 の作 品 にお ける、社会性 の欠

如 、無 思想性 といった 、西欧 リア リズム の間違 った解 釈 に よる我 が 国の リア リズ ムの欠点

で もあ った。

中村 は、 この 自然主義 文学 ・私小説 にお け る社会性 や思想 の欠 如 が、後 に純 文学 の行

き詰 ま りを招 き、そ の結果 、純 文学 作家達 は、文学 を通俗化 させ るこ とが文 芸復興 の手段

で ある と考 え 「風俗 小説」 に走 った のだ と分析 して い る。

特 に、 中村 が 「風俗小説 」 と して批判 の対 象 に挙 げて い るのは丹羽文雄(1904～

2005)で あ り、その作 品は 「現代 を描 き なが らそれ に生 き る人 間の 「思想 」を描 けず 、

くヨ　

風俗 とい う 「何 で もないデテール 」 に埋没 した偲偏 しか捕 え」 られ て い な い と批判 す る。

この よ うな こ とか ら、「風俗 小説」とい うもの は、社 会性 が欠如 した 、作者 の思想 のない、

ともす る と後 世 には忘れ 去 られ て しま うよ うな、文 学上価値 の低 い作 品 と して見 な されが

ちであ るが、私 は漱 石 の 『三 四郎』 を一種 の 「風俗 小説」 と してあ えて位 置づ けた い。 そ

れ は、いたず らにその評価 を貝乏め るた めで はな く、『三 四郎 』が持っ 大衆性 、娯 楽性 に焦点

を当てて 見てい きたい か らで あ り、『三 四郎』が、〈新 聞小説 〉と して広 く一般 大衆 に 向け

て発表 され 、大衆 に読 まれ る ことを意識 して、積極 的 に風俗 描写 を取 り入れ た こ とに重 点

を置 きた いか らであ る。

***

周 知 の よ うに 、『三 四 郎 』 は 、 明治41年(1908)9.月1日 か ら12月29日 ま で 全
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117回 東京 ・大 阪両 『朝 日新 聞』 で連 載 された 〈新 聞小説 〉であ る。

作者 夏 目漱 石 に とっては、 明治40年(1907)に 東京 朝 日新 聞へ入 社 して以来 、3

回 目の長篇小 説 の連 載 にあた る。『三 四郎』 まで に も、漱 石 は 『虞美 人 豊 』、『坑 昊 』 の長

篇作 品 を両 『朝 日新 聞』に連載 してきた が、『虞美 人草』は、ややカ みす ぎた ところがあ り、

く　　

後年 高原操宛 の書簡 で 自 ら 「出来栄 よろ しか らざる もの」「絶版 に致 し度」と評 し て お り、

また 『坑 夫』は、島崎藤 村 の 『暮 』が連 載 され る予 定で あった のが延期 に成 り、や む をえ

ず練 りき らない状 態で の連 載 であ った。そ のた め、『三 四郎』にあた って よ うや く漱石 も〈

新 聞小 説 〉 とい う形 態 に慣 れ 、存分 にその手腕 を発揮 す る こ とがで きた とい え る。

東京 朝 日新 聞に入社す る前 の漱 石 は、『ホ ト トギ ス』 や 『帝 国文学 』『中央公 論』 とい っ

た 同時代 の作家や 文学青年 な ど、 〈文 学 〉に理解 の ある読者 を対象 とす る雑誌 に作 品 を発

表 し続 けていた が、新 聞小説家 となる と、文 学的素養 の ない一般 大衆 も対 象 と しなけれ ば

な らない。 そ こで漱 石 は、作 品の 中に、時事性 や風俗 描写 、季節感 といった 〈新聞小説 〉

に欠 かせ ない要素 を盛 りこん でい くが、『三 四郎 』では、さらにそ の時事性 と季節感 を強化

し、風 俗描 写 にカ を入れ たの であ る。

『三 四郎 』の 中の時 間は、明治40年(1907)11月 に東 京本郷座 で開催 され た 「文

芸協会 の演 芸会」 の記述 が ある こ とか ら、連載 の ち ょ うど1年 前 に あた る明治40年(1

907)9月 か ら12月 末 まで と思 われ るが、作 品 中随所 に散 りばめ られ た事件や 話題 は、

『三 四郎』連 載 時で ある明治41年(1908)当 時の もの も多 い。

連載 は9月1日 か ら始 ま り、9月 に始業す る大学 へ入学 す るため に、三 四郎 が汽車 に乗

って上京す る場面 か ら描 かれ る。 小説 の 中の季 節 と、新 聞連 載 時の季節 は見事 に一致 し、

読者 は作 品の 中の出来事 をほぼ同時進行 で なぞ る ことが で きたはず であ る。

大 学 の 「運動 会」や 、「団子 坂 の菊 人形 」の噂 が本郷 界 隈の人 々の 口に上 ってい たで あろ

う時期 に、「帝 国大学運 動会 」や 「団子坂 の菊 人形 」 といった風俗 が描 かれ 、大久保 での強

姦事件 が世 間 をにぎわ わせ た 時に は、物 騒 な こ とで有名 な 「戸 山 の原 を通 るのが嫌 」だ と

い う理 由で、野 々宮兄妹 を大久保 の家 か ら引っ越 しさせ る。

この よ うな風俗 描写 や 時事性 は 、坪 内迫遙(1859～1935)が 「新 聞紙 の小説 」

(『読売新 聞』明治23年1890年1月18日 、19日)で 挙 げ る 「小説 に も当世 の事情

を報道 す るの意 を含 ませ 、な るべ く当世 を本 尊 とし、現在 の人情 、風俗 、又 は傾 き等 を示

すべ し。」 とい うく新 聞小説 〉が必 要 とす る特徴 と一致す る。

作 品 を発表 す る媒 体 が 〈新 聞 〉で あ る以上 、一般 の読者 を満足 させ るた めの、小説 の通
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俗性 、大衆性 は必 要 な条件 で あ る。

漱石 は、談話 「現時 の小説及 び文 章に付 て」(『神 泉』 明治38年8月1日)で 、事 件 で

人 を楽 しませ る小説 は 「発 達せ ぬ読者 」に 向って作 る ものであ り、「発達せ る読者 」は、「事

く　　

件 を述 べ る為 の小説 」では満 足 しない と語 ってい る 。 これ は、朝 日新 聞 に入社 す る前 に発

表 され た談話 で あ るが 、既 に漱石 は二 つの タイプ の読者 を認 識 してお り、 この後 明治41

年(1908)に 朝 日新 聞 に入社 し、新 聞小説 を書 いて い く際 に、 これ ら二つ の タイ プ の

読者 を 同時に満足 させ るこ とを意識 してい た。

『三 四郎 』 には全 くとい っていい ほ ど事件 らしい事件 は起 こ らない。 そ の代 わ り、三 四

郎 の周 囲 では 「帝 国大学運 動会 」「団子坂 の菊人形 」「展覧会 」「文芸協 会の演 芸会」 とい っ

た沢 山の行事 が執 り行 われ る。それ ら明治40年 代 の風俗 は 「発 達せ ぬ読者 」に とっては、

東京 の新 しい秋 の風 物詩 とい った娯楽性 を帯 びた もの とな り、「発 達せ ぬ読 者」を楽 しませ

る要 素 となった はずで あ る。

この よ うな大衆性 、娯 楽性 とい った側 面 か ら、私 は、『三 四郎』 を、一種 の 「風俗 小説 」

として捕 らえるので ある。

先述 の中村 光夫 は、 「風俗 小説」 の定義 の一 つ に、思想性 の無 さを挙 げてい るが、『三 四

郎』を一種 の 「風俗 小説 」と して捕 らえたか らとい って、『三 四郎』に作者 漱石 の思想 や哲

学 とい った もの が全 く描 かれ てい ない とは思 って いない。 む しろ、作者漱 石 は、一 見す る

と思想 が ない よ うに見せ なが ら、表面 上 はそれ と解 らな い よ うに、 己の思想 を描 い てい る

と思 われ る。

『三 四郎』 の中に、作者 の思想 が 見 えない理 由 と して 、視 点人物 であ る小川 三 四郎 の無

思想性 が あげ られ る。

主人公 の小 川三 四郎 は、熊本 とい う 「田舎 」 か ら上京 し、 日本 の最 高学府 であ り、西洋

文化 の入 口ともい える東 京帝 国大学 の学生 と して 、歩み始 めたばか りで ある。 諸外 国、特

に欧米 に対 して 自意識 が芽生 え始 めたばか りの明治 日本 を表 現す るのに、最 もふ さわ しい

と思 われ る人 物 で、ま さに小 説 の 冒頭 であ る 「うと うとと して 目が覚 め」(一 の一)た ば か

りの青 年 であ る。 も ともと東京 に居 た人物 では ない為 、江 戸 の雰 囲気 を懐 か しが った り、

こ とさ ら西 欧化 に反 発 した りす るこ ともな く、今 の東京 を あるがま まに受 け とめる こ とが

で き る、 まっ さらな状態 で ある。 そ の対照 的な人物 と しては 、与 次郎 があ げ られ よ う。 彼

の出身 は、地方 なのか東京 な のか は物語 の 中で明言 され てい ないが 、電車 に乗 り慣 れた彼

は、長 く東京 に住 んで い る と考 え られ る。 「落語 」 を好 み 「小 さん」 を評価 し(三 の 四)、
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世話好 き、話 好 きな ところは江 戸的 な臭い のす る人 間で あ る。 しか し、 「丸行 燈」 「雁 首」

といった もの を 「旧式 で厭 な 心持 がす る」(四 の四)と い って嫌 い 、 「菊人 形」 よ り 「活動

写真 」 を好 み(四 の十 七)新 しい演劇 運動 であ る 「文芸協会 」 に携 わる(十 一 の一)と い

うよ うに、 「新 時代 の青年」(六 の八)と して 自分 を 自覚 してい る。

三四郎 は、与次 郎 の よ うに、何か を評 価 した り批判 した りす るこ とはない。<全 ての事

柄 に受 け身 〉の人 物 と言 って も過 言 では ない。

『三 四郎』 は、 この〈全 ての事柄 に受 け身 〉であ る三 四郎 を視 点人物 と して物語 が進行

す る為 、一見 して は作者 の持 つ思想 や哲 学 とい った ものは、表面 に現れ てい ないの であ る。

主人公 が作者 の思想や 哲学 を代弁 しない代 わ りに、漱石 は、作 品 に描 かれ てい る風 俗や

風景 に深 い意 味合 い を持 たせ て、 己の持っ思想 や哲 学 を描 いて い る と思われ る。

も う一度 、それ らのエ ピソー ドを、当時 に立 ち返 って一 つ一つ検 証 してみ るこ とに よっ

て 、漱 石 の意 図 を、そ こに託 された意 味 を読 み取 る こ とが可能 にな るだ ろ う。

三 四郎 が入 学 した東京 帝 国大 学 を取 り巻 く状況 は、 日露 戦争以 降 、急速 に世 界 を意識 し

だ した 明治 日本 の側 面 を描 い てお り、「運 動会」(六 の九)や 「撰 科生 」(三 の三)と いっ た

事柄 か ら、その一 端 を伺 うこ とがで き よ う。

また、三 四郎 が東 京 とい う土地 の中で、経 験 した事象 の うち、最 も重 きを成 す こ とは、

美禰子 とい う女性 と出会 った ことで あ るが 、そ の美禰 子 が置 かれ てい た状況 を、「名古 屋 の

女」「礫 死 した女 」と ともに、 日露戦 争後 の未 亡人 問題 と、漱 石 が留学 してい たイ ギ リス の

女性 問題 、 ラフ ァエル前 派 をは じめ とす る絵 画 と比 較考察 し、 それ らの女性達 の持つ 共通

項 を浮 かび 上が らせ る。

さらに 「イ プセ ンの女 の様 」 に 「乱暴」(六 の 四)だ と評 され る美禰 子 で あるが、『ヘ ッ

ダ ・ガブ ラー』 をは じめ とす るイプセ ン(1828～1906)の 作 品が美禰 子 の造型や

『三 四郎』制 作 に どの よ うにかかわ ってい るのか漱石 の蔵 書 メモや 断片 、評論 な どか ら明

らかにす る。

最 後 に、『三四郎』の主軸 とな る、原 口が描 く美禰子 の 肖像 画 「森 の女 」につ いて 、漱 石

と明治 の西洋 画壇 、特 に画家黒 田清輝(1866～1924)と の関連 を、漱 石 の文芸 、

美術批 評 を手が か りに しなが ら解 き明かす。

これ らの事 柄 か ら、作 者漱石 の意 図 を改 めて読 み取 り、 なぜ漱 石 が この よ うな一 見それ

とは解 らない方法 で、 自身の思想 や哲 学 を述 べた のか とい うこ とを考 えたい。

4



第一章 帝国大学運動会か ら見る明治(帝 国大学運動会)

1.漱 石 と端艇競 漕

三 四郎 は元 来運動 好 きでは ない。 国 に居 る とき兎狩 を二三 度 した事 があ る。 それ か

ら高等 学校 の端艇競 争 の とき に旗 振の役 を勤 めた事 があ る。 其時青 と赤 と間違へ て振

つて大 変苦情 が 出た。 尤 も決 勝 の鉄砲 を打つ掛 りの教授 が鉄砲 を打 ち損 なつた。 打つ

に は打 った が音が しなかつ た。 これが三 四郎 の狼狽 た源 因であ る。 それ よ り以来 三 四

ロ 　

郎 は運動 会へ 近づ かな かっ た 。(六 の九)

三 四郎 は、「高等学校 の端 艇競争 の とき に旗振 の役 を勤 め」て い る。三 四郎 の出身 は熊本

の第 五高等 学校 であ る。 第五高 等学校 は、漱 石が 明治29年(1896)4.月 に英語 講師

として赴 任 した ところであ り、着任 して早 々 に、端艇部 の部長 に推薦 され てい る。漱石 は、

明治30年(1899)に 端艇 部の 百 円の借 金 を全 額払 って辞任 す るまで、端 艇部部長 を

勤 めた。五校 で は、漱石 が赴任す る前年 明治28年(1895)に 端艇 部 が設 立 された ば

か りで、 ボー ト経 験者 であ る漱石 は、二代 目部長 と して 、艇 庫建設 の資金 難 のた め、教職

く　ラ

員 に寄付 を募 るな ど、五校 の端艇 部 に とってな くてはな らない存在 だっ た 。

三 四郎 が、「青 と赤 と間違 へて振 っ て大変苦情 が 出た」とい う話 も、五校 にいた時 の経験

を元 に描 かれ て い るのか も しれ ない。

もっ とも、漱石 は、大 学予備 門 に通 って いた時分 か ら、随分 ボー トに親 しんだ よ うで あ

る。 そ のため、旗 振 が 「青 と赤 と間違 へて振 」 って しまった話 は、そ の頃 にあ った のか も

しれ ない。

漱石 は 自身 のボー ト経 験 を、明治42年(1909)1.月1日 『中学時代』12巻1号

に掲載 され た 「一 貫 した る不勉 強一一一 私 の経過 した学 生時代」 に書 いて い る。

五 落 第 して真 面 目に なる

不勉 強位 であ ったか ら、 どち らか と云へ ば運 動 は比較 的好 きの方 で あっ たが 、そ の

運 動 も身 体 が虚 弱 で あつ た為 め、規則 正 しい運 動 を努 めて行 つ た といふ ので はな い。

唯遊 んだ といふ方 に過 ぎないが 、端艇競漕 な どは先づ好 んで行 つ た方 であ ら う。 前 の

中村是公 氏 な どは、却 々運 動名上 手 の方 で、何 時 もボー トで はチ ヤ ン ピオ ンになつ て
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ゐた位 で あるが、私 は好 きでやつ た と云つて も、チ ヤ ン ピオ ンな どには如 何 して もな

の 　

れ な か っ た 。

大 学予備 門 に通 って いた頃 、漱 石 は、後 に満 州鉄道 総裁 にな る中村 是公(1867～1

927)と 一緒 に神 田猿 楽町 で下宿住 まい を して いた。 中村 のボー トの腕 前 はか な りの も

のであ った よ うで、後 に漱 石 は、明治42年(1909)1月 か ら東京 ・大 阪両 「朝 日新

聞」 で連載 され た 『永 日小 品』 の 「変 化」 とい う作 品の 中で 、中村 がボー トレー スでチ ャ

ン ピオ ンにな った ときの こ とを回想 してい る。

中村 が端艇 競漕 のチヤ ン ピ ヨンに なっ て勝っ た時 、学校 か ら若干 の金 を呉れ て、そ

の金 で書籍 を買つ て、其 の書籍へ あ る教授 が 、 これ/＼ の記 念 に贈 る と云ふ文 句 を書

き添へ た事 があ る。 中村 は其 の時おれ は書物 なんか入 らないか ら、何 で も貴様 の好 な

ものを買つ てや る と云つ た。 さ うして アー ノル ドの論 文 と沙 翁 のハ ム レツ トを買つて

呉れ た。 其 の本 は未 だ に持 つて ゐ る。 自分 は其 の時始 め てハ ム レツ トと云ふ もの を読

く　　

ん で み た 。 些 と も分 らな か っ た 。

この 「端 艇 競 漕 」 とは 、 明 治22年(1889)4月10日 の 第 三 回 帝 国大 学 の 走舟可組

くら　

春 季 競 漕 大 会 の 、 第 一 高 等 中学 校 対 高 等 商 業 学 校 の レー ス の こ とで あ る 。

そ の 時 、中 村 か ら贈 られ た 『ハ ム レ ッ ト』 と、マ シ ュー ・アー ノル ド(1882～188

8)のLiteratureandゴ08盟 ∂は 、後 の 漱 石 の 作 家 活 動 に 少 な か らず 影 響 を 与 え た とい え

よ う。

2.東 京帝 国大学 運動会

東 京 帝 国 大 学 運 動 会 は 、 明治16年(1883)6月16日 第 一 高 等 中学 校 の 英 語 教 師

で あ っ た イ ギ リス 人 、 フ レデ リ ッ ク ・ウ ィ リア ム ・ス トレ ン ジ(1854～1889)に よ っ

て 、 開 催 され た こ とが 始 ま りで あ る。

く　　

イ ー トン校 出身 で、 オ ックス フォー ド大 学 を卒業 し た ス トレンジは、 日本 の教育 プ ロ

グラム に欠 けて いたス ポー ツを、精神 的 な教 育 のた め積極 的 に広 めた。
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その ス トレンジ らに よって 、春の競漕 大会 、秋 の陸上運 動会 が行 われ 、 日本 の スポー ツ

の 「近 代化 」 は推 し進 め られ てい った。

東 京帝 国大学 の運動 会 は、11月 の第一 土曜 日に開催 され たた め、大学 は休 み で あっ

た。 そ のため、三 四郎 は午前 中は風 呂に行 き、午後 か ら運動 会 を見 に行 くのであ る。

午過 に なつ たか ら出掛 けた。会 場の入 口は運 動場 の南 の隅 にある。 大 きな 日の丸 と

英 吉利 の国旗 が交叉 して あ る。 日の丸 は合 点 が行 くが、英吉利 の国旗 は何 の為 だか解

らない。 三 四郎 は 日英 同盟 の所為 か とも考へ た。 けれ ども 日英 同盟 と大 学の 陸上運動

くり

会 とは ど う云ふ 関係 が あるか、頓 と見 当が付 かなかっ た 。(六 の九)

小川 一真撮 影 に よる、明治37年(1904)版 の 『東京 帝國大學 』 とい う写真 帳で は、

「陸上運動会(棒 飛)」 とい う写真 が あ り、それ に、運動会 会場 の観 客 の前 に大 きな 日の丸

と英 国 国旗 が交差 して飾 られ てい る様 子が写 って い る。 この写真 帳 に掲載 され てい る東 京

帝 国大学 の写真 は、 同 じく小川 一真撮影 の 明治33年(1900)版 の ものを使 ってい る

場合 もあるが、 「陸上運 動会(棒 飛)」 の写真 は、 明治37年(1904)版 に しか掲載 さ

れ てい ないので 、そ の頃の ものだ と思 われ る。

「日英 同盟 」は、明治35年(1902)に 締結 してい るので、「大 きな 日の丸 と英 吉利

の国旗 が交叉 」 してい る こ とが 「日英 同盟 の所 為」であ るのな ら、明治35年(1902)

以 降の写真 で ある こ とは間違 いない。大正11年(1922)に 日英 同盟 は廃棄 され るが、

この運 動会 の 「大 き な 日の丸 と英 吉利 の国旗 が交叉 」 してい る飾 りは、いつ まで続 いた の

かは定か では ない。

しか し、作 品の 中で 三四郎 が見た とされ る、 明治40年(1907)11月9日 の東京

帝 国大学運動 会 では、 この 「大 き な 日の丸 と英吉利 の国旗 が交叉 」 してい る飾 りは存在 し

て いた のであ ろ う。
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「陸 上運 動 会(棒 飛)」

(東京大学総合図書館所蔵資料

明治37年(1904)版)

『東 京 帝 國 大 學』 小 川 一真 撮 影

『三 四郎 』で は、そ の他 に、運 動会 の会場 の様子 を次 の よ うに描 い てい る。

運動場 は長 方形 の芝生 であ る。秋 が深 いの で芝の色 が大分槌 めてゐ る。 競技 を看 る

所 は西側 にあ る。後 ろに大 き な築 山を一杯 に控 へて 、前 は運動 場 の柵 で仕 切 られ た 中

へ、みん なを追い込 む仕 掛 になつて ゐ る。狭 い割 に見物人 が多 いので甚 だ窮屈 で あ る。

幸い 日和が好 い ので寒 くはない。 然 し外 套 を着 て ゐ るものが大分 あ る。其 代 り傘 を さ

して来 た女 もあ る。

三 四郎 が失 望 したの は婦 人席 が別 になつて ゐて、普 通 の人 間 には近寄れ ない事 で あ

るた。 それ か らフロツ ク コー トや何 か着 た偉 さ うな男 が沢 山集 まつ て、 自分が存 外幅

く　

の利 かない様 に見 えた事 であっ た 。(六 の九)

先 ほ ど挙 げた 、『東京 帝 國大 學』写真 帳 の中 に、「運動場 」とい う写真 が あ り、そ こでは、

小高 い 岡に囲 まれ る形 で、芝 生が広 が っていて 、周 りを柵 で囲 って ある こ とが見て取れ る。

さらに、 その芝生 の上 でテニ スに興 じる学生 達の写真 もあ る。 これ らの写真 は、 明治33

年(1900)版 、 明治37年(1904)版 と同 じものが使 われ てい る。 特 に 目立 った

変化 は なかった ので あろ う。
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「運動 場 」

(東京大学総合図書館所蔵資料 『東京帝國大學』

小川一真撮影 明治37年(1904)版)
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「運動 場 」

(東京大学総合図書館所蔵資料 『東京帝國大學』

小川一真撮影 明治37年(1904)版)
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『東 京 大学陸上 運動部120年 史』(2007年8月 東 京大 学陸上 運動倶 楽部)に よる

と 、

明治32ご ろ、御殿 下 グ ラン ドは三 四郎池側 の築 山 を削 って拡 張 され 、長方形 の ほ

ぼ現在 の広 さに なった。 トラ ックは一周365ヤ ー ド(石馬)だ ったが、 明治33年 か

の 　

ら メー トル 制 を 採 用 し336mと 公 称 され た 。

とあ り、『三 四郎 』の描 写の、「運動場 は長方 形 の芝 生」であ る ことや 、「後 ろに大 きな築 山」

があ るこ とと符合 す る。

運動 会 の競 技 を見て い る うちに、三 四郎 は詰 ま らな くな り、会 場 を抜 け出す 。

運動 会 は各 自勝 手 に開 くべ き もの であ る。 人 に見せ べ き ものでは ない。 あんな も

の を熱 心 に見物す る女 は悉 く間違 つて ゐ る と迄 思い込 ん で、会場 を抜 け出 して 、裏 の

築 山の所 迄来 た。幕 が張つ て あつて通れ ない。 引き返 して砂利 の敷 い てあ る所 を少 し

来 る と、会場 か ら逃 げた人 が ち らほ ら歩 いて ゐ る。盛装 した婦人 も見 える。三 四郎 は

又右へ 折れ て、爪先 上 りを岡 の頂 点迄来 た。路 は頂 点 で尽 きてゐ る。大 きな石 があ る。

ロ 　　

三 四郎 は其上 へ腰 を掛 けて、高 い崖の 下に あ る池 を眺め た 。(六 の十)

会場 を抜 け出 した三 四郎 は、岡 を上 り、そ こか ら、美禰子 と初 めて 出会 った池 を眺 め る。

運動場 の裏側 か ら少 し上 った ところか ら、池 を見 下 ろす構 図 は、実 際の グラ ン ドが 「三 四

郎池側 の築 山を削って拡 張 され 」た ものだ った こ とと一致す る。

『ス ポーツ八十 年史』(1958年8.月 公 益財 団法人 日本体 育協会)に あげ られ てい る

写真 を見 る と、運 動場 のす ぐ うしろが小高 い岡の よ うになってお り、 そ こに人 々が大 勢詰

めかけて い る様子 がわ か る。 この写真 か らは、婦人席 が別 に なってい るか ど うか は判別 で

きないが 、観 客 の 中に廟髪 の女性 の姿 が多 く見受 け られ る。 空 には万 国旗 の よ うな ものが

はため き、選 手 の隣 にはシル クハ ッ トを被 り、 フ ロック コー トを着 た係員 らしき人 た ちの

姿 もあ る。
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『ス ポー ツ八 十 年 史』(1958年8.月 公 益 財 団 法 人 日本 体 育 協 会)

同 じペ ージ にあ る文章 を紹介 しよ う。

「運動 会繁盛 記」

一八 八五年(明18)の 六月六 日
、本郷 の 旧前 田候邸 跡 に定 め られた東 京大学 の敷

地 のなかの運 動場 で、大学 と予備 門 と合 同の 陸上運動会 が開かれ た。 そ の運動場 はい

か もなお東大病 院 の前 に、ほ とん どむ か しの形 のま まで残 ってい る。 現存 す る最 も古

いス ポー ツの 旧蹟 であ る。

い わ ゆる 山上御 殿 の あっ た丘が 自然 のス タ ン ドとな り、 ここに見物 人 が群 が った。

(中 略)

翌年(明19)東 京 大学 は帝 国大学 、予備 門は第一 高等 中学 とな り、帝 国大学 運動

会 が設 立 され 、十月 二十一 日、 陸上運動 会 が開かれ たが 、その次 ぎの年(明20)の

四.月か ら始 まった 隅 田川 の競 漕会 と呼応 し、春 のボー ト、秋 の陸 上運動会 が東京名 物

と して満都 の人気 を呼び 、 と くに秋 の運動 会 は一種 の社 交場 ともな って 、貴顕紳 士淑

女 の来場 で馬 車人力 車列 をな し見物席 の前 方 は美 し く着 飾 った夫 人令 嬢 で埋 め られ 、

ロ の

未 来 の学士 に 目星 をつ けるム コ選 びの会場 ともな っ た 。
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ここに挙 げて い る文章 を見 る と、東京 帝 国大学運 動会 は、観 客達 か らす る と、純粋 に競

技 を観 戦す る場所 とい うよ りも、運動 会 に参加 した未 来 のエ リー ト達 の 中か ら、優 れ た も

のを婿 に選 ぼ うとす る 「ム コ選 びの会 場」 と して機 能 していた ことが うか がえ る。

与 次郎 は、 「競技 よ り女 の方 が見 に行 く価 値 が ある」(六 の九)と 言 ってい るので 、逆 に

女性 を 目当て に運 動会 に行 く とい う観 客 もいたの で あろ う。 現 に、三 四郎 は、美禰 子 に会

うため に運動 会へ行 ってい る。

三 四郎 は、婦人席 を見た印象 を次 の よ うに語 ってい る。

横 か らだか ら能 く見 えない が、此所 は流石 に奇麗 で ある。 悉 く着飾つ て ゐる。 其

上遠距離 だ か ら顔 がみん な美 くしい。 その代 り誰が 目立っ て美 くしい といふ事 もな い。

只総体 が総体 と して美 くしい。女 が男 を征 服す る色 であ る。 甲の女 が 乙の女 に打ち勝

っ色 では なかった。 そ こで三 四郎 は又失 望 した。 然 し注意 した ら、何 処 かに ゐるだ ら

くユ 　ラ

うと思 つて 、能 く見 渡す と、果 して前列 の一番柵 に近 い所 に二人並 んで ゐ た 。

(六 の九)

「女 が男 を征 服 す る色 」 とい う表現 が あ るが、 これは未 来 の婿捜 しに余 念 がない女性 達

の気迫 が そ う見 え させ るので あ ろ うか。美禰 子 とよ し子 は前列 にい るので 、婦 人席 は、前

方 にあ ったのか もしれ ない。

三 四郎 は眼の着 け所が漸 く解つ たの で、先づ 一段落告 げた様 な気 で、安 心 してゐ る

と、忽 ち五六 人 の男 が眼 の前 に飛 ん で 出た。 二百 メー トル の競争 が 済ん だの で ある。

決 勝点 は美禰 子 とよ し子 が坐つ てゐ る真 正面 で、 しか も鼻 の先 だ か ら、 二人 を見詰 め

て ゐた三 四郎 の視線 の うちに は是 非共是 等の壮 漢が這入 つ て来 る。 五六人 はや がて十

二三人 に殖 えた。み ん な呼吸 を喘 ませ てゐ る様 に見 え る。三 四郎 は是等 の学生 の態度

と 自分 の態度 とを比 べて見 て、其 相違 に驚 ろいた。 ど うして、 あ 》無分別 に走 け る気

に なれ た ものだ ろ うと思つ た。然 し婦人連 は悉 く熱心 に見 てゐ る。 そ の うちで も美 禰

子 とよ し子 は尤 も熱 心 らしい。三 四郎 は 自分 も無分別 に走 けて見 た くなっ た。一番 に

到 着 した ものが、紫 の猿股 を穿 いて婦人席 の方 を向いて立つ て ゐる。 能 く見 る と昨夜

の親 睦会 で演説 を した学生 に似 てゐ る。 あ ㌧背 が高 くて は一番 にな る筈 であ る。 計測

掛 が黒板 に二十五秒 七 四 と書い た。 書 き終つ て、余 りの 白墨 を向へ樋 げて、此方 をむ
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いた所 を見 る と野 々宮 さんで あっ た。野 々宮 さんは何 時 にな く真黒 な フ ロツ クを着て 、

くユ ヨ　

胸 に掛員 の微 章 を付 けて 、大分人 品が 宜 い 。(六 の十)

この 「紫 の猿股 」 を穿いて 「二百 メー トル の競争 」 を 「二十五秒 七 四」で走 り抜 けた人

物 は実在 した人物 で、 中島寿雄 氏 によ る と

く　の

とが わ か っ て い る 。

藤井実 とい う帝国大学法科大学学生であるこ

藤 井 実(1880～1963)

『ス ポー ツ八 十年 史』(1958年8月 公益財団法人日本体育協会)

藤井 は、明治37年(1904)11月12日 にお こなわれ た東京 帝 国大 学運動 会で2

00メ ー トル を25秒74と い う驚異 的な記録 で優勝 し、 当 日は、母 が着 古 した紫色 の絹

地 で作 ったズボ ン(猿 股)を 穿 いて いた とい う。

この 「二十五秒 七 四」 とい う記 録 も さる ことなが ら、 明治37年(1904)に 百分 の

一 まで計測 で きる装置 があ った こ とに驚 かれ る
。 ち なみ に、 オ リン ピックの陸上競 技で 百

分 の一秒 まで計測 され る よ うにな るのは、1968年 の メキ シ コ大会 か らで あ るこ とを考

える と、 明治の 日本 に百分の一秒 まで計測 でき る技 術 があ った とい うこ とは、相 当な 出来

事 であ る ことが わか る。

その百分 の一秒 まで計 測で き る装置 を開発 し、実 際計測 にあた ったの が、東京帝 国大学

理科 の教授 で あった 田中館 愛橘(1856～1952)で あった。

そ して 、そ の計 測 の助 手 を務 めた のが、漱石 の弟 子で あ る寺 田寅彦(1878～193

5)で あった。
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電 気 計 時 を行 うよ うに な っ た の は 、 明 治35年(1902)11.月8日 の帝 国 大 学 運 動

会 か らで 、 この 時 、 藤 井 は100メ ー トル を10秒24と い うタ イ ム で 走 っ て い る。 これ

は世 界 新 記 録 で あ っ た 。 さ らに 、 そ の 後 の 明 治39年(1906)11,月11日 の帝 国 大

学 運 動 会 で は 、 棒 高 跳 で3メ ー トル90の 世 界 新 記 録 を 出 し、 これ らの 記 録 を 、 帝 国 大 学

浜 尾 新 総 長 が 、 田 中舘 博 士 の 証 明 文 と と も に 、 ア メ リカ の 主 な大 学 へ 通 知 した。 ア メ リカ

で は 、 明治40年(1907)AAU(ア メ リカ 競 技 連 合)の ス ポ ー ル デ ィ ン グ社 発 行 の

年 鑑 「ア ス レチ ッ ク ・ア ル マ ナ ッ ク」 に 藤 井 実 の 写 真 と、 そ の レ コー ドが 掲 載 され た。 し

か し、 残 念 な が ら公 認 は され な か っ た。

この こ とは 、 『東 京 大 学 百年 史 』 通 史 一 に も記 され て い る。

後 の こ とにな るが、帝 国大学 の陸上運動 会 は、明治 三十八年 十一 月十一 日、棒 高跳

び に三 メー トル 六六 の世界新 記録 を生 んだ。競 技者 は、法科 の卒業生藤 井実 で あった。

彼 は前年 、一 〇〇 メー トル に一 〇秒 二 四(田 中館 愛橘理 科大 学教授 の電気 計測)の 世

界新記録 を出 して いたが 、 ともに公 認 され るに至 らなか ったが、 日本 スポー ツ界 が世

ロ ら　

界 に記録 公認 を 申請 した最初 のでき ご とで あっ た 。

藤 井 実 の 棒 高跳 び の 写 真

『スポーツ八十年史』(1958年8月 公益財団法人日本体育協会)

その時 の様 子 はい ったい どの よ うな ものであ ったのか。

藤井 が書 いた 「思 い 出」 とい う文章 に、 当時の状況 が詳 しく書 かれ てい る。少 々長 くな る

が ここに引用 してお く。
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思い出 藤井実

明治35年 に東 大に入学 して 、3mO75を 跳 ん で以来 、36年 は3m103,3

7年 は3rn255、38年 は3m66を 跳 び 、 これ が 当時米 国 のマ ックラナ ンが跳 ん

だ12フ ィー トを破 って世 界記録 で あ ると騒 がれ、絵葉 書 にまで な った ので ある。

翌39年 に東 大 を卒業 して外務省 に入 った が、そ の年 の11月10日 に恒例 の東 大

の運動会 で3m90を 跳 び、念 のた めに世界 の記 録 を調 べ てマ ック ラナ ンの後 に、1

904年 に米 国 のサ ム ス選 手 が作 った12フ ィー ト487を 破 って い る こ とが わ か

った ので、前年 の3m66と も併 せて世 界 に通 告 したの であ る。

(中 略)

まず竹 の棒 を遣 うまで に3年 を費や しま した。 とい うのは、竹 の種類 、品質 を比較

検 討 して竹幹 が最 も充実 してい る12.月 に切 り取 り、真 直 ぐにた めた り、前後 のバ ラ

ンスを これ と思 うの を3本 選 ん で大学 の柔剣道 の道場 の天井 に横 につ り下げ、 虫 くい

や 亀裂 を検査 しなが ら3年 間ユ ック リと乾燥 させ た のです。 当時 の私 は5尺9寸5分 、

18貫500(編 者 注;180cm、69.4kg)で したが、 この体重 を托す るに

自信 が もて る棒 をつ くるのに この よ うな苦心 を した のです。

また棒 高跳 び の高 さを測 るには、 当時の東 大で は測 量用 の 目盛 りの あ る尺度竿 を2

本 立 て、真 ち ゅ うの丸釘 の頭 を削 りとった もの を 目盛 りに従 って さ しこみ、それ に紐

を渡 し、紐 の両端 には砂袋 を下 げて紐 を ピー ンと張 り、跳ぶ ときに紐 にふ れ る と紐 は

直 ちに釘 か ら外 れ て落 ちる よ うに して あった のです。私 は この紐 を跳 んで3m90を

出 したのです が、後 日浜尾 総長 が、す でに 出 してい た100m10秒24と ともに全

世界 に報 告す る ときに、競 技 に立 ち会 って くれ た 田中舘 愛橘博 士 が 「藤井 の身体 の ど

の部分 も紐 にふれ なか った」 と証 明 して下 さった。

くユの

100mの10秒24を 出 したの は明治37年 の11月8日 だ が 、そ の時の計測

は大掛 りな もので した。 それ は田 中舘博 士が 田丸節郎博 士 と共 同で考案 した電気 計測

器 によって 自ら計測 した ものです。 この時 は全 コー スに電線 を張 り、計測器 にか けた

2本 のテー プが 同速 度で進行 す る よ うにな ってい る。 そ の1本 には1秒 に3セ ンチ 間

隔で赤 イ ンキで記録 され る。 も う一つ のテー プ には ス ター トの合 図の ピス トル が発 射

され る と同時に銃 口に結び つ けた電線 の電流 が切 断 され た瞬 間を記録 し、次 に走者 が
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ゴー ル に入 ってテ ー プ を切 った 瞬 間に ゴール か らの電線 の電 流 の切 断が記 録 され る。

す なわ ち、走者 の走 った 時間が これで示 され 、 このテ ー プを前 のテー プ と対照 して実

際 の所 要時 間を知 るのだ が、それ に は理 科大学 で科学 的計測 用 の金 属製尺 度 を用 いて

100分 の1ま で測 った もので あ る。

当時の東大 の運動 会 は大 変や かま しい もの で、選手 は ズボ ンはひ ざか ら上が 見 えて

はい けない 、 とい った具合 で あった。運 動会 の委 員 た ちはフ ロ ック ・コー トに山高帽

とい ういで たち、 万事英 国を まね たの で しょ う。 この調 子 ですか らシャツ はメ リヤ ス

の半袖 で間 に合 うが、半 ズボ ンは母の着 古 したハナ色 の絹 でつ くって も らった。 これ

が後 に流行色 に なった。

漱 石 が 『三 四郎』 の 中で、 「よ くもま あ、あ あ無分別 に走 る気 にな る もんだ。 一番

に到着 した ものが紫 色 のサル マ タ をはいてゐ た。 ああ背 が高 くて は一番 にな るはずで

あ る。 計測係 が黒板 に25秒74と 書 いた。 こっちをむい た ところ を見 る と野 々宮 さ

んで あった。 いつ にな くフ ロ ック を着 て品が い ㌔ 」

と書 いて い る。 これ は私 が200mに 勝 った ときの描 写 だそ うな、野 々宮 さん とは

寺 田寅彦 博 士で ある。

東大 の陸上 競技会 で は、特 に 「優 勝者 競争 」 とい うの があ った。 これ でつ くった記

録 で な けれ ば記 録 と して扱 われ なか った。 これ に出 るの は一般 の競争 で の一、 二着だ

けだ ったが 、私が100mの 記録 をつ くった 時は、 出走 は私 一人 の独 走 だった。 法学

士 の吉村 信次 郎 とい う人 が、独走 で は調 子が 出まい と心配 して、 ス ター トす る と3m

ほ ど並 んで走 って くれた の と、 ス ター ターの理 学士森脇 幾茂 とい う先輩 が、私 がス タ

ー ト ・ライ ンに足先 を入れ る穴 を掘 ったの を見てい て 「大学 の運動 会で は
、 グラ ン ド

に加 工す る ことは許 しませ ん」 といい なが ら、その辺 に散 らか っていた枯 葉二 、三枚

を穴 に投 げ入 れて 、埋 めたふ りを して くれた好 意 はいま で も忘れ ない。

ロ わ
=以 上 、1955年(昭 和30)発 行 の会 報 ・復 刊3号 よ り

この藤井 の記述 か ら、当時 の帝 国大 学運動 会が 、記 録 とい うもの に、おそ ろ しく力 を入

れ ていた ことが わか る。

なぜ 、 これ ほ どまで に、大学側 が躍 起 になって 、正確 な記 録 を とろ うと していた ので あ

ろ うか。 この こ とを考 え る前 に、帝 国大学運 動会 の動 向につい て考察 したい。
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3 大 日本帝国における帝国大学運動会の役割

帝 国大学運 動会 の 中心的指導者 で あった ス トレンジは明治22年(1889)7月5日

に33歳 の若 さで急 死 した。その ため、その後 の帝 国大学運動 会 は 「精神 の支柱 を失 って、

く　 　ラ

足 の強い ものが練 習 しないで も勝 つ とい った状態 にまで 堕 落 」 し 「三十年代 に入 って 立

ロ 　　

直 しを必要 と知 る衰 勢 にあ っ た 」の であ る。

スポー ツマ ンシ ップ を説い たス トレンジの死後 、東 京帝 国大学運 動会 は、競 技 の場 とし

て よ りも、社 交 の場 としての役割 が強 くな った よ うで ある。 そ のた め、余 興 的な競技(綱

引きな ど)が 行 われ る よ うにな り、純粋 にスポー ツ種 目を競 い合 うといった性 質で はな く

なってい た。

社 交 の場 となった帝 国大学運 動会 は、先 ほ ど述べ た よ うな、未 来 の 「ム コ選 び」 とい っ

た性格 も帯 びて いた のであ ろ う。

次第 に乱雑 となった東大 運動会 は 明治 三十一年 に至 って昔 の秩序 を復活 す る運 動 が

岸 清一 らによって行 な われ 、三十 一年十 月社 団法人組 織 とな る とともに、秋 の陸上競

技会 も短 時 間に整然 と行 われ るよ うにな り、三 十三年 に はヤ ー ドに代 えて メー トル 制

を採用 し、木 下東作 、今村 次吉 、荘 田達 彌 らに よって規 則 の制 定 も試 み られ、 三十五

年 には 田中館 愛橘 に電気計 時 を依 頼 し、ハ ンデ ィキャ ップな しの レコー ドを 目的 とす

る優勝者 競争 の制度 をは じめ、三 十七年 に は専 門学校 の レー ス の距 離 を六百米 に延 長

し、翌 三十八年 には分科大 学 の リ レー 、中等学校 選手競 争 を加 えるな ど、着着 と整 備

く　 　　

して 行 っ た 。

競技 よ りも、社 交 の場 となった状況 を憂 う声 があが り、帝 国大学運 動会 は明治31年(1

898)に 社 団法 人帝 国大学運動 会 とい う組織 にな り、 ス トレン ジの説 いた スポー ツマ ン

シ ップ の精神 に忠実 な運 動会へ と改革 を始 め る。 明治33年(1900)そ れ まで のヤー

ド制 か ら、ア メ リカ式 のメー トル 制 に変 更 し、明治35年(1902)に は、規則 の制 定 、

電気計 時 に よる百分 の一秒 ま での計測 、ハ ンデ ィキ ャ ップ な しの レコー ド制 の導入 と、次 々

と運動 会 の改革 を進 めてい ったので あ る。

しか し、ス トレンジ時代か らのイ ギ リス式 のヤ ー ド制 か ら、ア メ リカ式 のメー トル 制 に
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改 め る必要 は ど うして起 こったのだ ろ うか。

ここで 、意識 された のは、1896年 にアテネ で開催 され た 第 一 回 オ リ ン ピ ッ クで あ

く　の

ろ う。 中 島 寿 雄 氏 は 「メ ー トル 制 採 用 は 、 オ リン ピ ッ ク の 尺 度 と一 致 す る も の 」

く　 　　

で あ り、 「よ り広 い 世 界 を意 識 した こ とに よ る も の 」 だ と して い る。

電気 計 時に よる百分 の一秒 までの計 測 も、帝 国大 学運動 会 で出た記 録 が 、 国 際 的 に承

認 され る た め に 、記 録 と して 正 確 な も の を追 求 す る動 きか ら、必 要 と され た こ とが

伺 え る。

4.実 際 の 記 録 と、 『三 四 郎 』 の 運 動 会

200メ ー トル 競 走 以 外 に 、 どの よ うな 競 技 が あ っ た の か。 『三 四郎 』 で は 、

砲丸樋 程腕 のカ の要 る もの はなか ら う。 力 の要 る割 に是程 面 白くない もの も沢 山な

い。 た ゴ文字 通 り砲 丸 を樋 げ るので あ る。 芸 で も何 で もない。(中 略)

砲 丸 は時 々馳 げ られ てゐ る。 第 一 どの位 遠 く迄行 くん だか殆 ど三 四郎 には分 らない。

三 四郎 は馬鹿 々 々 しくなっ た。 それで も我 慢 して立っ て ゐた。 漸や くの事 で片 が付い

た と見 えて 、野 々宮 さん は又黒板 へ十一 メー トル 三八 と書 いた。

それ か ら又 競争 があつ て、長飛 が あつ て、其 次 には槌 樋 げが始 まつた。 三 四郎 は此

く　 ヨ　

槌 樋 に至つ て、 と う/＼辛抱 が仕 切れ な くなつ た 。(六 の十)

「砲 丸樋 」 「長 飛」 「槌 馳 げ」 とい った競技 と共 に、三 四郎 の 口を借 りて の漱 石 の感 想が

語 られ る。

さらに、

く　　　

「高 飛 よ」 と よ し子 が 云 ふ 。 「今 度 は何 メ ー トル に な つ た で せ う 」(六 の十 一)

と 「高飛」 の名 も見受 け られ る。

先 ほ ど挙 げた藤 井実選 手が200メ ー トル を25秒74と い う速 さで駆 け抜 けた、明治

37年(1904)11月12日 の帝 国大学 運動会 の各競技 の優勝 者 を 『スポー ツ八 十年
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史 』(1958年8月 日本 体 育 協 会)で 見 る と、砲 丸 投 は 、秦 白一 学 とい う選 手 で10メ

く　ら　
一 トル68と あ る 、『三 四 郎 』 の記 述 で は 、 砲 丸 投 は 「十 一 メ ー トル 三 八 」(六 の 十)で

あ る。 砲 丸 投 が 「十 一 メ ー トル 三 八 」 で あ っ た の は 、 明 治39年(1906)11月11

く　 　　

日の帝 国大 学 運 動 会 で の こ とで あ り 、 これ に よ り、漱 石 が 『三 四郎 』 の 中 で 描 い て い る

「運 動 会 」 と は 、 明 治37年(1904)11 .月12日 の 出 来 事 と 、 明治39年(190

6)11.月11日 の 出来 事 とを 混 ぜ 合 せ て 、創 作 した も の で あ る こ とが わ か る 。

さ ら に漱 石 が 、 明 治41年(1908)に 手 帳 に 書 い た 断 片 で は 、

　　　　 　　　　　　 　　　 　 　

　　　　 　　　 　　　　　　

　　　　 　　　　

　　　 　 　　 　　 　 　

cricket杭

　　　　 　 　 　

　　　　 　 　 　

障 害 物 垣 、 棚

団 隊 競 争resultant

　　　　 　　　　 　　　　

く　　　

金 青

とい っ た メ モ 書 き が 残 され て お り、 こ の 「断 片 」 で あ げ られ た 数 字 と該 当す る 明 治41年

(1908)ま で の 帝 国 大 学 運 動 会 の優 勝 者 は な か った 。 も しか す る と、 優 勝 者 の記 録 を

そ の ま ま メ モ した わ け で は な く、 優 勝 者 以 外 の 選 手 の 記 録 を メモ した もの で あ っ た とい う

可 能 性 も考 え られ る。

と こ ろ が 、「racecouese500m.」 とい う記 述 に 当て は ま る よ うな種 目は無 く、(1

00メ ー トル 、200メ ー トル 、400メ ー トル 、600メ ー トル 、1000メ ー トル で

あ る)1000メ ー トル を2分30秒 と い う速 さで 走 り抜 け た選 手 も存 在 しな い 。(明 治3

4年 の2分54秒 が 最 も早 い)

「hammer12m.」 は 、 「槌 投 」 の こ とだ と思 わ れ る が 、 明 治33年(1900)か ら

の優 勝 者 は ほ とん ど20メ ー トル を越 え る記 録 で あ り、 「12m.」 は 短 す ぎ る。
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「pole4m .」 も 「棒 飛」 の こ とであ る と した ら、 明治39年(1906)の 藤井 実 の

記録3メ ー トル90が 世 界新記録 といわれ てい るので、4メ ー トル は高す ぎる。

これ らを総 合 して考 え る と、 この 「断片」 は 、構想 段 階の メモ 書 きで、実 際の東京 帝 国

大学運 動会 の状況 とは無 関係 に書かれ た ものだ と思 われ る。

その後 、詳 しい状況 を電気計 時 の助 手で あった寺 田寅彦 か ら聞 き、それ らを組 み合 わせ

て、創 作 に結 び付 けた とも考 え られ る。

寺 田寅彦 の 日記 に は

明治 四十 一年八 月二十 九 日 土 晴 午 後、夏 目先生 を訪ふ。『三 四郎 』ま だ半ば を

書 き終 らぬ 由。 田端 の十一 月頃 の景色 を書 く必 要 あれ ども其 頃 の時候 た しか な らず と

く　 　　

て色 々話 す。 大学運 動会 の事 も聞か る

とあ る。 どの程度 の 内容 を寅彦 が語 ったの かは明 かでな いが、 明治36年(1903)の

寅彦 の 日記 で は

明治三 十六年 十一月 十 四 日(土)大 学運 動会 な り。例 のtime係 りの御 手伝 いにて行

く　 　　

く。参観 人霧 し

とあ るので、明治36年(1903)年11.月14日 の帝 大運動会 の計測 か ら明治40年

(1907)11.月9日 までの 間に開催 され た5回 分 の優 勝者 の記録 や 、運動 会 の様 子 を、

寅彦 は漱石 に語 った のか も知れ ない。そ して 、寅彦 の話 を元 に して 、『三 四郎 』の 中の東京

帝 国大学運動 会 の場面 を創 作 した と考 え られ る。

しか し、 「断片」 のChampionflagの 絵 、 さらにそれ を説 明す るための 「金 青」 とい

う記述 が気 に掛 か る。 これ は、寅 彦 か ら、「Championflag」 が どのよ うなもので あった か

の説 明 を受 けて描 いた絵 で はない よ うな気 がす る。実際 に 「Championflag」 を眼 に して、

そ のデ ザイ ンをメモ した もの の よ うに見 え る。さらに、「大 きな 日の丸 と英吉利 の 国旗 が 交

叉 して ある」(九 の 六)描 写や 、 「運動 場 は長 方形 の芝生 であ る。秋 が深 いの で芝 の色 が大

分槌 めて ゐ る。競 技 を看 る所 は西側 にあ る。 後 ろに大 きな築 山を一杯 に控 へ て、前 は運動

場 の柵 で仕切 られ た 中へ 、み んな を追 い込む仕 掛 になつ てゐ る」(九 の六)の 描写 、 「会場

を抜 け 出 して、裏 の築 山の所迄 来た。幕 が 張つて あつて通れ ない。」(六 の十)描 写 な ど、
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実 際の帝 国大学運 動会 の写真 と呼応す る ところが沢 山あるので 、漱 石 は一度 は、帝 国大学

の運動 会 を見物 にい っていた と思 って も差 し支 えはない だ ろ う。

この よ うに、『三 四郎』の 中で、何気 な く描 かれ てい る 「運動会 」であ るが、よ くよ くそ

の実状 を調 べて み る と、単 なる秋 の風 物詩 とい った娯 楽 的側 面 だ けではな く、「記 録」を通

して、 日本人 が 、いか に世界 に認 め られ るだ けの実 力 を持 っ てい るかをア ピー ルす るた め

の、重 要 な競 技会 で あった こ とが分 かって くる。 それは 、 日露戦争 を経験 し、一等 国 と し

て世界 に進 出 しよ うとす る明治 日本 の も う一 つの姿 だ った とい え る。

三 四郎 に 「運動 会」 の見物 を薦 めたの は例 に よって与次郎 であ るが、次章 で は 「東京帝

国大 学」 の周 辺 を熟知 してい る彼 につ いて 見てい きたい。
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第二章 二人の 「東京帝国大学生」一 「東京帝 国大学撰科生」佐々木与次郎

1.「 撰 科 生 」 佐 々 木 与 次 郎

大 学 に毎 日通 って、律儀 に講義 を聞いて い る三 四郎は 、 どこか 「物足 りない」毎 日を送

ってい る。 そん な時、先 生の似顔 をポ ンチ に書 き、 「大 学 の講 義 は詰 らん なあ」(三 の二)

と言 う佐 々木 与次 郎 と知 り合 いに なる。

大 学 の講義 が 「詰 るか詰 らないか 、些 とも判 断 が出来 ない」三 四郎 と違 って、彼 は大学

の教授 陣 を 「第一彼 等 の講義 を聞い て も解 るぢや ない か。話せ るものは一人 もゐや しない」

(三 の三)と 批判 し、

「講義 が面 白い訳 がな い。 君 は 田舎者 だか ら、今 に偉 い事 にな る と思つ て、今 日迄辛

抱 して聞い てゐた んだ ら う。 愚 の至 りだ。 彼等 の講義 は 開關以来 こん な ものだ。今 更

くの

失望 したつ て仕 方 がない や 」(四 の一)

と手 ひ どく評 価す る。

さらに、週 に四十 時間 も真 面 目に大学 の講 義 を受 けてい る三 四郎 に対 して、与 次郎 は 「下

宿屋 の まつ い飯 を一 日に十返食 つた ら物足 りる様 にな るか考へ て見 ろ」(三 の 四)「 活 きて

る頭 を、死 んだ講 義で封 じ込 めちや 、助 か らな い。」(三 の 四)と 言 い、三 四郎 を、電車 で

連れ 回 し、寄席 へ連れ て行 き、最後 に 「是か ら先 は図書館 でな くつ ちや物 足 りない」(三 の

四)と 、 「死 んだ講義 」 よ りも、大 学の 図書館 が大切 であ るこ とを教 えて くれ る。

この よ うに、東京 帝 国大学 とそ の周 辺 を知 り尽 く して い る与次 郎 だが、実 は、彼 は東 京

帝 国大学 の学生 では ない。 正確 に言 うと、東京 帝 国大学 の 「撰科 生」 なので あ る。

見 落 とされ が ちだが 、与次郎 にっ いて、小説 で は こ う書 かれ てい る。

此男 は佐 々木与次 郎 と云つて 、専門学校 を卒 業 して、 こ と し又撰科 へ這 入つ たのだ

く　　

さ う だ 。(三 の 三)

後 に 「偉 大 なる暗 闇」 を書 いた者 が三 四郎 で あ ると、新 聞 で報 じられ た時 も、
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「何 故 、 君 の名 が 出 な い で 、 僕 の名 が 出 た も の だ ら うな 」

与 次 郎 は 「左 う さ」 と云 つ て ゐ る。 しば ら く して か ら、

の ラ

「矢つ 張 り何 だ ら う。 君 は本 科生 で僕 は撰 科生 だか らだ ら う」 と説 明 し た 。

(十 一 の三)

とあ り、 ここか らも与次 郎が 「撰 科生 」で あ るこ とが分 か る。

与 次郎 は、「偉 大 な る暗 闇」の著者 が三 四郎 だ とされ た理 由 と して 、自分 は 「撰科 生」で

あるが、三 四郎 は東 京帝 国大学 の 「本 科生」 で あるた め、新 聞に報 じられ た ので あろ うと

結論 づ ける。三 四郎 に とっては迷惑 な話 だが、与次郎 に とっては、せ っか く書 いた論文 が、

世 間に は三 四郎 が書い た もの と認 識 されて しま って、悔 しい思 い を してい る。

東京 帝 国大学 「撰科生 」 とは一体 どの よ うな ものだ ったの か。

『東 京 大学百年 史』 に よる と、 「撰科 生」 とは

撰 科規程

第一 法科 工科 文 科理 科 ノ各分 科 大学課 程 中一課 目又ハ 数課 目ヲ撰 ヒテ 専修 セ ン ト

欲 シ入 学 ヲ願 出ル者 ハ各 級正科 生二欠 員アル 時二 限 リ撰科 生 トシテ之 ヲ許可 ス

第 六 撰科 生ハ 正 科生 ト共 二試 業 ヲ受 ケ 学期 評 点及 学年 試 業評 点 トモ 正科 生 昇級 ノ

格 二合 フ者 ハ願 ニ ヨ リ リ分科大 学 ヨリ証書 ヲ与 フヘ シ

第七 入 学 ノ規 程 受業 料 ノ金 額 其他 ノ諸 規 則 二撰 科 生 ノ為 メニ 定 ムル モ ノ ＼外 ハ 正

く　　

科 生 ト同シ ク之 ヲ遵守 セサルヘ カ ラ ス

とあ り、東京 帝 国大学 の 「本科 生」 の欠員 が あった年 に、与次郎 は 「撰 科生 」 と して入学

した こ とが分 か る。

法理 文 三学部 の 「撰科 生」は、「正科 生 の数 が少 ないた め に生 じた収容 人員 上の余裕 を前

くら　

提 と し、一部 の科 目につい ての修 学 を希望 す る青年 に大学 教育 課程 を開 放 」 した もの で

あった。撰科 生募集 の広 告 は、官報や新 聞 に掲載 されて いた が、明治30年(1897)

5.月 に なって、撰 科生募集 につ いて の広告 は廃 止 され る。
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「撰科 生」 は 「正 科生」 と同 じ授 業料 を払 い 「一課 目又ハ 数課 目」 の授 業 を 「正科 生」 と

共 に受 ける資格 を得 る ことが でき る。その ため、「撰科 生」で あ る与次郎 は、教 室 で 「正科

生」 で ある三 四郎 と席 が隣だ ったの だ。

くの

大 正期前 半 までの 「撰 科」は 、帝 国大学 の 「学 士号取得 のバイ パ ス的機 能 も有 し て 」い

た。「当時の学 士は 、その ほ とん どが高等(中)学 校 を卒 業 し、帝 国大 学各分科 大学 の全課

程 を修 了 し定規 の試 験 に合 格 した者 に限 られ てい たの に対 し、高 等(中)学 校 卒業 の学歴

を もた ない撰 科生 に も、かな り険 しい道 で はあ ったが、 い くつ かの試験 に合格 して所 定 の

くり

条件 を満 たせ ば正 科卒業 が認 め られ学 士 となれ る道 が開 かれ て い た 。」

そ の一例 と して、京都 帝国大 学法科 大学教授 高根 義人 、東 京帝 国大学 法科大 学教授 山田

　　　

三 良は、撰科 を終 了の後 、「正規 の高等 普通教 育 を修 了 した学力証 明 を得 るた め 」 に、第

一高 等 中学校 にお いて 「予科 三年
、本 科二年 の計五 か年分 の全 課 目の試(9)」 を受 け、合

格後 、正科 の三学年 に編入 し、大学 を卒業後 、学士 とな った。

しか し、明治31年(1898)の 入 学規程 の改正 によ り、「学 力検 定 による高等学校 卒

業者 以外 の者 の入 学優先順位 はず っ と下 にお かれ る こ とにな り、 この経 路 によ る入学 は極

ロ 　　

めて困難 とな ってい っ た 。」

講義 を聴 かず に教授 のポ ンチ絵 を描 いた り(三 の二)、 純文 科共 通 の講義 を、広 田先 生 の

貸家探 しに奔走 して欠席 した りす る与 次郎 には、学士 とな るのは、非常 に困難 な道で あ り、

彼 もそれ を 目指 してい る よ うには見 えない。

また 、明治19年(1886)か ら大 正7年(1918)度 まで の撰科 規程 の 中に は、

「かつて分科 大学 の学生 で退学 した者 が さらに撰科 生 として の入 学 を出願 した場合 に入学

く　の

を許 可す るこ とがあ る 」 とい う一項 があ った。 しか し、 「正科 退学 後撰 科生 となった者

に とって正科 復帰 は容易 な道 では な く、学年級 も下げ られ 、仮 りに全科 を修 了 して も本 科

に 　ラ

卒業 生 とな るこ とは許 されな かっ た 。」

与 次郎 は 「専 門学校」 を卒業 した ので、正 科 を退 学 にな って撰科 生 と して入 学 し直 した

この例 とは違 う。

与 次郎 が卒業 した 「専 門学校 」の名 前 は作 品の 中に挙 げ られ てい ない が、坪 内迫遙 の 「文

芸協会 」 の演 芸会 の切符 を売 りまわ ってい るところか ら、早稲 田大学 の前身 であ る東京 専

ロ ヨ　

門学校 で はない だ ろ う か 。
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2.制 服 制 帽 とい うス テ ー タ ス シ ン ボ ル

明治19年(1886)の 「大 学院分 科大学 々生服 制之件 達」 に よる と、

ロ 　　

撰科生徒別課医学生製薬学生及古典講習科生徒ハ制服制帽ヲ着用スル 「ヲ得 ズ

とあ り、 「撰科 生」 は制 服制 帽 を着用 で きない ことが分 か る。 「本 科生 」で ある三 四郎 は、

制服制 帽 を着 用 でき るが、 「撰 科生 」で あ る与次 郎 はそれが適 わな い。

これ に よ り、三 四郎 と与次郎 は、他 人 か ら見 て、一 目で 、「本 科生 」か 「撰科 生」かが は

っき りとわか るはずで あ る。

三 四郎 は、野 々宮 に頼 まれ て、大学病 院 にい るよ し子 の ところまで、袷 を持 ってい く時、

初 めて制帽 を着用 す る。

三 四郎 は新 ら しい四角 な帽子 を被 っ てゐ る。 此帽子 を被つ て病 院に行 け るのが一寸

ロ ら　

得 意 であ る 。(三 の十二)

これ は、ただ新 しい帽 子が嬉 しい とい うことで はな く、そ の帽 子 は帝国大 学学生 で ある

証 として 、三 四郎 に とっての ステー タス シンボル なのだ とい うことを認識 しな けれ ばな ら

ない。

そ の証拠 に、三 四郎 は上京す る際 、 自分 は高等学校 を卒 業 して大学へ入 る身 分で あ る と

い うこ とを、以 下の よ うな形 でア ピール してい る。

頭 には高等学校 の夏 帽 を被 って ゐ る。然 し卒業 した しる しに徽 章丈 は椀 ぎ取つ て仕舞

った。 昼間 見 る と其 処だ けが新 ら しい。 後 か ら女が尾 い て来 る。 三 四郎 は此夏 帽 に対

して少 々極 りが悪 かつた。 けれ ども尾 いて来 るのだ か ら仕方 が ない。 女 の方で は、此

ロ 　　

帽子 を無論 た ゴの汚 ない帽 子 と思 つて居 る 。(一 の三)

三 四郎 は、高等 学校 を卒業 した証 と して 「徽 章」 をもぎ取 った高等 学校 の夏帽 を被 って

い るのだ が、汽 車で一 緒 になった女 を連れ て歩 いてい る時、「此夏帽 に対 して少 々極 りが悪 」

く感 じる。これ は、高等学校 を卒業 したエ リー トた る 自分 が、何 処 の馬 の骨 とも分 か らぬ 、
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しか も高等 学校 の夏帽 を 「た ゴの汚 ない帽子 」 として しか認 識 で きない よ うな教育 のない

女 を連 れ て歩 い てい る ことへ の極 ま りの悪 さなの で ある。 ここに、三 四郎 のプ ライ ドの高

さが伺 える。

女 と駅 で別 れ た後、 三四郎 は広 田 と出会 う。

「君 は高等学校 の生徒です か」 と聞い た。

ロ 　　

三 四郎 は、被つ て ゐ る古 帽子 の徽 章の痕 が 、此男 の 眼に映 つた の を嬉 しく感 じ た 。

(一 の六)

この時 、三 四郎 は広 田の こ とを 「四十」 く らい の 「中学校 の教 師」 だ と思 い こみ 、 「是

よ り先 も う発 展 しさ うに もな い」、 「大 きな未 来 を控 へて ゐ る 自分 か ら見 る と、何だ か下 ら

な く」(一 の五)感 じ られ る人物 と して 見下 してい た。 ところが、広 田は三 四郎 の夏 帽 を見

て 、「君 は高等 学校 の生徒 です か」 と質 問す る。 ここで 、三 四郎 の、女 に よって打 ち砕 かれ

て いたプ ライ ドが復 活 しは じめ るの だが、「今 度卒業 した のです 」と答 えて も、広 田は 「御

目出たい とも結構 だ」とも言 って くれ ないばか りか、「す る と是 か ら大 学へ這入 るのですね 」

と大 学へ入 学す る こ とを 「如 何 に も平凡 で あ るか の如 く」扱 ったた め、三 四郎 は、「物 足 り

な」 く感 じる(一 の七)。

三 四郎 は、広 田の こ とを 「向ふが大 い に偉 いか 、大い に人 を踏 み倒 して ゐるか、 さ うで

なけれ ば大 学 に縁 故 も同情 もない男 に違 な い。」(一 の七)と 決 めつ ける。

これ らの こ とか ら、 三四郎 に とって、学校 の制帽 や制服 とい った ものは、 自分 は〈教育

を受 けたエ リー ト〉で あ るこ とを他人 に知 ら しめる、プ ライ ドを くす ぐるアイ テ ムであ る

こ とが分 か る。

ちなみ に、三 四郎が東 京帝 国大学 の制服 を着用す るのは、 団子 坂 の菊 人形 を見 に行 く と

きが初 めてで ある。彼 は 「新調 の制服 を着 て、光つ た靴 を穿 いて」(五 の四)行 く。

東京 帝 国大学 の制服制 帽 は明治19年(1886)に 制 定 され て お り、詰 め襟 の制服 に

黒 い角 帽 であ る。
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(『東京大学百年史』資料一1984年3月 東京大学出版会)

そ こで 、疑 問 に な る の が 、 『三 四 郎 』 の挿 絵 で あ る。(六 の 一)の 挿 絵 で は 、 三 四郎 も与

次 郎 も、 共 に 黒 い詰 め襟 の 制 服 に 、 黒 い 角 帽 を着 用 して い る の で あ る。

†(六 の一 の挿絵)右 が与次郎で左が三四郎か
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(六 の 五)で は 、 二 人 と も袴 姿 だ が 、頭 に は 、 や は り黒 の角 帽 を被 っ て い る。

†(六 の五の挿絵)

†(三 の六の挿絵)与 次郎が描 かれ てい る

挿絵 画家 で ある名 取春仙(1886～1960)が 、与次郎 も東京 帝 国大 学の本 科生 で

ある と勘違 い したのか 、作者漱石 は挿絵 に関 して特 に注文 を付 けな かった のか、そ の辺 り

の理 由は分 か らない。

ただ、 与次郎 が東 京 専門学校 出身者 だ として、 そ この制服 制帽 をそ のま ま着 用 してい る

とい うこ とも考 え られ る。

早稲 田大 学の前 身で あ る東京 専 門学校 の制 帽 も、黒 く四角 い 「角帽 」で あ り、 明治35

年(1902)に 制定 されて い る。
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(早稲 田大学の角帽)

(六 の一)や(六 の五)の 挿 絵で は、 どち らが三 四郎 で どち らが与 次郎 なのか の区別 が

付 きに くかった のだ ろ うか。(八 の二)の 挿絵 で は、与次郎 は 、角帽 では な く鳥打帽 を被 り、

(八 の三)で は、角帽 を被 ってい る三 四郎 と区別 が付 けてあ る。

実 際、東京 帝 国大学 におい て、撰科 生た ちが どの よ うな服 装 であ ったの かは分か らない

が、本 科生 た ち と同 じ大 学の制服 制帽 の着用 は認 め られ てい なかっ たため、外 見か ら明 ら

かに〈余所者 〉 として 区別 され たで あ ろ うことは想像 で き る。

3.撰 科生 と本科 生 の差別

撰科 生 と本 科生 は、制 服制 帽 とい う見 た 目の違 いの他 、図書館 の使 用 につ いて の決 定的

な違 いが あった。 そ の ことにつ いて 、西 田幾 多郎(1870～1945)は 「明治 二十 四

五年 頃 の東京 文科 大学選 科」 で次の よ うに語 って い る。
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当時 の選 科生 といふ もの は、誠 にみ じめな もので あつ た。無論 、学校 の 立場か ら して

当然 の こ とで もあつ た ら うが、選科 生 と云ふ もの は非 常 な差別 待遇 を受 けて ゐた もの

で あつ た。今 云つ た如 く、二階 が図書室 になっ てゐ て、そ の 中央 の大 きな室が 閲覧室

になつ てゐ た。 併 し、選科 生は その閲覧 室で読 書す る こ とがな らないで 、廊下 に並べ

て あつ た机 で読書す るこ とになつ てゐ た。 三年 に なる と、本科 生 は書庫 の 中に入 つて

書物 を検 索す るこ とがで きたが 、選 科生 には無論 そ んな こ とは許 され なかつた。 それ

か ら僻 目か も知 れ ないが 、先生 を訪 問 して も、先 生 に よつ ては閾が 高い様 に思 はれ た。

私 は少 し前 まで、高校 で一 緒 にゐた 同窓 生 と、忽 ちか け離れ た待遇 の下 に置かれ る様

ロ 　　

になつ たの で、少 か らず感傷 的 な私の心 を傷つ け られ た 。

西 田は明治24年(1891)に 上京 し文 科 の撰 科生 と して入 学す るが 、西 田の証言 か

ら、撰 科生 は書庫 へ入 る こ とはお ろか、図書館 の 閲覧室 で読 書す る権利す らなか った こ と

が分 か る。 書庫へ入 る権利 は本科 生 で も三年 生 になって初 めて与 え られ るので、今 の とこ

ろ三 四郎 に も無 い。 そ の こ とは 「三 四郎 は一年 生 だか ら書庫 へ這入 る権利 がない」 とい う

文章 か らも分 か る。

けれ ども、三 四郎 は閲覧室へ 入 る ことが 出来 る為 、そ こで読書 を し、本 を借 りる こ とが

出来 る。 ところが、三 四郎 に図書館 の価 値 を説 い た与次郎 に は、閲覧 室で読書 す る権利 が

無 い。 そ のた め、与次郎 を図書館 で見 掛 け るこ とは 「珍 しい」 ので あ る。

与次郎 を図書館 で見掛 けるのは珍 ら しい。彼 は講 義 は駄 目だが、 図書館 は大切 だ と主

ロ 　　

張す る男 で あ る。 けれ ども主張通 りに這入 る事 も少 ない男で あ る 。(三 の六)
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明治33年 頃 の帝 国 大 学 図書 館

(東京大学総合図書館所蔵資料 『東京帝國大學』

小川一真撮影 明治37年(1904)版)

三 四郎 は 「図書館 を大切 だ と主 張」 しなが ら、「主張通 りに這 入 る事 も少 ない」与次 郎の

立場 に は気 が付 いてい ないの だろ う。

図書館 を重ん じなが らも、肝 心 なその図書館 で本 科生 ほ どの優遇 を得 られず 、大学 の講

義 と教 授 陣に も満 足で きない 、本 科生 へ編入 す る よ うな姿勢 も見受 け られ ない与次郎 に と

って、東京 帝国大 学 の撰 科生 にな るこ とは どの よ うな意 味が あるの か。

4.「 帝 国 大 学 」 学 生 で あ る とい うス テ ー タ ス

杉 田智美 氏 は 「帝大 の選科生 に なる こ とは、与次 郎が理想 的 な近代 青年 のふ るまい を獲

く　 　　

得す るこ とにつ なが ってい た 」 と、学 問的階層 を移行 しなが ら、新 時代 を生 き抜 こ うと

す る与次郎 の姿勢 を述べ てい る。

「文芸 時評 」に論 文 を書 き、広 田の就職運 動 を起 こ し、「文 芸協会 の演芸会 」の ため に奔

走す る姿勢 か らも、新 しい時代 に積極 的 に打 って 出 よ うとす る与 次郎 の態 度 を見て取 れ る

が、彼 は世 間 に認 め られ るた めに、帝 国大学 の学生 で ある とい うこ とを利 用す るふ しも見

受 け られ る。

与 次郎 は、昔 「関係 した女」 に、 「医科 の学生 」だ と嘘 を吐き、 「あんま り煩 い」 か らと

そ の女 性 を遠 ざけ る時 、「長 崎へ徽 菌 の試 験 に出張す る」と言 って、そ のまま に してお いた。
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女性 は 「君 な んぞの曾 て近寄っ た事 のない種 類 の女 」(十 二 の五)と 三 四郎 に言 うところか

ら、安 手 の娼 婦 と見受 け られ るが、 ここには く偽帝 大生 〉 として活動 す る与次郎 の姿 も垣

間見 える。

東京 帝 国大学周辺 を熟 知 し、大学 の 中や学 生の 問 を飛び 回 る与 次郎 は、官尊 民卑 の風潮

の中、 「専 門学校 」 の卒業生 と してで はな く、 「帝 国大学生 」 として、 ひたす ら上昇 しよ う

ともがい てい るよ うに見受 け られ る。 実際 には、 日露戦争後 の景気 低迷 が 明治 末 になって

も続 いてお り、 「帝 国大学」 を卒業 した か ら といって も、思 うよ うな就 職 は難 しかった。

その こ とにつ いて は 『三 四郎 』 よ り後 明治45年(1912)に 書 かれた 『彼 岸過 迄』

に詳 し く描 かれ てい る。敬 太郎 は法科 大学 を卒業 しなが らも就職 口が見つ か らず 、勤 め 口

を紹介 して貰 うため に奔 走 してい るが、 同 じ下宿 の森 本 か ら次 の よ うな こ とを言われ る。

「へ え一、近 頃 は大学 を卒 業 して も、 ち ょつ くら一寸 口が見 付 か らない もんです かね

く　の

え。余程 不景気 なん だね。尤 も明治 も四十何年 といふん だか ら、其筈 には違 ない が 」

『彼 岸過 迄』 と同 じ明治45年(1912)笹 川 臨風 が記 した 「就職難 」 には

大学は必ず しも登竜門にあらず。今の就職難は他の学校卒業生よ りも大学卒業生を最

く　　ラ

もな りとなす。(中 略)割 合 に速成 な る専 門学校 は必ず しも就職 の 困難 な らざるな り 」。

とあ り、「大学 」よ りもむ しろ 「専門学校 」のほ うが 「就職 の困難 」はなか った と書 かれて

い る。実際そ れが本 当で あった として も、与次郎 に とっては、「専 門学校 」の卒 業生 であ る

よ りも、 「帝 国大学」 の学生 と しての身分 の方 が魅 力 的で あった とい える。

与 次郎 とい う人物 は、明治 とい う近 代社会 の ヒエ ラル キー の トップで ある 「帝 国大学」

に憧れ 、 なん とかそ の地位 に近付 こ うと模索 す る青年 の一側 面 を描 い た ものだ とい え る。

高等 学校 の卒業生 で ないに もかかわ らず、高等学校 の先 生 を してい る広 田の下宿 に寄寓 し、

そ の広 田を 「帝 国大学」 の教授 に就 け よ うと運動す るこ とも、彼 が なん とか して 「帝 国大

学」 に係 わ ろ うとす る ことの表 れだ ろ う。

けれ ども、入学 した ばか りの三 四郎 は、 この与次 郎が抱 える 「帝 国大学」へ の コンプ レ

ックス には気 が付 いて いない。

「得 意 」に なって帝 国大学 の制服 と制帽 を身 につ ける三 四郎 には 「帝国大 学」 の学 生で

32



ある こ とへ の優 越感 が感 じられ るが、そ の制 服 と制 帽 を身 にっ け るこ とが許 され なかっ た

「撰科 生」 とい う立場 を想 像 してみ る こ とは難 しか った ので あろ う。

この よ うに、三 四郎や 与次郎 に とって は特別 な存在 で あ る 「東京 帝 国大学 」で あるが、

作者漱 石 は、大学 にっ いて、批判 的 な態 度 を持 って お り、その こ とは、『三 四郎』を連 載す

る前年 で あ る明治40年(1907)4月 に東京帝 国大学 の教員 の職 を辞 した こ とで もわ

かる。

帝 国大学 を辞 めて、朝 日新 聞へ入社 した ときに発表 した 「入社 の時 」に は、

新 聞屋 が商売 な らば、大 学屋 も商買 であ る。 商売 でな けれ ば 、教授 や博 士 にな りた

が る必 要 はなか ら う。 月俸 を上 げて も らふ必要 はな か ら う。勅任 官 になる必要 はなか

ら う。新 聞 が商売 であ る如 く大学 も商売 で あ る。 新 聞が下卑 た商売 で あれ ば大学 も下

卑た商 売で あ る。只個 人 と して営 業 してゐ るの と、御 上 で御 営業 にな るの との差 丈で

く　 ヨ　

あ る 。

と 「大 学の様 な栄誉 あ る位置 を拠 つて 、新 聞屋 になつた 」ことを驚 く世 間に対 して、「大学

屋 も商買」 「下卑た商 売」 であ る と言 い切 って い る。

漱石 は、大学 を離れ たか らこそ、大 学 に憧 れ を もって集 ま って くる三四郎や 与次郎 とい

った若 者 を客観 的に描 くこ とが出来 た とい え る。彼 等 にはまだ社会 の状況 が見 えて いなか

った。

33



第三章 野々宮よし子が持つ 「問題」

1.よ し子 の 通 う 「学 校 」

前 章で は、主 に佐 々木 与次郎 につ いて見 て きた が、第三 章で は、従来 あ ま り注 目され る

こ とが なかった野 々宮 よ し子 につい て見て いきた い。

美禰 子 は二十三 歳で 、結婚適齢 期 を過 ぎてい るの に対 して、 よ し子 は、作 品の 中で年齢

は明 らか に され てい ない。 しか し女学 生の象徴 で あ る 「紫 の袴」(十 二の 六)を 穿 き、女学

生言葉 で あ る 「能 くつ て よ。知 らない わ」(九 の八)と い う言葉 を使 う所等 を見 る と、美禰

子 よ りも若 い事 が伺 える。

よ し子 には両親 が存在 し、兄 宗八 はせ っか く大久保 に構 えた家 を、 よ し子 の 「学校 へ行

き帰 りに、戸 山の原 を通 るのが厭 」(四 の十七)と い う一 言で 、引っ越 して しま うほ どの妹

思 いで ある。

この野 々宮 よ し子、宗 八 の兄妹 は、それ ぞれ単独 で行動 す る里 見美禰 子 、恭助兄妹 と対

比 され 、鮮や か に描 き出 され てい る。

くの
「妹 が学校 へ行 き帰 りに、戸 山の原 を通 るの が厭 だ といひ 出 しま して ね 。(略)」

(四 の十 七)

戸 山の原 に は陸軍実 弾射撃場 が あ り、そ の流れ弾 が通行 人 を傷 つ け るこ ともあ った とい

う。 さ らに、明治41年(1908)3月22日 に大久保 村 で起 きた強姦殺 人事件 「出歯

亀事件 」以 来、大 久保村 で は強姦 未遂 事件や 、痴漢 の 出没 が多 かっ た ことな どを各新 聞が

取 り上 げた。

大 久保村 で起 きた事件 は、漱 石 も明治41年(1908)の 断片 に

出 歯 亀 。

く　　

大久保唇肉斬取事 件

と記 して い る。

大 久保村 の住人 はそれ らの事件 が 「戸 山の原 の乞食」の仕 業で あ る と噂 し合 ってい た為、
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同年4月1日 か ら6日 にか けて 『東京 朝 日新 聞』 で は 「戸 山の原 の乞食 」 とい う計 五回 の

連載 が行 われ た。 よ し子 が通学 路 として戸 山の原 を通 らな けれ ばな らない こ とを嫌 が るの

も無理 はない く らい、 当時 は物 騒 な場 所 として有名 だ ったの であ る。

「ど うです 里見 さん、あなた の所 へで も食 客 に置い て呉れ ません か」 と美禰 子 の顔 を

見 た。

「妹 の始末 さへ付 けば 、当分 下宿 して も可 いです。そ れで な けれ ば、又何 処 かへ引越

の 　

さなけれ ばな らない。一層学校 の寄宿 舎へ で も入れ 様 か と思ふ んです が ね 。(後 略)」

(四 の十七)

野 々宮 が語 る内容 か ら、 よ し子が通 って い る 「学校 」 は大久保 の野 々宮 の家か ら戸 山の

原 の向 こ う側 に位 置 し、美禰子 の家 があ る本郷 真砂 町か らも通 え る距離 で ある こ とが分か

るが、 目白に ある 日本女 子大学校 が ち ょうどそ の よ うな位 置 にあた る。 重松 泰雄氏 が 「よ

し子 は、年齢 的 には、女 学校 よ りも専 門学校 程度 と考 え られ る。 あるいは 、明治三 四年創

立 の 目 白の 日本 女子 大学 校 か。 日本女 子 大 に は、 よ し子 の よ うな地方 の出身 者 が多 か っ

く　ラ

た 。」 と述 べて い るよ うに、 日本女子 大学校 は地方 出身者 も多 く、学長 成瀬仁 蔵 の 「自動

自学 」 の精神 を反 映 した寄宿舎 の設備 も備 わって いた。

明治37年(1904)12月9日 発行 の 『日本 女子 大学校 学報第 四号』 には 、北海道

か ら沖縄 までの 「研 究科 及大学 部生徒府 県別 」の表 があ り、よ し子 と同 じ福 岡県 出身者 は、

研究科 を含 む全学 科 を併せ る と二十 九名 に もの ぼる。 それ らの女 生徒達 は、親 戚宅へ 身 を

寄せ てい たのか 、 日本女 子大 の寄宿舎 か ら通 って いたの かは記 され ていない が、相 当数 の

生徒 が地方 か らは るばる入学 して きていた ことは興 味深 い事実 であ る。

日本 女子 大学校 は、 日本 で最 初 の女子 のた めの大学 として 開校 され 、『読売新 聞』の東京

版 で明治40(1907)年2月14日 か ら3.月19日 にか けて連載 され た 「都 下女学校

風 聞記 」 の 中で紹介 され た り、バザー や運動 会の様 子が報道 され るな ど、人 々の注 目を集

めた女 学校 で あった。 そ して何 よ り 『三 四郎 』 が連 載 され るよ り半年程 前 、明治41(1

908)年3.月 に起 こった、漱 石 の弟 子森 田草平(1881～1949)と 後 の平 塚 らい

て うこ と平塚 明子(1886～1971)の 心 中未 遂事件 、後 に言 う所 の 「煤煙 事件 」 に

よって、否 応 な しに も世 間 の注 目を集 める事 にな る。なぜ な ら、その事件 が報道 され た時、

森 田は東京 帝国大 学 を卒 業 した学士 、平塚 は 日本女 子大 学校 を卒業 した才女 で ある とい う
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事 が、大 き くクローズ ア ップ された か らだ。

森 田 と平塚 の心 中未遂 事件 が報 じられた次 の 日、明治41年(1908)3月26日 付

の 『東 京朝 日新 聞』 には、 日本 女子大 学校学 監 が、 明子 につ いて 「文 学好 な位 だ か ら当校

の主義 とは窓 して も合 ひ難 い節 の あっ たの は勿論 で校 長 も此生徒 とは随分 闘 はれた ら うと

思ふ 」や 、「恋 は神 聖だ とか言つ て密通 な ど慾 ま ＼な挙動 を遣 るのは 自己 中心 の酷だ しい も

ので当校 の主義 とは全然反 血馳 して居 る」「完 全 に我 校 の教 育感化 が及 んだ な らば決 して遺

回の差 様 な 自己本位 の無 分別 は出ぬ筈 だが 之 も私共 の力 の足 りぬか らと思ふ と残 念 で堪 り

ませ ん」 としき りに 「当校 の主 義」 ではな い事 を述 べ、学校 に不名 誉 なス キャ ンダル の火

の粉 が降 りかか らない様 に してい る。

平 塚 明子 とい えば、小 宮豊 隆が 『「三 四郎」 の材料』 の 中で、

もっ とも漱石 は、美禰 子 を書 く時 に、一人 の女性 を、頭 の 中に持つ てゐ た。 それ は、

森 田草 平の 『煤煙 』事 件 の相 手方 、即 ち 『煤煙 』の女主 人公朋 子で あ る。『三四郎』が

書かれ る時 に、『煤 煙』が発表 され てゐ なかっ た事 は言 ふま で もない。然 し 『煤煙 』の

事件 は 『三 四郎』 が書 き出 され る四五ケ月 前 に一段 落 を告 げて居 り、明治 四十一 年三

月末 か ら四,月十 日まで の間、 草平 は漱 石 の所 に厄介 になつて ゐた のだか ら、漱石 は恐

らく草平 自身 の 口か らも、亦 その事 に関 して斡旋 して ゐた生 田長 江 の 口か らも、相 当

相手方 の話 を精 しく聴 い てゐ た もの に違 ひ ない。(中 略)一 朋 子 といふ のはあ あいふ女

くら　

で はないか と思ひ なが ら、僕 は美禰 子 を書 いて行つ た と、漱 石 は私 に話 して聴 かせ た 。

と回想 してお り、 この事 か ら、 らい て うは美禰 子 のモデル で あった とされ て い る。

「煤煙 事件 」 の 当事者 で ある森 田草平 は、

「ああい うの を塚説 ふぢ識 ぢ ざクる偽善著 とい うのだ。 ここにい うヒポ ク リッ トとは い

うところの偽善者 で はない。 そ うい う意 味 に取 られ て は困 るがつ ま りみ ず か ら識 ら

ざるあい だ に別 の人 にな って行動す る とい う意 味だ ね。みず か ら識 らず して行 動す

るんだ か ら、そ の行動 には責任 がない。朋 子 もそ うい う女 だ とすれ ば、それ で解 釈

がで きない こ ともない」 とい う意 味の ことを言 われ た。そ して 「ど うだ、君 が書 か

く　　

なけれ ば、ぼ くがそ うい う女 を書い てみせ よ うか」と半 ば戯 談 の よ うに言われ た 。

と、漱 石 が らい て うの よ うな女 を想像 して美禰 子 を書い た とい う事 を語 っ てい る。
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しか し、 中山和 子氏 は、漱石 が直接 らい て うに会 った わ けではな いので 、厳 密 な意 味 で

くの

言 えば、モデル で あ るとはい えない こ とを述べ てい る が、どち らにせ よ、『三 四郎』と 「煤

煙 事件 」 との 関連性 は消 えな い。

無論 、私 は こ こで、「らいて うをモデル に してい るの は美禰 子 では な くよ し子の方 だ」と

い うよ うなモデル論 を展 開す るつ も りで はないが 、当時の 『三 四郎』の読者 た ちは、『三 四

郎』 を読む とき約 半年前 に世 間を騒 がせ た 「煤 煙事件 」 の こ とを思 い浮 かべ る こ とはあ っ

た だ ろ う。 明治41年(1908)12月3日 付 「東京朝 日新 聞」 には 『三四郎』 の本文

を割 って入 る形 で、森 田草平 の 『煤姻 』の連載 予告 が掲載 され る とい うこ ともあ った。

後 の く新 しい女 〉で あ る平塚 らい て うが通 って いた 、 日本女 子大学 校 を思 わせ る立地条

件 の 「学校 」へ通 って い るよ し子、彼 女 こそが 『三 四郎』 の 中で本 当の 〈新 しい女 〉と し

て描 かれ てい るので はないか。 後 に美禰 子 の夫 とな る 「立派 な人 」 との縁 談 を 「だ って仕

方 がない じや 、あ りませ ん か。知 りも しない人 の所へ行 くか行 か ないかつ て、聞い たつて。

好 で も嫌 で もないんだ か ら、何 も云ひ様 はあ りや しない わ。 だ か ら知 らない わ」(九 の八)

と断 り、三 四郎 の 「あなた は御 嫁 には行 か ないん ですか」 とい う問い に対 して 「行 きたい

所 さへ あれ ば行 きます わ」(十 二 の六)と 笑 うよ し子 の方 が、美禰 子 よ りく新 しい女 〉にふ

さわ しい とい える。

勿論 、 まだ よ し子 は女 学生 で結婚 まで の猶 予期 間 を過 ご してい る女性 で あ り、三 四郎 か

らも 「まだ行 きたい所 がない に極 まつ てゐ る」(十 二の六)と 捉 え られ るほ ど若 い女性 で あ

るか ら、彼 女が はた して将来 どの よ うな結婚 をす るのか は小説 の 中で知 るす べ もない。

しか し、「女 子 を人 と して教育す るこ と」とい うことを第 一方針 と し、新 しい女子教 育 を

ア ピール してい た 日本女 子大学校 へ 、教育 を受 けるた めには るば る九州 か ら上京 し、の ち

の本 当 の意 味で 〈新 しい女 〉 と して活 躍す る 『青轄 』 の発 起人平 塚 らいて う等が学 んだ学

校へ通 ってい るよ し子 は、〈新 しい女 〉 と して世 に羽 ばた く可 能性 を秘 めてい る とい える。

2.「 女 学 生 」 とい うイ メー ジ

　 ラ

当時 は 「年長 の保 護者 な く して青年 男女 互 に散 歩 、遊戯 、娯 楽等 をす べ か ら ず 」 とい

う風潮 で あった。だ か らこそ 、団子 坂 の菊 人形 見物 の後 、喧 騒 を逃 れた 三 四郎 と美禰 子 が、

川辺 に座 ってい る所 を見 て 「洋 服 を着 て髭 を生や して 、年輩 か ら云ふ と広 田先生位 な男 」
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(五 の九)が 、 二人 を 「睨 め付 けた」 ので あ る。美禰 子 は三 四郎 と出歩 く事 をた め ら うよ

うな女 性 では ない。 しか し、 よ し子 もまた 、三 四郎 と歩 く事 をため らわない女性 として描

かれ てい るので あ る。

唐物 屋 にシ ャツを買 いに きた三 四郎 は、 そ こへ香 水 を買い に来 た美禰 子 とよ し子 に 出 く

わす が、 その帰 りに、 三四郎 とよ し子 は、お 互い野 々宮 の下宿へ行 くことが判 明 した為 、

二人連 れ 立って歩 いて い くこ とに なる。

妹 が兄 の下宿 へ行 く所 だ とい ふ事 が解 つ た。 三 四郎 は又綺麗 な女 と二人連 で追 分 の

ゆ 　

方 へ 歩 くべ き 宵 とな っ た 。(九 の 六)

この後 、野 々宮の 下宿 を訊 ねた 時、野 々宮 は二人 に向か って 「妙 な御 客 が落 ち合っ た な。

入 口で逢っ たの か」(九 の七)と い う言葉 を吐 いた。 この言葉 か ら、三 四郎 とよ し子 が 、一

緒 に歩 い て来た とい う事 をよ しと していな い事が覗 える。 これ と同様 の言 葉 は、丹青 会 の

展覧会 で 、三 四郎 と美禰 子 に出会 った時の 「妙 な連 れ と来 ま したね」(八 の九)に あた る。

美禰子 とよ し子 は、 同 じよ うな行 動 を して い るの で ある。 さ らに、 よ し子 は、イ ンフルエ

ンザ にか かった三 四郎 を、一人 で見舞 い に行 く とい う大胆 な事 も してい るのであ る。

所へ 下女 が障子 を開 けて、女 の御 客様 だ と云ふ。 よ し子 が、 さ う早 く来や うとは待 ち

設 けなかつ た。与次 郎 だ けに敏 捷 な働 きを した。 腺た儘 、 開け放 しの入 口に眼 を着 け

てゐ る と、や が て高い 姿が敷居 の上 に あ らはれ た。今 日は紫 の袴 を穿い てゐ る。 足 は

両方共 廊下 に ある。 一寸這 入 るの を躊 躇 した様子 が見 え る。 三 四郎 は肩 を床 か ら上 げ

ロ 　　

て 、 「入 らつ しや い 」 と云 っ た 。(十 二 の 六)

この場 面は一 見、三 四郎が よ し子 を大学 の病院 に見舞 い に行 った こ とと呼応 す るかの よ

うであ るが、よ し子 を見舞い に行 った時 には、そば に よ し子 の母 も存 在 していた。しか し、

この場 面 では、 よ し子 と三 四郎 の二人 き りであ る。 よ し子 が 「一 寸這入 るのを躊 躇 した 」

の も、そ の為 で あ る。彼 女 は、学校帰 りなのか、 「今 日は紫 の袴 を穿 いて ゐ る」。 紫 の袴 は

女学 生 の象徴 で あ る。大 学の 下宿 へ 、男性 を見舞 い に行 くに は、 目立つ格 好 で もある。 読

者 は 、 この場 面 か ら、 二人 に何 らか の展 開 を予想 した か も しれ ない。 大 学生 と女 学 生 の

ラツヴ

「恋愛 」 を扱 った小説 が、『三 四郎 』以前 に、人 々 の間に浸透 して いたか らで あ る。
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明治30年 代後 半か ら、「女 学生 の問題」が新 聞紙 上 を賑 わ わせ てい た。明治39(19

06)年6月9日 、牧 野文部大 臣が 「学生 の思想風 紀取締 に 関す る訓示 」 を述 べ、新 聞や

ポンチ絵 では大学 生 と女 学生 の恋愛 、女学生 の風紀 の乱れ が取 り沙 汰 され て いた。

漱石 は 「女学生 」 を主人公 に した小説 は書 いて いない が、新 聞小説 の 中には、女学 生 を

主人公 に した ものが多 くあ った。

その 中で も、 と りわ け人気 の高 かった のが、 明治36(1903)年2月 か ら9月 にか

けて 『読売新 聞』 で連載 され た小杉天 外の 『魔風恋 風』 で ある。 主人公 は萩原 初野 とい う

目白の帝 国女子学 院 の模範 生 であ り、 この帝 国女子 学院 とは、 目白にあった 日本女子 大学

校 がモデル で ある と され てい る。 初野 は地方 出身者 で、妹 と二人 で 「お さん どん」 しな が

ら勉 学 にはげ も うとす る苦学生 で ある。 親友 夏本芳 江の許婚 夏本東 吾 と恋 仲 にな るの だ

が、二人 が恋 人 同士 にな る以前 か ら、周 囲 の人か ら、園枝 か ら東 吾 を奪お うとして い る と

誤解 され 、「近 頃 の女 学生 は これ だか ら油断 な らない」とい うよ うな会 話が 随所 に出て来 る

のであ る。 明治36(1903)年 には、す で に 「女学 生」 とい う言葉 が 、その よ うな意

味合 い を持 って使 われ てい る事 が この小説 か ら見 て取れ る。

『魔 風恋風 』 とよ く似 た 、小栗風 葉 の 『青春 』が、『魔風恋 風』の二年 後 明治38年(1

905)3月 か ら翌 明治39年(1906)11月 ま で 『読 売新 聞』に連 載 され る。『青春 』

の主人 公 は、小石川 にあ る成女 大学 の才媛 、小野繁 とい う水 戸 出身 の女 学生 で、彼女 もま

た親友 の許婚 と恋 に落 ち る。『魔風 恋風』 と違 うところは、『魔風 恋風』 の初野 と東吾 が、

二度 の接 吻のみ で別 れ て しま うの に対 し、『青春 』では繁 が欽哉 の子供 を堕胎す る とい うシ

ョッキ ングな事件 まで描 いて い る とい うところで あ る。繁 は 「例 の 堕落式部 」「淫売 」等 と

噂 され 、 ここで も 「女学 生」 とい うものが 、いか に世間 の醜 聞に包 まれ てい たかが よく分

かるので あ る。

ロ の

さらに、明治40(1907)年9,月 に は、雑 誌 『新 小説』 に 田山花袋 の 『蒲 団 』 が

掲載 され た。 ヒロイ ン横 山芳子 は、神 戸か ら、小説 家で あ る竹 中時雄 を慕 って上京 し、時

雄 の弟 子 とな り、そ の傍 ら女子英 学塾 へ通 う女学生 で もあ る。最 後、芳子 が父親 に連 れ帰

られ る場面 で は、

車が麹 町 の通 を 日比谷 に 向ふ 時、 時雄 の胸 に、 「今 の女学 生」 とい うこ とが浮 ん だ。

前 に行 く車 上の芳子 、高 い二 百三高 地巻 、 白い リボ ン、梢猫 背勝 な る姿、 か ういふ

形 を して、 か うい ふ事情 の下 に、荷 物 と共 に父 に伴れ られ て帰 国す る女 学生 は さぞ
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多い ことで あ ろ う。 芳子 、 あの意志 の強 い芳子 で さへ か うした運命 を得 た。教 育家

の喧 しく女子 問題 を言ふ の も無 理 はない。 時雄 は父親 の苦痛 と芳子 の涙 と其身 の荒

涼た る生活 とを思 つた。 路行 く人 の仲 には この荷 物 を満 載 して 、父親 と中年 の男子

ロ 　　

に保護 され て行 く花 の如 き女学生 を意 味あ りげに見送 るもの もあつ た 。

と描 かれ てお り、 「今 の女学 生」 とい う言葉 に、 当時 の人 々が 「女学 生」 とい うイ メー ジ

を どの よ うに捉 えてい たのか を見 る事 がで き よ う。「女学生 」達 は、世 間の人 々か ら好 奇 の

くユの

目で見 られ 、 「玩物視 に値す る 」 と見な され た のだ。

西村 好子 氏 は、 当時 の 「性 の顕在化 とい う風潮」 は 「"性 欲 の時代"を 先 取 りした とい

える小 説」『蒲 団』 の出現 で明 らかで ある と し、 「芳子 は女 学生 を卒業 した とい う十 九歳の

素人 で あ り、その素人 に 向けて、時雄 は妄想 のな かで玄人 に対 しての よ うに発情 す るのだ。

こ こか ら導 き 出 され る ことは、女学生及 び卒 業生 とい う新 し く登場 してきた 階層 の、性 の

管理 問題 と素人 の女 に対 す る恋 愛の身 体技法 とい うべ き もの の未確 立 であ る。」と述べ てい

く　　ラ

る 。 さらに付 け加 え るな らば、 田山花袋 は、『蒲 団』 よ り以前 、明治40(1907)

年5月 、雑 誌 『太 陽』に短編小 説 『少女病 』を掲載 し、その 中で、通 勤途 中の電 車の 中で、

女学 生た ち を見 て 「妄想 」す る 中年男性 の物 語 を描 いて い る。 当時 「女 学生」 がそ うい っ

た性 的欲望 の対象 と して扱 われ っっ あった とい うことを考慮 しな けれ ばな らないだ ろ う。

そん な大衆 の好 奇 の 目は、女 学生 の 中で も、 と りわ け地 方 出身者 であ る少女 達 に向 け ら

れ た。 〈堕落女学 生 〉を扱 った小説 の ヒロイ ン達 の ほ とん どが、地方 か ら上京 して女 学校

へ入 学 した才女 たち なの を忘れ て はな るまい。

たS腹 の 中で、 これ しきの女 の云ふ 事 を明確 に批 評 し得 な いの は、男児 と して腋 甲

斐 ない事だ と、い た く赤 面 した。 同時 に、東京 の女学 生 は決 して馬鹿 に出来 ない も

ロ ら　

の だ とい う事 を 悟 つ た 。(五 の 三)

野 々宮 よし子 は、三 四郎 に 「東京 の女学生 」 と認識 され てい るの だが、三 四郎 は よ し子

も同 じ福 岡県か ら上京 して きた地方 出身者 であ る とい う事 を忘れ てい るので あ る。勿論 、

よ し子 が 〈堕落女 学生 〉で ある と結論 づ け るつ も りはな いが、 同時代 の人 々が、地方 か ら

上京 して きた女学 生 とい うものに対 して抱 いてい たイ メー ジ を無視 しては、 よ し子 の事 を

語れ ない ので はないだ ろ うか。
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明治40(1907)年 の1.月7日 付 『婦 女新 聞』 に掲 載 され た 「地方 の女子 に(大 隈

伯爵 談話)」 は、志 をもって地方 か ら出て きた女学 生た ちが都 会 の華や か さに 目を奪 われ 堕

落 の道 を歩 みつつ あ る ことを、少 しで も抑止 しよ うとす る姿勢 が現れ てい る。

彼 等 は足一歩 東京 に入 て何 を観 るか といへ ば、直 ふ に皮相 の分 明 と華 奢 な る都 の風俗

とで あ る。殊 に婦人 は一層 甚 だ しい昨 日来 たか と思ふ と今 日は も う、質朴 な衣服 を脱

ぎ変へ て、髪 の飾 りや 身 の廻 りに浮 身 をや つす といふ 有様 、各 自の分 限 を考 へ る処 か、

我 といふ こ とさへ忘 れ て了ふ のであ る。

美麗 な衣服 を着 たい 、立派 な飾 りをつ けたい 、が学 資 に限 りがあ る到底 真似 は出来

ぬ、 サア斯 うなっ て来 た時 に ど うす るか 、虚 栄 の前 には実 に婦 人 は悲 しいか な、弱い

者 で あ る、彼 等 は直 ちに煩 悶 し初 め る、誘 惑の手 は彼等 の此境遇 を待 ち受 けて居 るの

で ある、彼等 は知 らず識 らず 怖 ろ しい 堕落 の淵 に陥 るので あ る。

村 瀬 士朗氏 は、 さらによ し子 の もっイ メー ジ と して 「よ し子 」 とい う名 前が持 っ意味

合 いに注 目し 「同時代 的に見れ ば、 その名前 は 当時ス キャ ンダラス な注 目を浴 びて いたモ

デル小 説 『蒲団』 の ヒロイ ン、 「横 山芳子 」 の名 前 を喚起す る と してい る。 「横 山芳子 」が

「近 来社会 の勢力 た る女 学生 の長 所 と短所 とを尤 も明か に」 した 「新婦 人」 と 目され てい

た点 で 『三 四郎』 に通 してい る こ と、そ して何 よ りも 『三 四郎』 が 『春』 と 『煤煙 』 とい

う、そ の作 中人物 の 「モ デル」 につ いて大 きな話題 を集 めた二つ の 「モデル小説 」 の間 に

挟 まれ る形 で 「朝 日新 聞」 に連載 され てい た こ とを考 えれ ば、 こ うした想 像 も荒唐無稽 と

ロ の

は言 え な い だ ろ う 。」 と して い る。

3.広 田の家 に集 う独 身男性 達 か ら見 た、美禰 子像 とよ し子 像

「あ の女 は落 ち付い て居て 、乱暴 だ」 と広 田が云つ た。

「え ＼乱 暴です 。イ プセ ンの女 の様 な所 が ある」

「イプセ ンの女 は露骨 だが 、あの女 は心 が乱暴 だ。 尤 も乱 暴 と云つ て も、普通 の乱

暴 とは意 味 が違 ふが。 野々宮 の妹 の方 が 、一寸見 る と乱暴 の様 で、矢 つ張 り女 らし

ロ 　　

い 。 妙 な も の だ ね 」(六 の 四)
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広 田や 与次郎 は美禰 子 の事 を 「乱 暴」だ と言 い、よ し子 の事 を 「一寸 見 る と乱 暴 の様 で、

矢つ 張 り女 ら しい」 と評 して い る。広 田は さ らに、画家原 口 と、次 の よ うな事 も言 ってい

る。

「あ の女 は 自分 の行 きたい所 で な くつ ちや行 きつ こない。 勧 めたつ て駄 目だ。 好 な

人 が ある迄独身 で置 くがい ＼」

「全 く西 洋 流 だね。 尤 も これ か らの女 はみ ん な左 うな るん だ か ら、そ れ も可 か ら

ロ 　　

う 」(七 の 五)

美禰 子 は、ど うや ら、この本 郷文化 圏 の独 身男性 た ちに よって、「西洋流 」の女 であ る と

見 な され てい るよ うで あ る。結婚 しないの も 「自分 の行 きた い所 で な くっ ちゃ行 きっ こな

い」か らで、家長 の決 めた相 手 と結婚 す るよ うな、旧式 の女性 で はない とされ てい るのだ。

「左ふ 云ふ事 もある。 然 し能 く分 つた と して。 君、 あの女 の夫 になれ るか」

三 四郎 は未 だ曾 て此 問題 を考 へ た事 が なかつ た。 美禰 子 に愛 せ られ る とい う事実其

物が 、彼 女 の夫 た る唯一 の資格 の様 な気 が して ゐた。 云はれ て見 る と、成程 疑 問で あ

る。三 四郎 は首 を傾 けた。

(中 略)

「君 、いつ そ、 よし子 さん を貰は ないか」 と云ひ なが ら、三 四郎 を引つ 張つて 、池 の

ロ 　　

方へ連 れて行 った。歩 きなが ら、あれ な ら好 い、あれ な ら好 い と、二度 程繰 り返 し た 。

(九 の五)

与 次郎 は三 四郎 の結婚 相手 に適 してい るのは、美禰 子 よ りも よ し子 で ある と してい る。

与次郎 の説 で は 「廿 前後 の 同 じ年 の男女 」だ と 「女 の方 が万事上 手」(十 二 の五)に な って

しま うので、三 四郎 よ りも若 い よ し子 な ら結婚 相手 にす るに は丁度 い い と薦 めてい るのだ

が、それ以外 に も、 「明治元年位 の頭 」(四 の四)の 三 四郎 に は、美禰 子 よ りもよ し子 の方

が相応 しい とい う考 えがあ り、や は り 「西洋流 」の美 禰子 よ り 「女 らしい」よ し子 の方 が 、

「旧式 」 であ る と思 ってい るか らなので あろ う。 はた して、広 田や 与次郎 、原 口 らが考 え

て い るほ ど、 よ し子 は美禰 子 に比べ て 「旧式 」 な女性 な ので あろ うか。

42



「能 くつ て よ。 知 らない わ」

兄は妹 の顔 を見て黙つ て ゐ る。 妹 は、 また斯 う云つ た。

「だつ て仕 方 がない ぢや、 あ りませ んか。知 りもしない人 の所 へ、行 くか行 かない

かつて 、聞い たつ て。好 で も嫌 で もないんだ か ら、何 に も云ひ様 はあ りや しないわ。

ロ 　　

だか ら知 らない わ 」(九 の八)

会 った こともない 「知 りも しない人 」

の念 を現す。

との縁談 を薦 め られた よ し子 は、 はっ き りと不快

「あ なたは御嫁 に は行 か ないんです か」

く　の

「行 きたい所 があ りさへすれ ば行 きます わ 」(十 二 の六)

広 田が原 口に向か って美禰子 の事 を 「あの女 は 自分 の行 きた い所 でな くっ ちや行 きっ こ

ない」 と評 した が、実 際 「行 きたい所 」が あ るまで御 嫁 に行 かなか ったの は、美禰 子 で は

な くよ し子 の方 であ り、広 田の言葉 は、そ のま ま よ し子 のセ リフ となって しまって い るの

で あ る。 「全 く西洋流 」で あった のは、実 は よ し子だ った のであ る。

4.よ し子 は なぜ 最終 章に登場 しなかった のか

よ し子 が最 終章 に登場 しなかった理 由を、三好行雄 氏 は 「作者 の失念 」で あ る とし、 さ

らに、 よ し子 とい う女性 は、作者 に失念 され て も不 思議 でない程 「影 の薄 い存在 」 であ っ

く　 　ラ

た と結論 付 けてい る。一 方、藤原 尚昭氏 は、漱 石 の断片 か ら、美禰 子 とよ し子 が本 来 「入

れ替 わ り可能 」 であ る ことを説 き、美禰 子 の結婚 におい て、 よ し子 に求婚 した相手 が美禰

子 の夫 とな る事 に よって、「入れ替 わ り可能」な二人 の女性 は、一気 にその立場 を逆転 させ

る事 に な り、 よ し子 は入 れ替 わ るはず の美禰 子 を失 った事 に よって、言説 上 に存在す る意

く　の

義 を も失 って しまっ た と主張 してい る。

よし子 とい う女性 は、た しか に三 好行雄 氏が述 べ る ところの 「美禰 子 の合 わせ鏡 的存在 」

と言 える。 しか し、そ の存在 は、 「わず かに三 四郎の ため に ささや かな慰籍 を用意 し」 「母
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く　　　

性 に通 じるふ くよか な性格 で彼 女 を逆 照射す る」「副次 的な存 在 」で はな く、『虞 美人 草』

の藤尾 に対す る糸 子 の よ うな存在 で もない。 ま してや、広 田や原 口、与次郎 が言 うよ うな

〈新 しい女 〉美禰 子 と対 照的 な 「旧式 」 な女 と して存在 してい るの で もない。 一見近 代的

な〈新 しい女 〉に見 える美 禰子 が実 は、家長 で あ る兄 が決 め た 「立派 なひ と」(し か もよ し

子 が一度 断った相 手で もあ る)と の結 婚 を受 け入れ るよ うな 「旧式」 な女 であ る、 とい う

こ とを強調す る形 で、よ し子 は存在 して い るのであ る。よ し子 と美禰 子 は、経 済的基盤 や、

年齢 、家庭環 境 は違 え ども、妹 とい う立場 、東 京 での兄 との二人暮 らし、 ヴ ァイオ リンを

弾 くこ と、絵 をた しなむ こ と等 、 同 じ状況 下に置 かれて い る。そ ん な二人 の独 身女性 は、

広 田、原 口、与次 郎、 三四郎等 の独身 男性達 に よって常 に比較 され る。 よ し子 は美禰 子 と

比較 され る為 に、物語 の 中に存 在 してい るので あ る。「森 の女」の画 を見 る十三章 の場面 で、

主要登 場人物 達 がい る中、 よ し子だ けが存在 しない。 画 が展示 され てい る現在 、美禰 子 の

結婚 は済 んでい て、 も う一個人 と しての 「女 」で はな くなって い る。既 に 「他 家 の女 」で

あ り、個人 で行動 していた彼 女は 、今 は も う夫 と一緒 に行 動す る 「女」にな ってい るのだ。

独身 時代 の 「里 見美禰子 」として の彼 女一一名 刺 に印刷 され てあ った よ うな一一 は、「森 の

女」 とい う画の 中に封 じ られ てお り、独 身 時代の彼 女が画 の 中に封 じられ た今 、 よ し子 と

い うも う一人 の独 身女性 と対比 させ る必要 は無 くな って い るのであ る。 よ し子 は、 自分 の

行 きたい所 へ は兄 を説得 して で も、行 こ うとす る女で あ る。「森 の女」を見 にいか なか った

のは、 よ し子 自身 が行 く事 を拒否 したか らと言 えるので はない か。 それ は、独 身男性 達が

口をそ ろえて 「森 の女」 を賞賛す るであ ろ うとい う事が頭 を過 った か らか も しれ ない。

さらに、美禰 子 が来 る とい うこ とは、美禰 子 の夫 も共 に来 るだ ろ う。 美禰 子 の夫 は 自分

が一度 縁談 を断 った相 手で ある。そ のた め、顔 を合 わせ るこ とを避 けたの では ないだ ろ う

か。
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第 四章 「萎 壷 」 に通 う女(明 治 にお けるク リスチ ャンの女性 のイ メー ジ史)

1.キ リス ト教 に縁 の あ る女

よし子 が断 った縁 談 の相 手 と急 ぐよ うに結 婚す る美禰 子 で あるが 、彼 女 はいった い どん

チ ャ　 チ

な女性 だ ったの だ ろ うか。 美禰 子が通 う 「会 堂」 に注 目し、 ク リス チ ャンの女性 と して の

彼女 のふ るまい を分析 してみ たい。

ス トレイソ 　 ブ

美禰 子 が、 キ リス ト教 に縁 のあ る女性 で あ るこ とは、 「迷 へ る子 」(五 の九)と い うっぶ

や きや 、三 四郎へ宛 て たハガ キの 内容 な どで、 あ らか じめ伏 線 がは られ てい る。

団子坂 の菊 人形 で、広 田や野 々宮兄妹 とは ぐれ た三 四郎 と美禰 子 は、小川 の縁 に腰 掛 け

ス ト レイ シ 　 プ

なが ら話 をす る。 そ の時、美禰 子が三 四郎 に 「迷へ る子 」 とい う言葉 を教 え る。

「迷子 の英訳 を知つ て入 ら しつ て」

三 四郎 は知 る とも、知 らぬ とも云ひ得 ぬ程 に、此問 を予期 して ゐなかつ た。

「教へ て上 げませ うか」

「え ＼」

ストレイシ　 プ ロ 　

「迷 へ る子 一 一 一 解 つ て?」(五 の 九)

ス トレイ ソ　 プ

美禰 子 が使 う 「迷へ る子」 とは、迷 える羊の意 味で あ り、 旧約 聖書 では 「神 ヤハ ウェか

ら離反 し、堕落 したた めに流浪 ・離散 な どの結果 を招 き、拠 り処 をな くしたイ ス ラエ ル民

族 の比喩」 で あ り、新約 聖書 では 「九十九 匹の羊 を残 して も迷 った一 匹の 羊を探 して救 う

く　ラ

とい うキ リス トの語 った例話」 の こ とで あ る 。

次 の 日、三 四郎 の下宿 に絵葉 書が届 く。送 り主 の名 前 は書 かれ てい ない が、 「迷 える子 」

と書 いて あ り、裏 に は昨 日二人 に起 こった 出来事 が戯 画 の よ うに描 い てあ った こ とか ら、

美禰子 か らの絵葉 書で あ る とす ぐに分 か った。

小川 を描 い て、草 を もちや/＼ 生や して、其縁 に羊 を二 匹條 か して、其 向ふ側 に大 き

な男 が洋 杖 を持 つ て立つ てゐ る所 を写 した もので あ る。男 の顔 が甚だ檸猛 に出来て ゐ

る。全 く西洋 の絵 にあ る悪 魔 を模 した もので 、念 の為 め 、傍 に ちや ん とデ ギル と仮名
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くヨ　

が振つ て ある。 表 は三 四郎 の宛名 の下 に、迷 え る子 と小 さく書い た許 であ る 。

(六 の三)

そ こには、「迷 え る子 」と して 羊が二 匹描い て あ り、昨 日二人 を睨 み付 けた 「広 田先 生位

な男 」(五 の九)を 「西洋 の絵 にあ る悪魔 」 の よ うに描 き、 「デギ ル」 と仮名 まで振 って あ

った。

この よ うに美禰 子 は、「迷 え る子」や 「デギル 」とい った キ リス ト教 に 由来す るモ テ ィー

フを多用 し、三 四郎 はす っか り美 禰子 に魅 了 され て しま うが、 この時 の三 四郎 は、美禰 子

がキ リス ト教 を信仰 す る女性 であ るこ とを、まだ知 らな い。

2.美 禰 子 は プ ロテ ス タ ン トか カ ソ リ ッ ク か?

三 四郎 は美 禰子 にお金 を借 りに行 った際 、下女 に応 接 間へ通 され る。応 接 間は 「重 い窓

掛 の懸 つ てゐ る西洋 室」で、そ こに は、「壁 を切 り抜 い た小 さい暖炉 」が あ り、暖炉 の上 は

「横 に長 い鏡 」 にな ってい る。鏡 の前 に は二本 の 「蝋 燭立 」 があ る。(八 の五)

三 四郎 は 「厚 く張つ た椅子 の背」 に もたれ な が ら、美禰 子 を待 っていた。

向ふ にあ る鏡 と蝋燭 立 を眺めて ゐ る。妙 に西洋 の臭ひ がす る。 それ か ら加 徒力 の連想

く　　

が あ る。何 故加徒力 だ か三 四郎 に も解 らな い 。(八 の五)

暖 炉 の上に ある鏡 と二本 の 「蝋燭 立」か ら、祭壇 で も思 い起 こ したので あろ うか。 十字

架 こそか かって いない が、三 四郎 は 「加 徒力 の連想 」 を呼び起 こす。 ここで はまだ 、美 禰

チ ャ　チ

子 が 「会 堂」(十 二 の七)へ 通 う女 性 であ る こ とは 明 らか に され て いない が、 ク リスチ ャ

ンであ る ことを予 測 させ る伏線 となってい る。

しか し、三 四郎 に、美禰 子 が ク リスチ ャ ンで あ るこ とを推測 させ る元 となった 「蝋燭 立」

は、

金 で細工 を した妙 な形 の台で あ る。是 を蝋燭 立 と見 た のは三 四郎 の臆 断で 、実は何

くら　

だ か 分 ら な い 。(八 の 六)
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とあ り、実 際 には、蝋燭 立 なのか ど うか も分 か らない。

つ ま り、三 四郎 に とっては、十字架 が あ ろ うがなか ろ うが 、「妙 に西 洋 の臭 い」のす る環

境 は、美禰子 の実 際 の信仰 に関係 な く 「加 徒 力の連想 」 が働 くとい うことで あ り、 その連

想 は 「何故加 徒力 だか 三四郎 に も解 らない」 とある よ うに、根拠 の ある連 想 では ない。 そ

れ は恐 らく、 〈西洋 風=キ リス ト教 〉 とい う単純 な図式 の もので、三 四郎 に とって は、 キ

リス ト教 とい うだけで 、カ ソ リックもプ ロテス タ ン トも一括 りに して考 えてい るだけだ と

思 われ る。 その ため、美禰 子 が どの教 派の ク リス チ ャンであ るか とい うこ とは作 品では 問

題 に して いない。 む しろ美禰子 の信仰 の 中身 よ りも、 〈キ リス ト教 を信仰 してい る 〉とい

う雰 囲気 に よって、美禰 子 とい う女性 が三 四郎 に とって 、 よ りミステ リア スな存在 とな る

こ との ほ うに重 きを置 いてい る と思 われ る。

3.「 萎 萱 」 へ通 う美禰子

「も う悉 皆 好 い ん で す か 」

「難 有 う。 も う癒 りま した。 一 一 里 見 さん は何 処 へ 行 つ た ん で す か 」

「兄 さん?」

「い ＼え、 美 禰 子 さん で す 」

「美禰子 さんは萎 萱 」

美禰 子 の萎 萱 へ行 く事 は始 めて聞い た。何 処 の萎 萱 か教 へて貰 つて 、三 四郎 は よ し子

く　　

に別れ た 。(十 二 の七)

イ ンフル エ ンザが治 った三 四郎 は、 日曜 日に三十 円を懐 に、美禰 子 の家 を訪 問す る。

ところが、肝 心の美禰 子 は留守 であ る。よ し子 に行 き先 を尋 ね る と、「萎 萱 」だ と言 う。

そ の答 え方 か らす る と、美禰 子 が 日曜 日に 「萎 萱 」へ行 く ことは、それ ほ ど珍 しくない よ

うで あ る。

ここで、三 四郎 が 「美禰 子 の萎 萱 へ 行 く事 は始 めて 聞いた 」 よ うに、我 々読者 もまた、

美禰子 が 「萎 萱 へ行 く」女 であ る ことを初 めて知 るこ とにな る。

三 四郎 は 「萎 萱 」 まで美禰 子 を訪 ね てい く。
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横 町 を三つ 程 曲る と、す ぐ前へ 出た。三 四郎 は全 く耶蘇 教 に縁 の ない男 であ る。萎 萱

の 中は覗 い て見た事 もない。 前へ 立つ て、建物 を眺 めた。説 教 の掲 示 を読 んだ。鉄 柵

の所 を往 つ た り来 た りした。 ある時 は寄 り掛 かつて見 た。三 四郎 は兎 も角 も して、美

禰 子 の出て くるのを待 つ積 で ある。

や が て唱歌 の声が 聞へた。讃 美歌 といふ もの だ ら うと考へ た。 締切 つた 高い窓 の うち

の 出来 事で あ る。音 量 か ら察す ると余程 の人数 らしい。美禰 子 の声 もその うち にあ る。

三 四郎 は耳 を傾 けた。

(中 略)

忽然 と して萎 萱 の戸 が開い た。 中か ら人が 出 る。人 は天 国 か ら浮世 へ帰 る。美禰 子

は終 りか ら四番 目であっ た。 縞 の吾妻 コー トを着 て 、傭 向いて、 上 り口の階段 を降 り

くの

て 来 た 。(十 二 の 七)

美禰 子 の通 う 「萎萱 」 は、本郷 真砂 町 の美禰 子 の家 か ら、 「横 町 を三っ程 曲」 った近 い

距離 に ある。「締切 つた 高い窓」のあ る、入 り口が 「階段 」にな った建 物 で、周 りを 「鉄柵 」

が囲って い る。外 には 「説教 の掲示 」があ り、「讃 美歌 」の声 か ら信者 は 「余程 の人数 」で

ある と思 われ る。

美禰 子 が暮 らす 旧本郷 区には、明治39年(1906)で 九つ の教会 が あ り、そ の 中で

も建物 の記述 な どか ら美禰 子 が通 う 「萎 萱 」 は中央会 堂で はない か とす る説 が多 留 。

「此所 で御 目に掛 かれ ばそれで好 い。先刻 か ら、 あなた の出て来 るの を待 つて ゐた」

「御這入 りになれ ば好 い のに。寒 かっ たでせ う」

く　　

「寒 か っ た 」(十 二 の 七)

三 四郎 は 「全 く耶蘇教 に縁 のない男 」 なので、 「萎 萱 」 に入 らず、寒風 の中、美禰 子が

出て くるの を、 じっ と外 で待 ってい た。 そ んな三 四郎 に、美 禰子 は 「御這 入 りに なれ ば好

い のに。」と事 も無 げに言 うが、信者 で もな く、ま たキ リス ト教 が どん な もの か分か らない

三 四郎 か らす る と、 「萎 萱 」 の中へ入 る とい うこ とは随分勇 気 のい るこ とで あ る。 同時代

の読者 の中で も、キ リス ト教 に馴 染み の あ る者 は少数 で あ り、三 四郎 と同 じよ うに、美禰

子 が 「萎 萱 」へ通 う女で あ る ことを知 った読者 は、美禰 子 を、 よ り一 層 、謎 に満 ちた近寄

りがたい女性 で あ る と印象づ け られ た と思 われ る。
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では、美禰 子 は、 どこで キ リス ト教 と関わった ので あろ うか。 当時 の女性 がキ リス ト教

を信仰 す るき っかけ となった のは、 キ リス ト教系女 学校へ の入学 で あった ことか ら、女学

校 の可能性 が高 い と思 われ る。

美禰 子 の年 齢 は、与次 郎が三 四郎 に向か って言 う 「君 と同年位 ぢや ない か」(十 二 の五)

か ら、三 四郎 と同 じ二十 三歳 とす る と明治17年(1884)生 まれ とな る。

女 学校 に行 く年齢 を十 四歳前 後 とす る と明治31年(1898)頃 に女学校 に入学 して

い た と考 え られ る。

4.美 禰 子 が卒業 した とおぼ しき女学校

小説 の中に具体 的 な記 述 はないの で、美禰 子 が どこの ミッシ ョン系 女学校 の出身者 で あ

るかは 明かで ない。 いや それ どころか女学校 を卒業 した か ど うか も記 され て はい ない。 し

か し彼 女 が、 「美 くしい奇麗 な発音 」(四 の十 六)で 英語 を話す こと、聖書 をモテ ィー フに

した絵 葉書 を書 くこ とや 、 ヴァイオ リンを弾 くこ とな どか ら、 ミッシ ョン系 女学校 で教育

を受 けた であ ろ う片鱗 が、そ こか しこに伺 え る。

一般 に ミッシ ョン系女 学校 を卒業 した者 は
、英語 が堪能 で あ る とい う認 識 が あ り、『吾輩

は猫 で ある』 で は、苦沙 弥夫人 が苦沙 弥 に向か って 「そ ん なに英 語 が御 好 きな ら、何故耶

く　の

蘇学校 の卒業 生 かなん か をお 貰 ひな さ らなかつ たん で す 」(二)と 言 うの も、 ミッシ ョ

ンス クール の卒業 生 な らば英語 に堪能 だ と考 えて い るか らで ある。

では、美禰 子 が通 っていた女 学校 と して考 え られ るのは どこだ ろ うか。 本郷真 砂 町の 自

宅 か ら通 え る範 囲で(寄 宿舎 とい う選 択肢 も考 え られ るが、こ こで はそれ を省 く)、 明治3

1年(1898)頃 には既 に開校 してい る学校 の 中か ら、い くつ か の候補 を挙 げて み る。

まず 、美禰子 が通 って いた とされ る教 会、 中央会堂 が メ ソジ ス ト派 であ るこ とか ら、メ ソ

ジス ト派 の女学校 とすれ ば、青 山女学 院が考 え られ る。

教 会 の教派 に こだわ らなか った とす れ ば、英語 が好 きで、卒 業後 も英語 を習 ってい る と

い うこ とか ら、英語 教育 に熱心 だ った女子 英 学 塾(の ち の 津 田塾)も 考 え られ る。 な

ロ の

お 、田 山花 袋 の 『蒲 団 』の ヒロ イ ン横 山芳 子 は 、神 戸女 学院 を出た後 、「麹 町の某 女 塾 」

に通 い なが ら小説修 業 をす るが、そ の 「麹 町の某女 塾」 のモデル が女子英 学塾 で ある。

さらに、 ミ ッシ ョンス クール の 中で、特 に注 目されて いた 明治 女学校 も、漱 石 に近 しい
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ロ 　　

女性 で ある野上弥 生子 ・大 塚楠 緒 子 らの出 身 であ るこ とか ら、有力 な候 補 とな ろ う。「男

女交 際」や 「自由結婚」 を説 いた 『女 学雑誌 』の編集 者巌本 善治 が校長 で ある こ ともあ っ

て 、明治女 学校 は当時 の知識人 た ちの耳 目を集 めた。 北村透 谷や 島崎藤村 らの若 き文 学者

た ちが教員 とな り、そ の恋愛至 上主義 的 な雰 囲気 は他 の ミッシ ョンスクール と一線 を画 し

て いた ともい える。 キ リス ト教 の信仰 は生徒 に強要せ ず 、生徒 らが 日曜 日に通 う教会 の選

く　の

択 も自由だった よ う だ 。

もちろん、美禰 子が教 育 を受 けた ミッシ ョン系女 学校 を特定す るこ とはで きない。 しか

し、 ミ ッシ ョンス クール 出身 とお ぼ しき美禰 子 とい うヒロイ ンを、 当時の読者 た ちが、 ど

の よ うなイ メー ジで もって とらえて いたか とい うことを明 らかに してお きた いので あ る。

5.ミ ッ シ ョ ン ス ク ー ル と は

そ もそ も ミ ッシ ョン ・ス クール とは どの よ うな ものだ った のだ ろ うか。

開国 と同時 に 日本 に渡 って きた宣教 師達 は、「日本 人が キ リス ト教 を敵対視 して い る こと

ロ 　　

か ら、学 校 を興 し英語 を教 え るこ とを有益 な伝道 手段 と考 え 」布 教 の一 つ として、 自宅

で英語 を教 えるよ うになった。

そん な宣教 師 の家塾 が発端 とな ったキ リス ト教 主義 の女 学校 と して、明治3年(187

0)東 京築 地 にA六 番女 学校 が、9年(1876)に は フェ リス和英 女 学校 が開校 され る。

そ の後 、青 山女学 院、 立教女学 院、東洋 英和 女学校 、な どキ リス ト教 主義 女学校 は次 々 と

開設 され 、その ほ とん どは米 国プ ロテ ス タ ン ト系 で あった。 カ トリックは 、学校設 立 よ り

も孤児 院 、貧 民施療 所 な どの慈 善活動 に重 き を置 いてい た よ うで、学校教 育 の現場 に携 わ

ロ ら　

る よ うになった のは、 プ ロテ スタ ン ト系 よ りも比較 的後 の こ とにな る 。

カ トリック系 の 「神 父た ちは、 当時プ ロテス タ ン トが国内至 るところ に設 けっっ あ った

よ うな大 きな学校 を設 立す る とい うよ うな こと」は考 えてお らず、「最初 まず 孤児 院、病院 、

ロ 　　

養老 院、貧 民施療所 か ら」活動 を始 めたの で あ る 。

この こ とか ら、三 四郎 が美禰子 に 「加 徒力 の連想 」(八 の五)を 感 じるものの、美禰 子 が

カ ソ リック系の女 学校 の出身 であ る とい う可 能性 は極 めて低 い ことが伺 える。 仮 に三四郎

の 「加 徒力 の連想 」が あた っていた とす るな らば、美禰 子 は、女 学校 以外 の場 所で 、カ ソ

リックの信仰 に触 れ る機 会が あった とい うことにな ろ う。
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6.ミ ッシ ョン 系 女 学 生 ま た は 女 学 生(あ が り)へ の風 当 た り

明治政府 の欧化 政策 に沿 って、西洋 の文化 を学 ぶ こ とが 出来 る ミッシ ョンス クール は人

気 を博 す る。「欧化」が 「エ キゾチ ックな貴族 的雰 囲気 として受 け と られ る傾 向に あった か

ロ わ

ら欧米 の雰 囲気 をそ のまま に伝 え るキ リス ト教主義 女学校 は人気 を集 め た 。」

それ は、宣教 師た ちか ら英語 を習 い、西洋 風 のマナーや 習慣 を身 につ け、オル ガ ンや ピ

アノ、 ヴァイオ リンな どの西洋 楽器 を習得す るハイ カ ラ文化 の発信 源 ともなった。

『三 四郎 』の連載 よ り1年 前 に あた る明治40年(1907)9月 雑誌 『新 小説 』 に発

表 され た 田 山花袋 『蒲 団』 は、明治40年 代 の女学 生 を描 いて い る。 ヒロイ ン芳子 は、基

督教信 者 であ る両親 の元 に育 ち、神 戸女学 院 に入 学 し、そ こで ミッシ ョンス クール 式 の 「ハ

イ カ ラな女 学校生活 」 を送 った後、上京 して くる。 そん な芳 子 は

学校 に附属 した教会 、其処 で祈祷 の尊 い こ と、 ク リスマ スの晩 の面 白い こと、理想 を

養 ふ といふ ことの味 をも知 つて 、人間 の卑 しい こ とを隠 して美 しい こ とを標 榜す る と

いふ群 の仲 間 となつ た。

(中 略)

美 しい こ と、理 想 を養 ふ こと、虚 栄心 の高い こと一一 か ういふ傾 向 をいっ とな しに受

くユ　　

けて 、芳 子 は明治 の女学生 の長所 と短所 とを遺 憾な く備 へ て居 た 。

と書 かれ てお り、キ リス ト教 の信 仰 その もの よ りも、む しろ教会や 祈祷 、 ク リスマ ス とい

った ものが持 つ美 的 な雰 囲気 を感 受 してい た こ とが分か る。 こ こで 「明治 の女 学生 の長 所

と短所 」 と して挙 げ られ る 「美 しい こと」「理想 を養ふ こ と」、「虚栄 心 の高い こ と」は、当

時 の ミ ッシ ョンス クール 出の女 学生 のイ メー ジ を端 的 に言 い表 した ものだ とい えるだ ろ う。

明治10年 代 に発 展 した ミッシ ョンス クール だ が、20年 代 に入 り、政府 の流れ が欧化

主義 か ら国家主義 に変 わ る と、 ミッシ ョンス クール を取 り巻 く状 況 は一転 し、批判 に曝 さ

れ る よ うにな る。

明治23年(1890)に 教 育勅語 が発布 され るが、翌 明治24年(1891)内 村鑑

三 の不 敬事件 によ り、 キ リス ト教信者 は天皇 を拝 まない 「非 国民 」 であ る とい うイ メー ジ

がメデ ィアに よって作 られ る。明治32年(1899)に は、「高等女 学校令 訓令 十 二号」
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が 出 され た。

一般 ノ教育 ヲシテ宗教 ノ外 二特 立セ シムルハ 学政上最 モ必 要 トス
。依 テ公 立学校及

学科 課程 二 関シ法 令 ノ規 定 アル 学校 二 於 テハ 課程 外 タル トモ宗 教 上 ノ教 育 ヲ施 シ又

ハ宗教 上 ノ儀 式 ヲ行 ハ シムル ヘ カ ラス

この 「高等 女学校 令 訓令十 二号 」に よって 、宗 教教育 や宗教儀 式 を行 う学校 は高等女

学校 の認 可 を得 られず 、各種 学校扱 い になって しま う。国 の定 める高等女 学校 とな るには、

宗教 の授業や ミサな どを行 うことは止 めな けれ ばな らな かった。 これ は、 ミッシ ョンス ク

ール を教育 の場 か ら事実 上 閉め出そ うとす る動 きで あった
。

さらに、 ミ ッシ ョンス クール への批判 のまな ざしは、 そ こへ通 う女 学生た ちに も向 け ら

れ た。 「新 聞、雑誌 には 、ミッシ ョン ・ス クー ル では男女交 際 を奨励 して生徒 の間 に花 柳病

が蔓延 してい る とか、教 会の 中で男女 が手 を握 り合 って い るな どの記事 が盛 んに書 きたて

ロ 　ラ

られ た 」の であ る。

明治22年(1889)6.月19日 に、千 葉の 『東 海新報 』 が 「w独 り高等女学校 のみ

な らんや」 と題 す る記事 を書 き、そ の内容 は 「神聖 なる耶蘇 教会 堂 を以て私 通野合 の密 会

所 となせ り」「本郷 の済世 学舎 の女生徒 は重 に其男生 徒 と通 じ懐妊 して帰国 した る者 少か ら

ず」「耶蘇基督 を信 ず る よ りは寧 そ情夫 情婦 に会合せ ん為 め佳 人 才子 を得 ん為 に参集 す る人

多 きを見 るな るべ し」 とい った捏造記 事で あ った。 ところが 、その記事 を大阪 の 『東雲新

聞』や名 古屋 の 『金城新 報』 が全文転 載 したた めに、騒 ぎは全 国的 に広 が って しまった。

桜井女 学校 ・明治女 学校 ・東 洋英 和女学校 校長 が連名 で 『東海 新報 』を告訴 し、『東海新 報』

は後 日訂正 文 を出 した が、 この捏 造記 事 は、サ ンフ ランシス コ在住 の 日本 人 間で発行 して

く　 　　

い る 『十 九世紀』 とい う小新 聞に まで転載 されて い るこ とが判 明 し た 。

この よ うに噂 が噂 を呼び起 こす よ うな形 で、 ミッシ ョン ・スクール の女学 生達 は、マ ス

メデ ィア か ら攻撃 を受 けたの であ る。

7.「 生 意 気 」 な 女 学 生

世 の 中の流 れ が、欧化 主義 か ら国粋 主義へ と転換 した 明治20年 代 、女子 の高等教 育 は
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無用 の もの とす る風潮 が出来 るにつれ て、女 学生 に対す る非難 が高 まって くる。「西洋 かぶ

れ」 の女学 生た ちは 「生 意気」 「お転 婆」 と椰楡 され る よ うにな って くる。 「この二つ の言

く　の

葉 は、 明治 時代 の女学 生 を形 容す るの に最 も多 く使用 され る」 言葉 で あ る 。 そん な 中、

明治23年(1890)『 女 学雑誌 』第241号 の 中で、中島 とし子 が 「生意気論 」 とい う

反論 を書 いてい る。 とし子 は、以下 の よ うな態度 が世間 には 「生意 気 」 と映 るのか と問い

かけてい る。

・(縁 日店の猿 が果実 に対 して のよ うに)お 辞儀 をせ ざる

・無造 作 な束 髪

・人 の物 問 うとき答 の濁 らざる

・疑 は しき事 あれ ば 問ふ に躊躇せ ざる

・会合 等 に無 遠慮 に 出掛 る

・友人 同志 の相訪 問す る屡々 な る

・漢語 英語 交 りに談話す る

・女権 拡 張説 を唱ふ

・上 につ いて文 を綴 る

そ して 、 このよ うな態 度が 「生意気 」 と うっ るのは、世 間 が女 学生 を最初 か ら 「生 意気

な りと為 る眼」 を以て 見 るか ら 「生意気 」 に見 えるだ けであ る と論 じてい る。

最 後 の2つ 「女 権拡 張説 を唱ふ」 「上 につい て文 を綴 る」 とい うことは、『三四郎』 の美

禰子 に はないが 、美禰 子 の行動 も、女 学生(お よび 女学生 あ が り)は 、生意気 で ある とい

う目を もってすれ ば、世 間か ら 「生意気 」 だ とい う非難 を浴 び かね ない行 動 であ る。

事実 、 目上 の者 であ る広 田先生 を菊人 形 に誘 う時 も 「ぢや先 生 も入 らっ しや い」 と軽 口を

叩き、画家 の原 田に対 して も

原 口さんは洋行す る時 には大変 な気込 で、 わ ざ/＼ 鰹節 を買 ひ込ん で、是 で 巴理 の

く　 　　

下宿 に籠城 す るなん て大威 張だつ たが、 巴理へ 着 くや否 や 、忽 ち豹 変 した さ うです ね

(七 の五)

とか らか うこ とは、 「生意気 」だ と捉 える こ とも出来 る。 与次 郎 と話 す時 で も
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言 葉 に少 しも淀 が ない。 しか も緩 く り落 付い てゐ る。殆 ん ど与次 郎の顔 を見 ない位 で

く　 ヨ　

あ る。 三 四郎 は 敬 服 し た 。(四 の 十 五)

とそ の言葉 の淀 み の無 さ、堂 々た る応 対ぶ りに、三 四郎 も舌 を巻 い てい るが、美禰 子 は、

相手 が年長者 や男性 で あ ろ うとも、 はにか まず、 は っき りと物 を言 い、語 尾 を濁 らせ るよ

うな こ とは しない。

「まだ御移 りにな らないん で御 座 います か」女 の言葉 は明確 して ゐ る。 普通 の様 に後 を

く　　　

濁 さな い 。(四 の十)

三 四郎 と二人 で話 す とき は、積 極 的 に会話 のイ ニ シアチブ を と り、「迷 子 の英 訳 を知 つて

ス トレ イ シ　プ

入 ら しつ て 」 と 「迷 へ る 子 」(五 の 十)と い う言 葉 を 教 え る。

ス トレ イ シ　 プ

迷 へ る 子 といふ 言葉 は解 つ た様 で もあ る。又解 らない様 で もあ る。解 る解 らない

は此 の言 葉 の意味 よ りも、寧 ろ此 言葉 を使 つ た女の意 味 であ る。 三 四郎 はい たづ らに

女 の顔 を眺 めて黙つ て ゐた。

く　 ら　

「私 そん なに生意気 に見 えます か 」(五 の十)

これ は三 四郎 が気 の利 いた言葉 を とっ さに言 えな くて沈 黙 して しまった こ とを、美禰 子

は三 四郎 が気 を悪 く したので はない か と思 って 「私 そん なに生意気 に見 えます か」 と聞い

て い るのであ る。 この 「生意気 」とい う言葉 は、帝 国大学学 生で あ る男性 に 「迷子 の英訳 」

を教 える とい う行 為 自体 を差す もの で もあ る し、この前 に、野 々宮 と空 中飛行機 の話 を丁 々

発止 と戦 わせ た行 為 を思 い 出 しての こ ともあ るだ ろ う。

「生意気 」 とい う言葉 は、女 学生達 への批 判が強 ま った明治30年 代後 半 か ら新 聞、雑

誌 で、女学 生ま たは女学 生 あが りを形容 す る言葉 と して広 が ってい った。

殊 に、 ミッシ ョンス クール の卒 業生 とお ぼ しき美禰 子 は、「女学 生」 と 「ミッシ ョンス ク

ール 」 とい う二重 の意 味で
、 当時の人 々か ら 「生意気 」 と批 判 され かねない女性 として描

かれ てい るので あ る。
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8.聖 書 の言 葉 をつぶや く女

チャ　チ

「会 堂 」 か ら出て きた美禰 子 に、 三 四郎 は三 十 円 を返 し、 「結婚 な さる さ うです ね」 と

言 う。 美禰子 は 「聞 き取 れな い位 な声 」で 聖書 の言 葉 をつぶや く。

く　　ラ

「われ は我 が慾 を知 る。我 が罪 は常 に我 が前 に あ り 」(十 二の七)

こ こで 美 禰 子 が語 る 「罪 」 とは 何 を 指 す の か 。三 四 郎 を誘 惑 して しま っ た こ とへ の 「罪 」

の意 識 な の か 、 愛 の な い 結 婚 を選 ん だ こ とが 「罪 」 な の か 、 さま ざ ま な解 釈 の 可 能 性 を残

した ま ま 二人 は別 れ る。

漱 石 が 、明 治40(1907)年41(1908)年 頃 に 書 い た と思 わ れ る 断 片 「Woman

/art」 に は 、 次 の よ うな言 葉 が書 か れ て い る。

xHermotive;purelyegoisticlove,nosenseofjustice.professesherselfadevout

Christian.sayseverythingisGod'swill,andhalfbelievesit.mixesupherwill

andGod'swill.(27>

この断片 か ら考 える と、美禰 子がつ ぶや く聖書 の言葉 には、 その言葉 の意 味 よ りも、聖

書 の言 葉 をつぶや く とい う行為 その もの に意 味が あ る。聖 書 の中の言葉 を意 味あ りげにつ

ぶや くこ とは、 それ まで繰 り返 され てきた思 わせぶ りな発 言や行動 と同 じで 、美禰 子 に と

って無 意識 に 出て しま う 「art」 なの であ る。

美禰 子 を描 くきっか け となった女性 平塚 らいて うは、禅 寺 に通 う女性 で あ り、新 聞 にも

く　 　　

らいて うの こ とは 「禅 学令 嬢」とあ る 。座禅 を し、見性 を与 え られ た女性 であ るこ とは 、

森 田草平 か らも聞いて いた はず だ。

では、 なぜ 、漱 石 は美禰 子 を 「会 堂」 に通 う女性 と したの か。

漱石 は 自身 が禅 に傾 倒 して い るた め、 あえて禅 をす る ヒロイ ンと しなか った とも考 え ら

れ る。 漱石 自身 が、振 る舞い に納 得 のいか ない女性 を描 くた めには 、禅 で はない宗教 、寧

ろ最 も東洋 的 な ものか ら離れ たキ リス ト教 を信 仰 してい る こ とに したので はないか。 言い

換 えれ ば、漱 石 は、美禰 子の生 き方 を肯定 してい ないた め、 ク リスチ ャ ン とす るこ とで、
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自身 に 納 得 が い か な い 女 性 を描 く こ とが で き た と もい え る。 そ れ も 、真 性 の ク リス チ ャ ン

で は な く、 「professesherselfadevoutChristian.」 で あ る な ら、 な お さ らで あ ろ う。

以 上 、 第 一 章 か ら第 四 章 に か け て は 、 明 治40年 代 の 「東 京 帝 国 大 学 」 や 、 そ れ を 中心

と した 若 者 た ち(三 四郎 、与 次 郎 、よ し子 、美 禰 子)に っ い て 考 察 した が 、第 五 章 か らは 、

『三 四 郎 』 に 描 か れ た 風 俗 描 写 と、 風 俗 描 写 に 込 め られ た漱 石 の 文 芸 感 に つ い て 検 証 した

い 。
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第五 章 演劇 か ら見 る明治 一一 『三 四郎』 の中の 「演 芸会 」一一

1.「 文 芸 協 会 」 の 「演 芸 会 」 とは

『三 四郎』 の中で、文 芸協会 の演芸 会 の名 前 が出 るのは、 明治41年(1908)11

月10日 『東 京朝 日新 聞』掲載 の、野 々宮 よ し子 が兄宗助 に 向かっ て言 う

くの

「美禰 子 さんがね 、兄 さんに文芸 協会 の演芸会 に連れ て行つ て頂戴 つ て 」

(九 の七)

か らで ある。 そ の後、与 次郎 が演芸会 の切符 を売 り回 ってい る様 子(十 一 の一)や 、三 四

郎 が広 田先 生 を演 芸会 に誘 うところ(十 二 の一)な どで 、文芸協 会 の演 芸会 の名 は度 々 と

りあげ られ る。

この文 芸協会 の演芸会 とは、『三 四郎』掲載 の約一年 前 であ る明治40年(1907)1

1.月22日 か ら25日 にか けて、東京本 郷座 にお いて上演 され た文芸協会 の第 二回公 演 の

こ とを指 してい る。

明治41年12月1日 掲載(十 二 の二)と12.月2日 掲載(十 二 の三)の 二回 は、それ

ぞれ 、本郷座 で の公 演 の演 目であ る 「大極殿 」 と 「ハム レッ ト」 につ いて詳 しく描 写 され

てい る。

『三 四郎 』 に描 かれ る文芸協会 の演 芸会 とは実 際 どの よ うな もの だった ので あろ うか。

そ の前 に、母 体 であ る文 芸協会 につ いて簡単 に説 明す る。

演劇 改 良運 動 の さなか、 明治23年(1980)頃 、坪 内迫遙(1859～1935)

は、早稲 田専 門学校(早 稲 田大 学の前 身)の 学生達 を中心 に、脚本 の朗読 指導 を始 め る。

迫遙 に師事 した 土肥春曙 、水 口薇 陽 、東 儀鉄笛 らを 中心 に、脚本 朗読法 の研究 会が続 け ら

れ 、その研 究会 は、明治38年(1905)「 易 風会 」 とな る。新 しい演劇 運動 を とはや る

「易風 会」 の 同人 達 を迫 遙 はなだ めていた が、 島村 抱 月が帰朝す る と、翌 明治39年(1

906)、 「易風会 」は解 消 され 、「文芸協 会」が設 立 され る。そ の設 立 は、適 遙の 自重 論 を

押 し切 る形 で あったが 、同年11.月 東京 歌舞伎 座 にて文芸 協会第 一 回公演 が開催 され る。

内容 は適遙訳 「ベ ニス の商人」、迫 遙作 「桐一葉 」、迫遙作 ・東儀鉄 笛作 曲歌劇 「常 闇」で
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あ っ た 。

2.文 芸協会 第 二回公演

明治40年(1907)11月22日 か ら25日 にか けて、東京 本郷座 におい て、文芸

協会 の第 二回公演 が行 われた。 これ が、『三四郎』で描 かれ てい る 「文 芸協会 の演芸 会」で

ある。

公 演 の内容 は、杉谷代 水作 「大極殿 」三場 、坪 内迫遙訳 「ハ ム レ ッ ト」五幕 八場 、坪 内

迫遙作 「新 曲浦 島」前 曲 と第 四段、 の三演 目で あった。

齢7__儀
㌔ 響

● ◎ ■ ●o ● ● 司● ・

文芸協会第二回公演の様子 (早稲 田大学演劇博物館所蔵)

プ ロ グ ラ ム 、 配 役 は 次 の 通 りで あ る。

◆ 「大極殿」

第一段 法隆寺門前の場

第二段 同本堂の場

第三段 猿沢池畔の場

配役一一 一坂 の大 江(久 保 田金偲)
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蘇我 の大臣入鹿(東 儀 鉄笛)

中臣 の連鎌 子(水 口薇 陽)

日向 の身狭(松 湖)

坂 の大江 の舎人 隼人(佐 々素影)

入鹿 の力 士錦織 の赤猪(広 田虚 舟)

石川 麿 の娘 桜井 姫(梅 子)

侍 女か ほ鳥(旭 水)

(田 中栄三 『明治 大正新劇 史資料 』1964年12.月 演 芸 出版 社p.81よ り)

◆ 「ハ ム レッ ト」

第一幕 第一場 丁抹 国王城露 台

第 二場 同 露台 の他 の一 部(同

第二幕 第一場 城 内の一室

第 二場 同

第三場 同

第三幕 王妃 の居 間

第 四幕 城 内の一室

大詰 復 讐 の場

(原 作第一 幕第 四場)

第 五場)

(第 三幕第 一場)

(同 第 二場)

(同 第 三場)

(同 第 四場)

(第 四幕第 五場)

(大 詰)

配 役 一 一 一 丁 抹 国 王 ク ロー デ ィ ア ス(大 鳥 居 古 城)、

王 子 ハ ム レ ッ ト(土 肥 春 曙)、

先 王 の 亡 霊(広 田虚 舟)、

侍 従 長 ポ ロニ ヤ ス(東 儀 鉄 笛)、

ハ ム レ ッ トの親 友 ホ レー シ ョ(水 口松 湖)、

ポ ロニ ヤ ス の一 子 レヤ ル チ ー ズ(佐 々 素 影)、

劇 中 の 王(久 保 田金 遷)、

同悪 漢(佐 々素 影)、

王 妃 ガ ア ツ ル ー ド(水 口薔 陽)、

ポ ロニ ヤ ス の娘 ヲ フ ィ リヤ(伊 藤 梅 子)

(河 竹 登 志 夫 『日本 のハ ム レ ッ ト』1972年10月31日 南 窓 社P.274よ り)
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◆ 「新 曲浦 島」

前 曲

第 四段

役割一一 一 浦島 太 郎(久 保 田金倦)

少 女後 に 乙姫(久 保 田蕩支)

杵屋 六左衛 門、杵屋勘 五郎作 曲。

藤 間勘右衛 門振付 。

唄 芳村伊 十郎 、 岡安 喜代 八。

三 味線 杵屋 六左 衛 門、杵屋 勘五郎。

唯 子 望月太左 衛 門連 中。

(田 中栄三 『明治 大正新劇 史資料 』1964年12.月 演 芸 出版 社p.82よ り)

この文芸 協会 の第二 回公 演 の構 成 につい て、河竹 繁俊氏 が 、「後 の新劇 の祖 をな した 「ハ

ム レッ ト」と、雅 劇 と浦 島 とい う改 善 され た伝統 芸能 とが混清 され ていた。この態 度 は和 ・

漢 ・洋 を打 って一丸 とした 明治初年 の文化 を代表 す る迫 遙 の志 向 を反 映 した もの であ った」

く　　

こ とを述べ てい る 。

新 しい演劇 運動 を興 そ うと考 えた結果 、「和 ・漢 ・洋 を打 って一丸 と」す る。それ こそが、

東洋 的 な もの と西洋 的 な もの が対立 しなが らも混 ざ り合 ってい た、 明治 とい う時代性 を現

してい る ともい え よ う。

「大極殿 」 につ いて 、『三 四郎』 で は、次 の よ うに描 かれ てい る。

舞 台で は も う始 まつて ゐ る。出て来 る人物 が、みん な冠 を被 つて 、沓 を穿いて居 た。

そ こへ長 い輿 を担 いで来 た。 それ を舞台 の真 中で留 めた ものが ある。 輿 を卸す と、 中

か ら又 一人 あ らはれ た。其男 が刀 を抜 いて 、輿 を突 き返 した の と斬合 を始 めた。一一 一

三 四郎 に は何 の事 か丸で分 らない。 尤 も与次郎 か ら梗概 を聞いた事 は ある。 けれ ども

好加 減 に聞 いて ゐた。 見れ ば分 るだ ら うと考へ て、 うん成程 と云つ て ゐた。所 が見れ

ば毫 も其意 を得 ない。 三 四郎 の記 憶 にはたS入 鹿 の大 臣 といふ名前 が残つ て ゐる。 三

四郎 は どれ が入鹿 だ らうか と考へ た。 それ は到底 見込 が付 かない。 そ こで舞台全 体 を
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の ラ

入鹿 の積 で 眺めて ゐ た 。(十 二 の二)

舞 台 には 「長 い輿」 が登場 し、輿 を留 めた人物 と輿の 中か ら出て きた人物 が 「斬合 を始

め」 る。台詞 の 中に は 「入鹿 の大 臣 といふ名 前」 が 出て くるこ とか ら、 これ は 「大 極殿」

く　　

の第 一段 の 「法 隆寺 門前 の場」 と思 われ る 。

ところが、三 四郎 には、この 「大極殿 」の内容 が さっぱ り分 か らな い。 「与次郎 か ら梗概

を聞いた事 は ある」 ので、劇 の内容 が、大化 の改新 を扱 った もので ある とい うこ とは前 も

って分 か ってい たはず であ る。詳 細 は 「見れ ば分 るだ ら う」 と思 っ ていた のだが、劇 を見

て も 「毫 も其意 を得 ない」 のであ る。 その上 、登場 す る役 の 中で 「どれ が入鹿 」 なのか も

「見込 が付 か ない」。

三 四郎 は、内容 が分 か らない なが らも、舞台 を見続 ける。第二段 「同本 堂 の場 」、第三段

「猿 沢池畔 の場」 と続 けて見 た こ とにな る。

す る と、

くら　

冠 で も、沓で も、筒袖 の衣服 で も、使 ふ言葉 で も、何 とな く入鹿 臭 くなっ て来 た 。

(十 二の二)

登場 人物 た ちの衣 装や 言葉全 てが 、「入鹿 臭 く」なって しま う。これ で は、俳優 た ちの役

が ごち ゃ混ぜ になって い る状態 で あ り、誰 が誰の役 なの か全 く区別 が付 いて いない ことに

なる。
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三 四郎 は た ゴ入鹿 ぢみ た心持 を持 っ てゐ る丈 で ある。 芝居 を見 るに は夫 で沢 山だ と

考へ て、唐 めいた装 束や背 景 を眺めて ゐた。然 し筋 は ちっ とも解 らな かっ た。其 うち

く　　

幕 に な っ た 。(十 二 の 二)

蘇我入鹿役の東儀鉄笛

蘇我入鹿 はこの よ うな衣装であったこ とが分かる。

(早稲田大学演劇博物館所蔵)

ここで 「大極殿 」 は幕 を閉 じるの だが、見 てい た三 四郎 には最 後 まで 「筋 は ちつ とも解

らなかつ た」の であ る。

実 際 に文 芸協会 の演芸 会 を観 た者 の多数 は、三 四郎 と同 じよ うに、「大極殿 」は 「何 の事

か丸 で分 らな」 かった のだ ろ うか。

当時 の劇評 を見 る と、『読 売新 聞』 で岩 野泡 鳴が次 の よ うな感 想 を述べ てい る。

「文 界私議 」

一番 目の 『大極殿 』 は
、今 回 出 した だ けで見 れ ば、そ の組織 に於 て、一 大欠 点が あ

る。 それ は、出役者 が入れ代 り、立 ち代 り出て来て 、た ゴ思 ひ/＼ の独 白を聴 かせ る

様 な感 じを与 へ る ことだ。 そ の独 白が た ∫劇 の筋 を行 る唯一 の手段 になつ て居 るか の

くの

傾 向が見 える。 最 も拙 な行 き方 であ る 。

そ こで は、 「出役者 が入れ代 り、立 ち代 り出て」来 る とあるので 、三 四郎 が、 「どれ が入

鹿 」 な のか 「見込 が付 かな」 かった の も無理 は なかった ので あろ う。

さらに、役 者達 の 「独 白が た5劇 の筋 を行 る唯一 の手段 」 とあっ ては、誰 が何 を演 じて

い るのか理解 で きな けれ ば、 その 内容 をつ かむ こ とは容易 で はなか った と思われ る。

62



『萬朝 報』 で は、松井松 葉が

「文芸 協会 の試 演」

『大極殿 』で は梢 失望 した 、之れ は 「作者 が専 ら台詞 の上 に新様 式 を試 み た る もの」

だ と云ふ が脚本 の面 では台詞 が た ゴ雅言 ぶ りに出来て ると云ふ だ けで音韻語 律 に特別

の扱 ひ が有 る訳 で も無 い か ら之 を台詞 の上に浮 げて新様 の響 き を発せ しめん とす るは

く　　

無 理で も有 るまいが適 当な手 段で はな い 。

と述 べてお り、 台詞 が雅 語だ とい うほか は、それ ほ ど 目新 しさはな かった よ うで あ る。

『帝 国文学』 で も、

古代 の服 装や 言葉 を再現 し来 るて、吾人 を千幾年 前 のなつ か しい世 に導 か うとす るの

く　　

が此種 の劇 の 目的 とすれ ば、今度 の演劇 は 明 らか に失敗 してゐ る 。

さて 出演 者 中の第一 の 出来 はいふ まで もな く鉄笛 の入鹿 であ る。態度 に充 分 の落 ちつ

きが あ り、言葉 に どつ さ りと重 味が あつ て、入鹿 大 臣の人格 が遺憾 な くあ らはれ た と

いつ て よい。(中 略)唯 この人 の 出 るのは 、ほ んの第 二場 目で、本 堂 の 中か ら、身狭

をお ど しつ け る所 だ けで あつた ため に、その真 技量 を遺 憾 な く発揮 す る ことが 出来 な

かつ たの は、本 人 に取つ て も頗 る不利 の位 置 に立つ た といふ べ く、見物 人 に取 つて も

ロ 　　

亦甚 だ残 念 な こ とであっ た 。

とあ り、蘇我 入鹿役 の東儀 鉄笛 の 出来 が よかった ものの 、そ の鉄笛 の出 る場 面が少 なか っ

た ため に、全 体 の出来 と して は、 あま りよ くなか った よ うで ある。

3.文 芸 協 会 の ハ ム レ ッ ト

三 つ の演 目の 中で話題 にな った のは、上演 時間 の長 さか らい って も、観 衆 の期待 か らい
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っ て も、 や は り 「ハ ム レ ッ ト」 で あ っ た 。 そ れ ま で 日本 で 上 演 され た 「ハ ム レ ッ ト」 は 、

時 代 を 日本 に 移 し、名 前 も 日本 風 に変 えた 翻 案 劇 で あ っ た の に対 して 、 こ の演 芸 会 第 二 回

公 演 の 「ハ ム レ ッ ト」 は 、 日本 で 初 め て の 「ハ ム レ ッ ト」 の 翻 訳 劇 で あ っ た 。 そ れ は 、 今

ロ の

まで上演 され て き た 翻案劇 の 「ハ ム レ ッ ト」 と違 い、河 竹登 志夫 氏 曰 く 「は じめてハ ム

くユ 　　

レ ッ トを 「ハ ム レ ッ ト」 と呼 び 、 オ フ ィ リア を 「オ フ ィ リア 」 と呼 ん だ歴 史 的 」 な 出来

事 で あ っ た。

で は 、 漱 石 は 、 こ の本 郷 座 で の 演 芸 会 を実 際 に観 た の で あ ろ うか 。

明 治40年(1907)11月18日 付 高 浜 虚 子 宛 ハ ガ キ に

私 は廿二 日入場 の文芸協 会 の演 芸会 の特等 の招 待券 をも らひ ま した。(壱 円五十銭)

あ なたは も らひ ませ んか。 も し行 くな ら一所 に行 きませ う。 一人 な らそ んな に行 き度

くユヨ　

もな い

と書 い て い るの で 、 文 芸 協 会 か ら、11月22日 の招 待 券 は貰 っ て い た よ うだ 。 と こ ろ

ロ 　　

が高浜 虚子 に は招待 券 が届い てい なかった よ う で 、漱石 は 「一人 な らそ んな に行 き度 も

ない」 とこぼ してい なが らも、22日 の公演 を観 に行 ったの では ないか と推測 で き る。

荒 正人 氏は 『増 補改訂 漱石研 究年 表』 の 中で

『大 極 殿 』(三 場)・ 『ハ ム レ ッ ト』(五 幕 八 場)・ 『新 曲浦島 』(一 幕)が 公 演 され る。

ロ ら　

どれ を見た か不 明であ るが、『ハ ム レッ ト』 は見た らしい。(『三 四郎』 か らの推 定)

と 『三 四郎』 で の 「ハ ム レ ッ ト」の詳 しい記 述か ら、 この公 演 を観 たであ ろ うと推 定 して

い るが、証拠 づ け る資料 はい まの とこ ろ見っ か っていな い。 ただ、『三 四郎 』で は、 「ハ ム

レッ ト」 だ けで はな く、先 ほ どあ げた 「大極殿 」 の描 写 も詳 細 に描 かれ てい るので 、漱 石

は 「ハ ム レッ ト」 だ けでは な く 「大極殿 」 も観 た ので はない か と思 われ る。

さらに 『三 四郎 』で は 「ハ ム レッ ト」 を次の よ うに詳 しく描 写 してい る。

其 うち幕 が 開いて 、ハ ム レツ トが始つ た。三 四郎 は広 田先生 の うちで西洋 の何 とかい

ふ名優 の扮 したハ ム レツ トの写真 を見 た事が あ る。今 三 四郎 の眼 の前 にあ らはれ たハ

ム レツ トは、是 と略 同様 の服 装 を して ゐ る。服 装ば か りではない。顔 迄似 て ゐる。 両
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ロ 　　

方 共八 の字 を寄せ てゐ る 。 (十 二の三)

仁 木 久 恵 氏 は 、「写 真 を 見 る と土 肥 の扮 す るハ ム レ ッ トの衣 装 は 、有 名 な ハ ム レ ッ ト役 者

と呼 ば れ たヘ ン リー ・ア ー ヴ ィ ン グ(HenryIrving)の 衣 装 に似 て い る。 黒 い 衣 装 、 首 に

くユリ

ぶ らさげた首飾 り、そ して腰 のバ ン ド風 のや や 幅広 の鎖 まで その ままで あ る 。」 と述 べ

て い る。

r

噛、

S、,

ご露 漣
轟 〆'妙

`

ヘ ン リ ー ・ア ー ヴ ィ ン グ の ハ ム レ ッ ト と エ レ ン ・テ リ ー の オ フ ィ ー リ ア

(AustenPrefeton,ThelifeofHenrylrving.Vol.1.longmans.Green,1908.)

確 か に 『歌舞伎 』92号 に掲 載 され てい る文芸協 会 のハ ム レッ トの写真 を見 る と、 白い

襟 に、黒 いマ ン トの よ うな衣装 、腰 に飾 られ た鎖 な ど、衣装 は西洋 の俳優 の もの と遜 色 な

い よ うな出で立 ちで ある。
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」

「大極殿」の猿 沢池畔及び 「ハム レッ ト」の露台の場

(『歌舞伎』92号1907年12月 歌舞伎発行所)

ロ　　
公演 に使 われ た台本 の土台 とな ったの は、坪 内適遙 が翻 訳 し、明治40年(1907)

6月 か ら10月 の 『早稲 田文学 』十 九号か ら二十三 号で連載 した 『ハ ム レ ッ ト』で あ る。

そ の 「ハ ム レッ ト」劇 の台詞 につ いて、『三 四郎』 では次 の よ うに書かれ てい る。

其 の代 り台詞 は 日本 語 で ある。西 洋語 を 日本 語 に訳 した 日本 語 で あ る。 口調 に は抑

揚 があ る。節 奏 もあ る。あ る所 は能 弁過 ぎ る と思 はれ る位 流 暢 に出 る。文 章 も立派 であ

く　の

る。 そ れ で ゐ て 、 気 が 乗 らな い 。(十 二 の三)

「抑 揚 が あ る 」 口調 、 「流 暢 」 な 台 詞 廻 しは 、 坪 内1F」`遙の 朗 読 指 導 の た ま も の とい っ て

よい だ ろ う。 迫 遙 が 翻 訳 した 「文 章 も立 派 」 で あ る。

と こ ろ が 、 「そ れ で ゐ て 、 気 が乗 らな い 。」 の で あ る。

三 四郎 はハ ム レツ トが も う少 し日本 人 じみた事 を云つ て呉れyば 好 い と思 つた。御 母

さん 、それ ぢや御 父 さん に済 まない ぢや あ りませ ん か と云ひ さ うな所 で 、急 にアポ ロ

杯 引合 に 出 して、呑気 に遣 つて仕舞 ふ。 それ でゐて顔付 は親 子 とも泣 き出 しさ うで あ
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る。然 し三 四郎 は此矛 盾 をた ゴ朧 気 に感 じた のみで あ る。決 して詰 らない と思 ひ切 る

く　　　

程 の勇気 は出なかっ た 。(十 二 の三)

三 四郎 には 「詰 らない と思 ひ切 る程 の勇気 」 は無 く とも、語 り手 に は、 「詰 ま らない」

と言い切 れ る ものが あ った よ うで あ る。 この語 り手 の意 見 は、その まま作者漱 石 の意 見 と

考 えて も良 いだ ろ う。

この場 面 に当た る台詞 は、迫遙訳 『ハ ム レツ ト』 の第 三幕 第 四場 で ある。

公 「これ ごらんぜ よ、 此絵 姿 と此 肖像 、血 を分つ た る兄弟 なが ら御 覧ぜ よ、 此君 の

ちぢれがみ たかびたい マ 　 ズハイ ピリオン

お ん顔 ばせ の気 高 さ、立 派 さ。 太 陽神 の 縮 髪 ヂ ョー ヴの神 の 高 額 、軍神 に似 た る

おんまなざし おのの つかいがみ ひい

御 眼光 には三軍 戦 き服す べ く、端然 た る立 姿 は、彼 の 使 神 マ アキユ リーが雲 に沖 る

たかみね お りた お んふ ぜ い

高 峯 に降立たす らん御風 情。 あつ ばれ 人 間の鑑 ぞ と人 百万の神 々の極 め を附 け させ

おんつれあひ

た ま ひ つ る 、 これ こそ 前 の 御 夫 。(21)

『三 四郎』 の中で は 「ア ポ ロ杯 引合 に 出 して」 とあるが、迫遙 の翻訳 で は 「ア ポ ロ」で

はな く 「太 陽神(ハ イ ピ リオ ン)」 となってい る。私 が見 た限 り、迫 遙訳 以外 の 「ハ ム レッ

ト」 の翻訳 で は、 この場 面 は 「ハイ ピ リオ ン」で はな く 「ア ポ ロ」 とな ってお り、漱 石 が

この文 芸協会 第 二回演芸 大会 の 「ハ ム レッ ト」を観 た とす るな らば、『三 四郎 』の 中でなぜ

迫遙 の訳 であ る 「ハイ ピ リオ ン」 とせ ず、従 来通 りの 「アポ ロ」 と したの か。漱 石 の記憶

違 いな のか、理 由が あって従来 の訳 の 「ア ポ ロ」 と した のか は分 か らない。

引き続 いて、『三 四郎 』本 文で は、原作 の第 三幕 第一場 にあた る場 面が描 かれ てい る。

従っ て、 ハ ム レツ トに飽 きた時 は 、美 禰 子 の方 を見て ゐた。 美禰 子 が人 の影 に隠

れ て見 えな くな る時 は、ハ ム レツ トを見て ゐた。

ハ ム レツ トが オフ ェ リヤ に向つて 、尼 寺へ行 け尼 寺へ行 け と云ふ所 へ来 た時、三

四郎 は不 図広 田先 生の事 を考へ 出 した。 広 田先 生 は云つ た。一 一 ハ ム レツ トの様 な

ものに結婚 が 出来 るか。一一 一 成程本 で読む と左 うら しい。 けれ ども、芝居 では結

婚 して も好 ささ うで ある。 能 く思案 して見 る と、尼 寺へ行 け との云ひ方 が悪 いのだ

く　 　　

ら う。 其 証拠 に は尼 寺へ 行 け と云はれ たオ フェ リヤ が些 とも気 の毒 にな らな い 。

(十 二の三)
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この 「尼 寺へ行 け」 に該 当す る場 面は、迫 遙訳 の次 の場 面 に該 当す るだ ろ う。

ハ ム 「な、尼寺 へお ゆ きやれ 。なん で罪 作 りの人 間を ば鞠 ひ育 て うとはお しや るぞ。

わし

か ういふ予 な どは、随分 ともに正直 な生れ なれ ども、母御 が生 んで たま は らな んだ らば

と、身 を怨 め し う思 ふ ほ どに高慢 で、執念深 うて、名 誉心 が激 し うて、 自身 で許 しだ に

したな らば、す ぐに も色 々 の悪 事 をば しかねぬ 、只それ を整へ る工夫 とそれ に形 を附 け

はひまは よ

る想像 とそれ を実行 す る時 と場合 とが無い ばか りぢや。天地 の問 に飼旬 る予 の如 き もの

いか わるもの

が何 事 をかせ うそい。凡そ人 間は 、只の一 人 として甚 い悪漢 でない者 は無 いわい。誰一

て り こ と こ も と く　 ヨ　

人 を も頼み にす まいそ。 尼寺へ はひ つて しまや。 父御 は何 処許 にお りや る 。

ところが、劇 の構 成 では、 この場 面は 「アポ ロ」(ま た は 「ハイ ピ リオ ン」)の 場 面 よ り

前 であ る。漱 石 があ えて 「ハ ム レ ッ ト」劇 の進 行 に逆 らって、 この場 面 を後 に持 って きた

のは、「ハ ム レツ トに飽 きた時 は、美禰子 の方 を見て ゐた。美禰 子 が人 の影 に隠れて見 え な

くな る時 は、ハ ム レツ トを見 てゐた」 の後 に 「尼寺 へ行 け」 の場 面 が来 るこ とに よって、

オ フェ リア と美禰 子が 二重写 しに なる効果 を狙 っての こ とで はなか ろ うか。

さらに、実際 の迫遙 の翻訳 では 「尼 寺へ行 け尼寺 へ行 け」 とは訳 され てい ない。迫 遙 の

訳 では、「な 、尼 寺へお ゆきや れ。」「尼寺へ はひつ て しまや。」「は て、尼寺へ はひつ て しま

や。」「尼 にな りや 、尼 に。」とまるで歌舞伎 か浄瑠 璃 の台詞 の よ うに書かれ てお り、漱石 が

描 いてい る 「尼寺へ行 け尼 寺へ行 け」とは違 ってい る。「ア ポ ロ杯 引合 に 出 して」の部 分 と

同 じよ うに、 この部分 も、漱石 の思 い違 い か、それ とも意 図 があ るのだ ろ うか。

適遙 の翻訳 を読む と、七 五調 で、やや 古 めか しい感 じがす る。このハ ム レッ トの台詞 に

っ いて、上演 当時の劇 評 で も、や は り同 じよ うな ことが言 われ てい た。

明治40年(1907)13巻12号 の 『帝国文 学』 では、

全体 と して見 る と余 り感 服 は 出来 ない。 ど うも劇 其 もの に同化す る こ とが 出来難 い。

単 に面影 を伝 へ る と云つ て も、原 作 はあれ ほ ど深い物 で あ り、既 に あれ ほ ど訳 しこな

してあ るの だか ら、 も う少 し吾 々 の胸 に入 りさ うな ものだ と思 はれ る。(中 略)俗 に

砕 けた、例へ ば 「ぢや わい」 「く りや れ」 「お しや るな」等 の狂 言 口調 が余 り煩 は しく

聞 こえた。 この調 と 「何 々す べ う思ひつ るに」 なぞ と入 れ雑 つて木 に竹 の観 をな した
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く　　 　

と も屡 々 あつ た 。

余 りに言葉 がむず か しくて、唯 聞い て居 た ばか りで は意 味不 明な箇 所 が随分 あつ て 、

そ のた め に痛切 な感 じを観 者 に与 へ かね はせ ぬ か と疑 はれ る こ とで あ る。 それ か ら

「な さしめ」 な どいふ能狂 言か ら来た ら しい言語 つ かひ がひ ど く耳 につ いた。(中 略)

訳 文 は名 文 に相 違 ないが 、文字 が華麗 であ る上 に調子 が軽妙 だ か ら、 ど うも聴 衆 の感

く　 ら　

情 を刺激 す る こ とが よわい とお も ふ 。

又是 は小 さな事 だが 、 旧劇 がSつ た語 尾 の言 廻 しが妙 に際 立つ て 聞 こえた。 例 へ ば

「何 々 しや うそ よ」 の 「そ よ」 が耳立っ て響 いたの で、 自分 か ら近 い処 に居た芸者 連

く　の

なぞ は 「早 く帰 ら うそ よ」 と云っ て笑 ひなが ら立っ て行 っ た 。

「朝 日新 聞」で は、饗庭 篁村 が次の よ うに述 べて い る。

併 し此ハ ム レツ トは大作 な り名 作な るべ けれ ど余 りに台詞 に意 味深 過 て読み て は興

味津 々た る も我 が舞 台 に掛 け ては原 作 と翻 訳 とを よ く心 得 た る者 な らぬ外 は悉 く滋

味 を呑 み込 み兼 ね る憾 あ り、 ……原作研 究 には金玉 の文句一 字 も疎 か にな るま じけれ

ど一 般看 客 に示 す とな らば今 後 舞 台 に登 る ときは少 しく刈 り込 み の 手入 を願 ひ た き

く　の

ものな り

や は り、 当時 の人 々か らして も、 台詞 が古 風で違 和感 が あ り、文 章が難解 と思 われ た よ

うだ。 漱石 が迫遙 の訳 をその まま 引用 しな かった理 由は、 この迫 遙 の古風 な台詞 に対 して

納得 がい かなか ったか らとも言 え る。

『帝 国文 学』劇評 の、 「余 り感服 は 出来ない 」 「ど うも劇 其 もの に同化 す る ことが出来難

い」や 「痛 切 な感 じを観 者 に与へ かね はせ ぬか と疑 はれ る」の部分 は、『三 四郎』本文 の 「文

章 も立派 であ る。それ で ゐて、気 が乗 らない」が表す こ とと同様 で、劇評 か ら推 測す るに 、

ほ とん どの観 客 は 「ハ ム レッ ト」の劇 に、 いまい ちの め り込む ことが出来 なかった もの と

思 われ る。

それで は、実 際の演芸 会 の舞 台美術 、衣装 、俳優 た ちの様 子 は どの よ うな もの だった の

だ ろ う。『三 四郎』 の 中で与 次郎 は次の よ うに語 って い る。

69



其背景 が大 した もので 、東 京 にゐ る有為 の青年 画家 を悉 く引 き上 げて 、悉 く応 分の

技偏 を振 は した様 な事 にな る。次 に服装 の話 をす る。 其服装 が頭 か ら足 の先迄 古実づ

くめに出来上 つて ゐ る。次 に脚本 の話 をす る。それ が、みん な新 作 で、みん な面 白い。

く　　ラ

其 外 幾 何 で もあ る 。(十 一 の 一)

実 際 の舞 台美術 につ いて は、『都新 聞』 で は

特 に今 回 は千 円の衣 装五 百 円か らの大道具小 道具 といふ大贅 沢 とて僅 か に三 四 日の

く　 　　

開演 には憎 ら し

と衣装 に 「千 円」、大道 具小道 具 は 「五 百 円か ら」掛 かって いた と報 じて い る。

『帝 国文 学』 では、

まつ第 一 に驚 かれ たの は、道 具立 の立派 な こ とで あ る。 中に もそ の衣 装 なぞ はお手 に

入 つ た もの で、殊 にハ ム レツ トのそれ の如 き、間 にあはせ の もの も少 くない との こ と

わ りがあつ たに も拘 らず 、我 等 の 目には よ くもあれ程 にそ ろへ られ た ものだ と思はれ

くヨの

た 。

とあ り、 こ こ で も 「道 具 立 」 が 「立 派 」で あ り、 「衣 装 な ぞ は お 手 に 入 つ た 」 も の だ と感 服

して い る。

と こ ろ が 、 山岸 荷 葉 は 明 治41年(1908)『 歌 舞 伎 』 の 中 で 、

所 もあ ら うに大道具 大仕掛 にて 、 これ まで 目を驚 か し抜 い た る本郷座 にて、 この大チ

ヤチ な る道具 背景 は何 た る無様 ぞ。(中 略)

道 具 方 も ど う穿違 へ てか 、 こん な もので 『ハ ム レツ ト』 劇 が 出来 る と思ふ の は憎 し。

(中 略)

され ど道 具 のチヤ チな るに引替へ て、衣 装の美 は さす が に三越 と感 服 した るが 、p%へ

の為 にや 、 王子 を除 けて は梢 そ の役 に適 らぬ ものS、 多 く見 られ たの は折 角 と口惜 し
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くヨ の

か り き 。

と、 「大 チヤ チな る道 具背景 」 で、 「こん な もので 『ハ ム レツ ト』劇 が出来 る と思ふ のは憎

し」 と貝乏してい る。

もっ とも荷 葉 は、 明治36年(1903)本 郷座 で上演 され た川 上 音次郎 一座 の 『ハ ム

レッ ト』の台本 を執 筆 し、「ハ ム レッ ト」の解 釈 、その翻案 、演 出 に苦 心 した経 験 があ るの

で、その評価 は同 じ演 劇界 の人 間だ けに辛 口ともい え る。それ に、明治36年(1903)

本郷座 の 『ハ ム レッ ト』 の舞台装 置 は、洋画 家 山本 芳翠 に依 頼 した もので、 油絵 の道 具立

に電気 照 明 を用 い る とい う大変 立派 な もの だっ たので 、それ と比 較す る と文 芸協会 の 「ハ

ム レッ ト」 は幾分 見劣 りが したの か も しれ ない。

ただ、衣 装 につ いて は、『帝 国文学』『都新 聞』 と同様 に褒 めてお り、「さす が に三越 」 と

ある ところか ら、三越 百貨店 にa9え させ て いた こ とが伺 え る。

道 具類 につい ては、『萬朝報 』松井 松葉 も

如 彼 チヤチ な道 具 を幾場 も飾 るよ りは一 見 『ハ ム レツ ト』 の道 具 ら しい もの を少 な く

の 　　

飾 つ た方 が面 白かつ た ら うと思 ふ

と 「如彼 チヤチ な道具」と評 して い るの で、これ らの劇 評 か ら、衣 装 は見事だ った ものの、

それ に比べ て道具類 がや やお粗 末だ った感 が否 めなか ったの だろ う。

ところで、肝 心の俳 優 の演技 に 関 して は ど うだ った のだ ろ うか、

与次郎 は第 一 に会員 の練 習 に骨 を折つ てゐ る話 をす る。話 通 りに聞 いてゐ る と、会

くヨの

員 の多 数 は 、 練 習 の 結 果 と して 、 当 日前 に 役 に 立 た な く な り さ う だ 。

(十 一 の 一)

与 次郎 の話 では 「会員 の練習 に骨 を折つ てゐ る」 とあ るが、実 際ハ ム レ ッ ト役 の土肥春

曙 と王妃 ガー トル ー ド役 の水 口薇 陽以 外の俳優 は他 にそれ ぞれ仕 事や 目的 を有す る、ま っ

た くの素人 で あ り、そ の練習 の苦労 は土肥春 日署が 「ハム レッ ト苦 心談 」で次 の よ うに語 っ

てい る。
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尤 も稽 古 といつ て も他 に職 業 のあ る片 手間 でや るのだか ら、毎 日はで きない。(中略)

仲 間の者 は例 の片手 間連 ばか りだか ら、或 は差支へ を生ず るもの、或 は帰 国す るもの、

旅 行す るもの、病気 す る もの、 それか ら其 と故 障が 出て来 て、全体 が満足 に揃 つた こ

とは数 へ る くらい しか無 い。 これ で見 て も、職 業の片 手 間にや るのは、仲 々 の勉 強 と

くヨ　　

熱 心 とが必要 で ある こ とを益 々切 実 に感 じた ので あ る 。

坪 内適遙 は、新 しい演劇 を創 造す るた めに 「なま じ玄人 の臭 みの滲 み こんだ既 成俳優 に

の ら　

よ らず 」全 くの素人 で ある 「学 生や 一般 人 をまず朗 読研究 か ら訓練 しは じめ」 てい た の

であ る。

役 の ほ とん どを、全 くの素人 た ちが演 じた こ ともあって、演技 にっいて の評 価 は散 々た

る ものだ った。『帝 国文学』 で は、

そ の芸 の真 に見 るに足 るのは、鉄 笛 の入鹿 に、春曙 のハ ム レツ ト、 これ に次い では薇

陽 の王 妃位 の もので、そ の他 は皆様 々見 るに足 るものが なかつた為 で あ ら う。 あ る人

はせ めて鉄笛 、春曙位 の芸 を もつ た人 が今 二 三人 も居 つ た らば と嘆 じた が、実 際そ の

の 　　

感 が あ る 。

と、東儀 鉄笛 の蘇我入鹿 、土肥 春曙 のハ ム レ ッ ト、水 口薇 陽の ガー ドル ー ト位 しか、「芸の

真 に見 るに足 る」 ものはな く、他 の 素人 の役 者 たち は見 るに堪 え られ るもので はなか った

と言 ってお り、

『二六新 聞』 で も、

ハ ム レツ ト劇 は春 曙君 のハ ム レツ ト劇 でハ ム レツ トを除 いて は他 の諸氏 の役 は頗 る

振 はなかつ た、(中 略)之 れ に反 して他 の諸君 の役 々は甚 だ御 気 の毒 なが ら極 て拙 劣

なる もの でハ ム レツ トが よ く出来過 ぎたか ら、他 が悪 く見 えた ので は決 して ない、

第一 自分 が何 を演 じて居 るのか よ く呑 み込 んで舞台 に上つ た のか何 うか、其れ す ら

の 　　

頗 る疑 は しい もの だ

と、土肥春 曙のハ ム レッ ト以外 の 「他 の諸氏 の役 は頗 る振 はなかつ た」 こ とに触れ 、そ も

そ も彼 等 が 「何 を演 じて居 るのか よ く呑 み込 んで舞 台 に上 つた のか何 うか、其 れす ら頗 る
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疑 は しい」 とま で言 ってい る。

『読 売新 聞』 の岩 野泡 鳴 も、

春 曙氏 を除 いて は、別 に これ と云ふ程 の手並 み を現 は した ものが なかっ たの は失 望 し

の 　　

た 。

と述べ 、 いず れ の劇 評 も土肥春 曙以外 の俳優 に 関 しては 、軒並み厳 しい ものであ った。

「職 業 の片手 間」 にや る素人 の俳優 ゆ え、発 声 が十分 でない者や 身 の こな しが上 手 くい

かない もの もい たので あ ろ う。『三 四郎』で は、評 論家 じみ た男 達 が、次の よ うに話 を し始

める。

幕 にな る少 し前 に、 隣 りの男 が、其又 隣 りの男 に、登場人 物 の声 が、 六畳敷 で、親

子差 向ひの談話 の様 だ。丸 で訓練 がな い と非難 して ゐた。そ つ ちの隣 りの男 は登 場人

物 の腰 が据 らない。 悉 くひ ょう/＼ してゐ る と訴へ てゐ た。 二人 は登場 人物 の本名 を

みん な暗ん じて ゐる。 三 四郎 は耳 を傾 けて二人 の談話 を聞いて ゐた。 二人 共立派 な服

の 　　

装 を してゐ る。 大方 有名 な人だ ら うと思 つ た 。(十 二の 二)

もっ とも、この評論 家風 の男達 の話 は、「大極殿 」の幕 が下 りた直後 な ので、直接 的に は

「大極殿 」の評 価 と言 えよ う。 しか し 「ハ ム レッ ト」の評価 で も同様 の声 があ った よ うで、

『帝 国文学』 「梨 園雑観 」 の 中で は

欠 点 と して我 等 の眼 に映つ た所 は、 あ る一 二 の人 を除 いて 、一体 に腹 に力 が入 らず 、

歩 くに足の落 ちっ きが な く、身 の こな しが軽妙 でな かっ た こ と、顔 の筋 肉が よ く動 か

く　の

ず 、 ため に表 情が充 分 に現 はれ ない こ とな どで あつ た 。

と指摘 す る。

先 に、漱 石 が文 芸協会 の第 二回演 芸会 を観 た とい う決 定的 な証 拠 はない と述 べ たが、『三

四郎』 の内容 と、 これ らの演劇評 は符合 す るところが多 く、漱石 は 、 この文芸 協会 の第ニ

ロ ユラ

回公演 を実 際 に観 た可能性 は、極 めて高い と思 われ る 。

この演芸会 の四 日間に渡 る公 演 は盛 況だ った。 けれ ども、文芸 協会 は、 この公 演 で千 円
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の赤字 を抱 える ことにな る。 この後活 動 は停 滞 し、明治42年(1909)に 組 織 を改 め

て 、文 芸協会(後 期)が 発 足す る。

4.漱 石 と後 期 文 芸 協 会 の 「ハ ム レ ッ ト」

『三 四郎 』 連 載 か らお よそ 三 年 後 、 後 期 文 芸 協 会 が 、 明治44年(1911)5月20

日か ら26日 に か け て 、 第 三 回公 演 「ハ ム レツ ト」 全 五 幕 十 二 場 を、 帝 国 劇 場 に て 上 演 す

る。

この 時 の配 役 は 、 ク ロー デ ィ ア ス ・墓 堀 り男(東 儀 鉄 笛)と ハ ム レ ッ ト(土 肥 春 曙)以

外 はす べ て新 人 で 、 オ フ ィ リア は 松 井 須 摩 子 が 演 じた 。

漱 石 は 、 そ の 公 演 に招 待 され 、5月22日 に 観 劇 す る。 そ して 、 そ の 演 劇 評 を 明 治44

年(1911)6,月5日 、6日 付 の 『東 京 朝 日新 聞 』 「文 芸 欄 」 に 、上 下 二 回 に 分 け て 二 日

に わ た り 「坪 内博 士 と 「ハ ム レツ ト」 とい う題 で 掲 載 した。

この 評 の最 初 で 、 漱 石 は 、

其 印象 の 中 には坪 内博 士 に も登 場 の諸 君 に も面 と向つ て は云ひ 悪 い所 が 大分 あ るの

で、少 な くとも公演 中は と差控 えてゐ た。 今 これ を公 けにす るのは、博 士の熱 心 と諸

君 の努 力 に対す る余 の敬 意 に 、誠 実 な る内容 を与 へ ん とす る心 苦 しき試 み に過 ぎな

(じぐ
0

と遠慮 が ちに述べ てい るが、後 に続 く批 評 はか な り厳 しい ものであ る。

そ して、 その批判 は、俳優 や舞 台 に対 して では な く、文芸 協会 の根 幹 ともい え る坪 内適遙

の台本 につ いて の、辛辣 な批判 で あった。

博 士 が沙 翁 に対 して余 りに忠実 な らん と試 み られた がた め、遂 に我 等観 客に対 して不

忠実 にな られ た のを深 く遺憾 に思 ふの であ る。我 等 の心理上 又習慣 上要求 す る言語 は

一つ も採 用 の栄 を得 ず して
、片言 隻句 の末 に至 るまで、悉 く沙翁 の云ふ が儘 に無理 な

日本語 を製造 され た結果 と して 、此矛盾 に陥 たのは如何 に も気 の毒 に堪へ ない。 沙 翁

劇 は其劇 の根本 性質 と して、 日本語 の翻訳 を許 さぬ もの であ る。其翻 訳 を敢てす るの
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は、これ を敢 てす る と同時 に、我 等 日本人 を見棄 た も同様 で あ る。翻訳 は差支 ないが 、

其翻訳 を演 じて、我 等 日本 人 に芸 術上 の満 足 を与へや うとす るな らば、葡 萄酒 を正宗

と交 換 したか ら甘 党 で も飲 め ない事 はな か ら うと主 張す る と等 しき不 条理 を犯 す こ

とにな る。博 士 はた 丸忠実 なる沙 翁 の翻 訳者 と して任 ず る代 りに、公演 を断念 す るか、

又 は公演 を遂行 す るた めに、不忠 実な る沙 翁 の翻 案者 となるか、 二つ の うち一つ を選

く　 ヨ　

ぶ べ き で あつ た 。

漱石 は、迫 遙 が 「沙翁 に対 して余 りに忠 実な らん と試 み られ たが ため」 に 「悉 く沙翁 の

云ふ が儘 に無 理 な 日本語 を製造 され た」結果 、『ハ ム レ ッ ト』劇 の味 わいが損 なわれ た とい

い 、迫 遙 に 「忠実 な る沙 翁の翻 訳者 」 となって 「公 演 を断念す るか」、 「公演 を遂行 す るた

めに、不忠 実 なる沙翁 の翻 案者 となるか」 とま で迫 る。

漱石 が述 べて い るこ とは、 さき ほ どか ら取 り上 げてい る 『三 四郎』本 文 の中で、 三四郎

が感 じた

其 の代 り台詞 は 日本 語 で ある。 西洋 語 を 日本 語 に訳 した 日本語 で あ る。 口調 に は抑

揚 があ る。節 奏 もあ る。あ る所 は能 弁過 ぎ る と思 はれ る位 流 暢 に出 る。文 章 も立派 であ

る。それ で ゐて、気 が乗 らない。三 四郎 はハ ム レツ トが も う少 し日本 人 じみた事 を云つ

て呉れ ＼ば好 い と思 つ た。(中 略)

然 し三 四郎 は此矛盾 をた ゴ朧 気 に感 じたのみ で ある。決 して詰 らない と思 ひ切 る程 の勇

く　　ラ

気 は出な かつ た 。(十 二の三)

こ とを 一 段 と掘 り下 げ た もの と言 え る。

も ち ろ ん 『三 四 郎 』 の 「ハ ム レ ッ ト」 は 明 治40年(1907)の 「ハ ム レ ッ ト」 で あ

っ て 、 漱 石 が 批 評 した もの は 明 治44年(1911)の 「ハ ム レ ッ ト」 で あ る。 しか し、

先 程 述 べ た よ うに 、 漱 石 が 実 際 に 、 明 治40年(1907)の 「ハ ム レ ッ ト」 を 目に した

とす る な らば 、明 治44年(1911)の 批 評 は 、そ の ま ま 明 治41年(1907)の 『三

四郎 』 に描 か れ て い る とい え よ う。

三 四 郎 は 、 「ハ ム レ ッ ト」 を観 劇 して い て 「気 が 乗 らな い 」 な が ら も、 「決 して 詰 らな い

と思 ひ 切 る程 の 勇 気 は 出 な か つ た 。」 とあ る。

作 者 漱 石 は 明 治44年(1911)の 「ハ ム レ ッ ト」 を こ う評 して い る。
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あ の一 週間 の公 演 の間 に来 た何千 かの観 客 に向つて 、 自分 が舞 台 の裡 に吸収せ られ る

程 我 を忘れ て面 白 く見物 して来 たか と聞いた ら、左様 と断言 し得 る ものは恐 らく一人

く　 らラ

も な か ら う と思 ふ 。

以 上 の よ うに 『三 四郎 』本文 と、 当時 の劇 評 を傍 証 として検 証 し、明治40年(190

7)の 文芸 協会第 二回公 演が どの よ うな ものだ ったか 、 さ らに、三年 後 に上 演 され た 「ハ

ム レッ ト」 を観 た漱 石 の劇 評 か ら、 明治40年(1907)の 初 演 の時点 での漱石 の、迫

遙訳 「ハ ム レ ッ ト」 に対 す る考 え を推 定 してみ た。

漱石 は、明治40年(1907)の 文芸協 会 のハ ム レッ トの舞 台 の感想 を、三 四郎 とい

う田舎 か ら出て きた青年 に 「気 が乗 らない」 と感 じさせ る、 とい う形 で、表 出 してい る。

それ は、演劇 の公 演 としての迫遥 訳 「ハ ム レッ ト」 に対す るかな り批判 的 な批 評 を、まだ

しっか りした判 断力 のない三 四郎の漠 然 とした感想 とい う形 で、遠 回 しに言 ってい る、 と

見 て良い であ ろ う。 漱石 は、迫 遙の 「ハ ム レ ッ ト」 の訳 業 をひ とまず 立派 な もの と評 価 し

てお り、 「忠実」 な翻訳 と しては認 めた が、実際舞 台で演 じる台本 として は、歌舞伎 調 の

「無理 な 日本 語」 のた めに、 シェイ クス ピア劇 の魅 力 を大 い に損 な った と、40年 の初演

の時か ら感 じて いた こ とが推 定 され る。

漱石 は、明治45年(1912)2月 の 『国民雑誌 』 「ノラは生 る 》か」 の 中で、翻訳

劇 とい うもの につ いて 、 「西洋 の芝居 を 日本 で演 る事」 は 「ど う考へ て も無理 だ と思ふ」

と言 い 「特 に沙翁劇 な ど ＼いふ もの は、彼地 の人 が味はひ得 る様 な感 じを 日本 人が得 る と

いふ事 は到底 望 めない事 」で あ り、 「況 して沙翁劇 を 日本 の 旧劇風 の台詞 に訳 す るな ど ＼

く　 　　

いふ事 は、僕 に は ど うに も合 点 が出来 ない事 だ 。 」 と暗 に前年 の文芸協会 の 「ハ ム レッ

ト」 を批判 して い る。

漱石 は西洋 文学 の本質 を知 り尽 くしてい たが為 に、西洋 の文 学 を 日本 とい う国 におい て

展 開 させ る際の感 覚 に、人一倍敏 感 だった とい える。 だ か らこそ 、漱石 は 生涯 翻訳 をす る

こ とは なかった のだ とい えよ う。

本 章で は 「文芸 協会 の演芸会 」 にっ いて 、 当時 の劇 評 と漱 石 の意 見 とを比較 考察 した。

次 の章で は、 「菊 人形 」か ら、漱石 の文学 の創 作 態度 につい て探 ってい きたい。

76



第六 章 菊 人形 か ら見 る明治一 一 団子坂 の菊人 形一一

1.「 団 子 坂 の菊 人 形 」

坂 の上か ら見 る と、坂 は曲つ てゐ る。刀 の切 先の様 で ある。 幅 は無論狭 い。右側 の

二階建 が左側 の高 い小屋 の前 を半分遮 ぎつて ゐ る。其後 には又高 い幟 が何 本 とな く立

てて あ る。人 は急 に谷 底へ 落 ち込 む様 に思 はれ る。其 落 ち込 む ものが、這 い上 が るも

の と入 り乱れ て、路 一杯 に塞 がつ てゐ るか ら、谷 の底 に あた る所 は幅 をつ く して異様

に動 く。 見 てゐ る と眼が疲 れ るほ ど不規則 に轟 いて ゐ る。広 田先 生は此坂 の上 に立っ

て、

「是 は大 変 だ」と、さ も帰 りた さ うであ る。四人 は あ とか ら先 生 を押 す様 に して 、

谷 へ這入 つ た。 其谷 が途 中か らだ ら/＼ と向へ廻 り込む所 に、右 に も左 に も、大 きな

葭篭掛 の小屋 を、狭 い両側 か ら高 く構へ たの で、空 さへ存外窮 屈 に見 える。往来 は暗

くな る迄 込み合 つ て ゐ る。 其 中で木戸 番 が 出来 る丈 大 き な声 を出す。 「人 間か ら出 る

声 ぢや ない。 菊人形 か ら出 る声 だ」 と広 田先生 が評 した。そ れ程彼 等 の声 は尋 常 を離

くの

れ て ゐ る 。(五 の 六)

漱石 は明治41年(1908)に 『三 四郎』の 中で、団子 坂 の菊 人形 を こ う描 い てい る。

明治40年(1907)の 臨時創刊 『風俗 画報』 第375号 に掲 載 されて い る、 山本松

谷 が描 い た 『新撰東 京名 所図絵 』第50編 本 郷 区之 部其3や 明治37年(1904)頃

の団子 坂 の菊 細 工の絵 はが きを見 る と、坂 の両側 に菊人形 の小屋 が建 ち並び 、幟が何本 も

立 ち、各小屋 の前 で は呼び込み が 引き札 を配 り、老若 男女 がそぞ ろ歩 いてい る様 子 が伝 わ

り、上 に挙 げて い る 『三四郎』 の場面 が よ く分か る。
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山本 松谷 『新撰 東京名 所 図絵 』第50編 本 郷 区之部其3

(明治四十年(1907)の 臨時創刊 『風俗画報』第375号)

明 治37年(1904)頃 の 団子 坂 の絵 葉 書

石黒敬章氏所蔵

(文京 区ふ るさと歴史館 平成14年 度特別展 図録 『菊

人形今昔』2003年10月 文京区教育委員会発行 よ り)
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『三 四郎』 の中で は 「見物 は概 して町家 の もので ある。 教育 のあ りさ うな もの は極 めて

少 ない」(五 の六)と あ り、団子 坂 の菊 人形 に は、さま ざま な階層 の人 々 が訪 れ、中には 「随

分 下等 」(五 の七)な 客 もいた よ うだ。

江 戸 の町人 の文 化 ともい える菊人形 を、漱 石 はなぜ 『三 四郎』 の 中で登場 させ、東 京帝

国大 学 を中心 とす る 「本郷 文化 圏」 の教養 あ る登場 人物 た ちにそれ を見物 させ た のであ ろ

うか。

その背景 に は、菊人形 、そ してそれ を形作 る菊 の花 に対 して、漱石 が持 ってい る特別 な

考 えが あるので はない か。

2.団 子坂 の菊細 工職人

明治8年(1875)団 子 坂で植 木屋11人 ほ どが集 ま り、菊細 工の人形 を見せ るよ

うに なる。 主 な植 木屋 は、

植惣(う えそ う)初 代 惣太郎 は千葉 の 出身。 千駄 木の地 主 ・浅井 氏 の も とで働 き、の ち

に浅井姓 と土地 を譲 り受 ける。

二代 目宗次 郎、三 代 目惣 太郎。 菊人形 は明治43年(1910)ま で

営業す る。

種 半(た ね はん)初 代 大西 半三郎 、二代 目精三郎 、三代 目幸蔵。

植梅 とは姻 戚 関係 にあ る。菊 人形 の営業 は明治44年(1911)

まで。

植梅(う え うめ)初 代 浅井梅 治郎 は も と巣 鴨の植木 屋。 寛永元年 団子坂 に移 住。 万年 青

や 盆栽 、菊 を栽培 。二代 目梅 次郎 、三 代 目定吉。明治40年 頃か ら 「菊

そば」 営業。菊 人形 は明治42年(1909)ま で。

植重(う え じゅ う)浅 野浅五 郎 は嘉 永期 か らの植梅 の職 人。植梅 ・浅井 梅治 郎か ら分与

された 土地で 明治43年(1910)ま で営業。

く　　

で あ っ た 。

三 四 郎 た ち は 、 どこの植 木屋 に入 った のだ ろ うか。本文 で は、
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一行 は左 りの小屋 へ這入 つ た
。 曾我 の討入 が ある。 五郎 も十郎 も頼朝 もみ な平等

に菊 の着物 を着 てゐ る。 だ ゴし顔 や手 足 は悉 く木彫 りで あ る。其 次 は雪が降つ てゐ

る。若 い女 が癩 を起 してゐ る。 是 も人形 の心 に、菊 を一面 に這 はせ て 、花 と葉 が平

くの

らに隙間 な く衣装 の恰好 とな る様 に作 つた もので あ る 。(五 の六)

と、 「曾我 の討入 」 の菊 人形 の描写 が あ り、菊 人形研 究家 の川 井 ゆ う氏 は、『二六新 聞』 明

治41年(1908)10月2日 にあげ られ てい る各植 木屋 の出 し物 につい ての記事 か ら

く　　

『三 四郎』 の 「曾我 の討入 」 は植 惣 の もの であ る と、特定 され てい る 。

団子坂 の菊 人形 は、江 戸時代 か ら有名 で、『三 四郎』掲載 時の 明治41年(1907)や 、

『三 四郎』 の小説 時 間であ る明治40年(1906)も 盛 ん であ り、当時 た くさんの新 聞

が菊人 形 の情 報 を取 り上 げ、東京 の秋 の風物詩 で あった よ うだ

3.『 三 四郎』 の 中の菊 人形 の場面

団子坂 の菊 人形 見物 の際、広 田先 生一行 とは ぐれた三 四郎 と美 禰子 は、二人 き りにな り、

関係 が深 ま るきっか け とな る。

ス トレイ シ 　 プ

美禰 子 か ら、 「迷へ る子」 とい う言葉 を聞 くの も、 この時 であ る。

団子坂 の菊 人形 に行 き、偶 然、男 女 が二人 き りにな る とい う場面 と して 、明治21年(1

888)2.月 に発 表 され た二葉 亭 四迷 の 『浮 雲』第二編 が あげ られ る。『浮 雲』で は、団子

坂 の菊 人形 に 出かけた お勢 と母 が本 田昇 に会 い、 たまた ま母 が席 を外 した 際、お勢 と本 田

昇 が二人 き りにな る。

漱石 も、二葉 亭の 『浮 雲』 を意識 してい たか も しれ ないが、 単に男 女が二人 き りにな る

た めの場面や 秋 の風物詩 と して、団子 坂の菊 人形 を使 っただ けでは ない。 とい うこ とを論

じてい きたい。

三 四郎達 が、 団子坂 の菊人形 を見 にい くきっ かけ となった のが、

「まあ、 ど うか しませ う。一 一身 長 ばか り大 き くつ て馬鹿 だか ら実 に弱 る。 あれ で 団

80



くら　

子坂 の菊 人形 が見 たいか ら、連れ て行 けなん て云ふ んだ か ら 」(四 の十 七)

と、野 々宮 が、 よ し子 に 「団子 坂 の菊 人形」 に 「連 れて行 け」 とね だ られ てい るこ とを

言 い出 した こ とが発 端 であ る。

与 次郎 は、「菊人形 は御免 だ。菊 人形 を見 る位 な ら活 動写真 を見 に行 きます」(四 の十 七)

と菊人 形見物 を断 るが 、意外 に も、広 田は、菊人形 を弁護す る。

「菊人 形 は可い よ」と今度 は広 田先生 が云 ひ出 した。「あれ程 に人 工的 な もの は恐 らく

外 国に もないだ ら う。 人 工的 によ く斯 んな もの を椿 らへ た といふ所 を見 て置 く必 要が

あ る。あれ が普通 の人 間に 出来 て居 た ら、恐 ら く団子坂へ行 くもの は一人 もあ るまい。

く　　

普通 の人間 な ら、 どこの家 で も四五人 は必ず ゐ る。 団子坂へ 出掛 け るには 当 らな い 」

(四 の十七)

と、広 田が菊 人形 を評価 す るので ある。

広 田は、物 語 の 冒頭 で、三 四郎 に向か って、

まだ 富士 山を見た事 が ないでせ う。 今 に見 え るか ら御 覧 な さい。 あれ が 日本一 の名 物

だ。 あれ よ り外 に 自慢す る ものは何 もない。所 が其 富士 山は天然 自然 に昔か らあった

くの

ものなんだ か ら仕方 が ない。 我 々が椿へ た もの ちや な い(一 の八)

と言 い、 日本 が西洋 に誇 るこ とがで き るものは、 富士 山以外 に無 く、その富 士 山で さえ、

日本人 が持 えた もので はない ことを説 いて いたが 、その広 田がなぜ 、菊人形 だ けは評 価す

るのだ ろ うか。

そ して 、技 巧 を凝 らした もの を嫌 う傾 向に ある漱 石 がなぜ 、広 田の 口を借 りて 、菊人形

を褒 め させ るの か。

それ には、漱石 が、東 京大学 予備 門予科 三級 に在 籍 してい た19歳 の時 の作文 「菊 花偶

観記 」が ヒン トにな るだ ろ う。
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4.菊 人形 に対す る思 い(「 観 菊花 偶記 」 よ り)

観菊花偶記(菊 花の偶を観 るの記)

〔一〕

都 下有養 菊者。 至秋 造菊花偶 、榜 其門招 客。余 嘗往観焉 。

雲髪翠黛 、:豊頬 皓歯 、宛然 一美姫 也。 而衣 帯皆 以菊成 焉。

姿態便 妖、観粧 而麗 服、一 見知其 貴公子。 而裾袖 皆菊也 。

編 竹造 其体 、而花纏 之。小 輪豊朶 、婆娑 団攣 、緑葉補 其 隙、

粉 紅青 薯、采 光燗然。 布置nu裁 之 妙、無所 不至。

(都 下 に菊 を養 う者有 り。秋 に至 りて菊花 の偶 を造 り、其 の門に榜 して客 を招 く。 余嘗

て往 きて観 る。 雲養 翠黛 、豊頬 皓歯、宛 然 として一美 姫 な り。而 うして衣 帯皆菊 を以

て成 る。 姿態便 妊 、観粧 して麗服 、一 見 して其 の貴公 子 な るを知 る。而 うして裾 袖皆

菊 な り。 竹 を編 み其 の体 を造 りて、花 もて之 に纏 う。 小輪豊 朶、婆 娑 団攣 、緑葉 其 の

隙 を補 い、粉 紅青薯 、采光燗 然 た り。布 置f]U裁 の妙 、至 らざる所無 し。)

〔二〕

有 客 嘆 日、甚哉 、 此枝 之 可鄙 也。

縦 横 曲直、順性 全天 、是 良場 師所 以養樹 也。

今 夫 隠逸 閑雅 、野趣 可掬者 、非菊性 乎。

而今如 此。安在 其為 菊哉。

(客 有 り嘆 じて 曰 く、甚 だ しい哉 、此 の枝 の鄙 しむ可 き也。 縦横 曲直、性 に順 い天 を

全 うす るは、是れ 良 き場 師の樹 を養 う所 以 な り。今 夫れ 隠逸 閑雅 、野趣 掬す 可 き者 は、

菊 の性 に非ず 乎。而 るに今 此 くの如 し。安 ん ぞ其の菊 の為 にす るに在 らん哉、 と。)

〔三〕

養 花者応 日、天下之 曲其性 、屈其 天者。 量独菊哉 。今 夫所 尚於 士者 、節義 気操 耳。 然

方 利禄在 前 、爵位 在 後、輯 改其所操 持 、不速 之恐、浩浩 天 下皆是。 呼嵯 、此輩..:

而繍服 、而其神 則 亡　。又安 与 此菊異哉。

(花 を養 う者 、応 えて 曰 く、天 下の其 の性 を曲げ、其 の天 を屈す る者 、量 に独 り菊 の

み な らん哉。今 夫れ 士 に尚ぶ所 の者 は、節 義気操 耳。然 るに利 禄前 に在 り、爵位 後 に

在 るに方 りては、輯 ち其 の操 持す る所 を改 め、速か な らざる を之恐 るる こと、潜 浴 と
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して天 下皆是 れ な り。 旺嵯 、此 の輩 、金 冤 に して繍服す と錐 も、 而 も其 の神 は即 ち亡

わ る。 又た安 んぞ 此の菊 と異 な らん哉。)

〔四〕

然 此菊也 、不培 糞壌 、則花 不艶 、不沃泪 水 、則 輪不 大、不撮 春苗 、則枝 不岐 、非a

得 適 、培養 得 宜、則 不能使 之如吾 意。 至士則 不然。利 禄不誘 、而 有 自曲其性者 焉。爵

位 不餌 、而有 自屈其 天者焉。w不 甚哉。 夫士者 、世之所 衿式 而尊敬者 也。 而今如 此。

何 独怪於 此枝。 客遂 不能答。

(然 れ ども此の菊也 、糞壌 を培 わずん ば、則 ち花艶 な らず 、泄水 を沃せ ずん ば、則 ち

輪大 な らず 、春 苗 を薇 まず ん ば、則 ち枝 岐れず 、灌概 の適す るを得 、培養 の宜 しきを

得 るに非ず んば、則 ち之 を して吾 が意 の如 くな ら使む るを能 わず。 士 に至 りて は則 ち

然 らず。利 禄誘 わず して 、 自 ら其 の性 を曲 ぐる者 あ り。 爵位餌 とせ ず して、 自ら其 の

天 を屈す る者 あ り。 量 に甚 だ しか らず哉。 夫れ 士な る者 は、世 の衿 式 して尊敬す る所

の者 な り。 而 るに今 此 くの如 し。 何ぞ独 り此 の枝 に怪 めんや 、 と。 客 、遂 に答 うる能

く　　

わ ず 。)

この漱石19歳 の時 の漢作文 「菊花 偶観記 」 か ら、漱石 の菊人形 に対 す る考 え方 を知 る

こ とが 出来 る。

この 中で、漱石 は、人 は利益 に 目を奪 われ 、そ の性 分 を 曲げ るが、菊 は、苗 の時分 か ら

丹誠 こめて育て上 げ、適 した培養 によって 、正 しく導い てや る と、美 しい花 を咲かせ 、意

のまま に形 作 る ことが で きるのだ、と職人 の 口を借 りて述 べ てお り、菊人形 とい うもの を、

必ず しも否 定的 に捉 えていな い こ とが分か る。

漱石 は、功名 を求 め己の性分 を曲げ る近代 人 よ りも、名 も無 き菊 作 りの職人 を好意 的 な

まな ざ しで見て い る。

ここで 、漱 石 に とっての 「菊 作 りの職 人」 とい うものについ て、考 えてみ たい。

漱石 は 「菊 作 り」 とい う語 を使 った俳 句 を生涯 の 中で4句 作 ってい る。 もち ろん、4句

とい う数 は、特別 多い数 とはいえ ないが、漱石 が 「菊 作 り」 とい うものに一種 特別 な考 え

を持 って いた こ とが、次 に あげ る俳句 に見 て取れ る。

或人 に俳 号 を問はれ て 一句

の 　

去ん候是は名 もなき菊作 り
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とい う俳 句 で ある。 これ は、俳 号 を聞かれ 、「そ うで ご ざい ます 。私 は無名 の菊 作 りにす ぎ

ませ ん。」と詠 った もの であ るが、この句 には 「菊 を採 る東擁 の下 、悠 然 と して南 山を見 る」

く　　　

(「飲酒 」)と 詠 んだ陶淵 明の脱俗 の境 地が託 され てい る 。

名 も無 き菊 作 りの職人 を愛す る漱石 は、官 吏 の職 を棄 て、名 も無 き一農 夫 と して 田園生

活 を送 る陶淵 明へ の憧れ を持 ってい て、俳句 の 中で、 自分 を 「菊 作 り」す なわ ち陶淵 明 に

なぞ らえてい るのだ。

陶淵 明の 『飲酒 』其五 の 「菊 を採 る東擁 の下 、悠 然 として南 山を見 る」 の部分 は、後 に

述べ る 『草枕 』 の 中に も引用 されて い る。

陶淵明 『飲酒』其五

結盧在人境

而無車馬喧

問君何能爾

心遠地 自偏

採菊東擁下

悠然見南山

山気 日夕佳

飛鳥相與還

此中有真意

欲緋已忘言

盧を繕びて欠境 に程り

しか し ゃ ば けん な

而 も車馬の喧無 し

きみ と なん よ く しか

君 に問 う 何ぞ能 く爾 るや と

こころとお ち おのずか へん

心 遠 けれ ば地 自 ら偏 な り

粛を操る 彙擁の雫

憲難 として詣苗を克る
さ ん き にっせき か

山気 日夕 に佳 な り

ひちょう あいとも かえ

飛鳥 相与に還る

こ うち し ん い あ

此 の 中に真 意有 り

へん ほっ すで げん ロ の

弁ぜ ん と欲 して 已に言 を忘 る

5.陶 淵 明 へ の あ こが れ 菊肯 定の 「東 洋的 」理 由

漱石 は、幼 少 の頃か ら漢学 に親 しんでお り、漢学 塾二松 学舎 に通 っていた 頃、特 に好 ん

ロ 　　

だ のが陶淵 明で あった と語 ってい る 。

東京 を離れ 、 明治28年(1895)松 山 中学 へ赴 任 した 際、 さっそ く松 山 中学 の図書

館 で 『陶淵 明集 』 二冊 を借 り出 し、翌 明治29年(1896)に は、漱 石 の陶淵 明好 きを

くユ ヨ　

知 ってい た友 人 、米 山保 三郎 か ら 『陶淵 明全集 』 を贈 られ てい る 。

漱石 の漢詩 には、陶淵明 の影 響 を受 けた ものが多分 にあ り、また漱 石 の人生 におい て も、
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陶淵 明へ の傾倒 が見て とれ る。

明治40年(1907)4月 、漱石 は41歳 の時、東京 帝 国大学 の教員 の職 を辞 し、小

説家 と して朝 日新 聞社 に入社す る。5月3日 、朝 日新 聞紙 上 に発 表 したの が 「入社 の辞」

で あ る。

や め るな と云つ て もや めて仕舞 ふ。休 めた 翌 日か ら急 に背 中が軽 くなつ て、肺臓 に

未 曾有 の多量 な空気 が這入 つて来 た。

こ き う

学校 をや めてか ら、京都 へ遊 び に行 つた。其地 で故 旧 と会 して、野 に山 に寺 に社 に、

いつれ も教場 よ りは愉 快 であつ た。 鶯 は身 を逆 ま に して初音 を張 る。 余 は心 を空に し

ロ 　　

て 四年 来の塵 を肺 の奥か ら吐 き出 し た 。

この 中で漱 石 は、 「不愉快 」 な大 学教員 の道 を棄 て、 「心持 ちの よい待遇 」 を提案 して く

れ た朝 日新 聞社へ入 社す る心境 を語 ってい るが、 この 「入社 の辞 」 は、陶淵 明 の 「帰去来

辞」 を念頭 に置 いてい る。 漱石 は、 自分が偶 然 に も陶淵 明が官 吏 を辞 した年齢 と同 じ41

歳 の時、東京 帝 国大学 の教職 を棄 て 、新 聞屋 に なる とい うこ とに、陶淵 明 の 「帰去来 辞」

とを重 ね合 わせ てみて い るの だ。

ロ ら　

「入 社 の辞 」 が陶淵 明の 「帰去来 辞」 に よる とい うこ とにつ いて、既 に河 辺 正 之 氏 と

上垣外 憲一 氏の論 が あるが、上垣 外氏 は、漱 石の 「入 社 の辞 」 の 「四年 来 の塵 を肺 の奥 か

ら吐き 出 した。」の 「塵」 とい う語 は 、陶淵 明が故郷 に帰 って作 った 「園 田の居 に帰 る」の

じん も う うち こ て い じん さつ

「誤 って塵網 の中に落 ち」 と 「戸庭 に塵雑無 く」 の 「塵」 か らの反響 で ある ことに も言及

ロ 　　

して い る 。

陶淵 明 「帰 園 田居 」

少無適俗韻

性本愛邸 山

誤落塵網 中

一去三十年

羅鳥懸奮林

池魚思故淵

開荒南野際

わか ぞく てき いん な

少 く して俗 に適す る韻無 く

せい もと きゅうざん

性 本 邸 山を愛す

あやま じんもう うち お

誤 って塵網 の 中に落 ち

いっ きょ さん じゅうねん
一去 三 十年

き ち ょう きゅ うりん こ

羅 鳥 旧林 を恋い

繊 繍 を慧う

荒を開く 鯨蒔の藤
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守拙蹄園田

方宅十鯨畝

草屋八九聞

楡柳蔭後管

桃李羅堂前

曖曖遠人村

依依塩里煙

狗吠深巷 中

鶏鳴桑樹贔

戸庭無塵雑

虚室有鯨 問

久在埜籠裡

復得返 自然

せっ まも えんでん かえ

拙 を守 って園 田に帰 る

ま っ オ く げ ゆ っ よ 　ま

方宅 十鯨畝

そワ おく は ち く け ゆ

草屋 八九聞

楡獅 穫蓉を罎い
と う り ど うぜ ん つ ら

桃李 堂前に羅なる

あいあい えんじん む ら

曖曖た り 遠人の村

い い き ょ り けむ り

依依た り 壇里の 煙

いぬ ほ しんこう うち

狗は吠ゆ 深巷の中

とり な そ うじゅ いただき

鶏は鳴 く 桑樹の 贔

こ て い じん ざつ な

戸庭 に塵雑無 く

きょしつ よ かん あ

虚 室 に食余間有 り

久 しく攣離の裡に程 りしも

ま しぜ ん かえ え くユ　　

復 た 自然 に返 るを得 た り

陶淵 明 「帰 園田居」 に似た境 地 として思 い出 され るのは、 明治39年(1906)に 発

表 され た 『草枕』 で あ る。 有名 な 冒頭

智 に働 けば角 が立っ。 情 に樟 させ ば流 され る。 意地 を通せ ば窮 屈 だ。 兎角 に人 の世 は

ロ 　　

住 み に く い 。

は、人 の世 の煩 わ しさを言 い表 し、「人 の世 は住 み に くい」 と言 って、俗世 間か ら逃 れた い

と願 って い る画 工は、 陶淵明 の詩 を理想 の境 地 としてい る。

苦 しんだ り、怒っ た り、騒い だ り、泣 いた りは人 の世 につ きものだ。余 も三十 年 の

間それ を仕通 して 、飽 々 した。飽 き々 々 した上 に芝居や 小説 で 同 じ刺激 を繰 り返 して

は大変 だ。余 が欲す る詩 はそん な世間 的の人情 を鼓舞す る様 な もので はない。俗 念 を

放 棄 して、 しば らくで も塵 界 を離 れた 心持 ちになれ る詩 であ る。

(中 略)

うれ しい事 に東洋 の詩 歌はそ こを解脱 した のが あ る。 採菊 東擁 下、悠 然見南 山。 只

くユ 　　

それ ぎ りの裏 に暑苦 しい世 の 中を丸で忘 れた光 景が 出て く る 。
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画 工 は、 「苦 しん だ り、怒 つた り、騒 いだ り、泣い た り」す る 「人 の世」 に 「飽 き々 々」

してい る。

画 工が言 う 「世 間的 の人情 を鼓舞す る」 よ うな芝 居や小説 とい うのは、そ の頃話題 にな

っていた 『金 色夜 叉』や 『不如 帰』 とい った人情 めいた小説 や芝居 、 田山花袋 ら 自然 主義

く　の

の刺激 的な要 素 を含 む小 説 を指す と思 われ る 。画 工 は、そ の よ うな小説や 芝居 を厭 い 、

「塵界 を離れ た 心持 ちになれ る詩 」 を欲 してい る。 そ して、 陶淵 明の 「採菊 東擁 下、悠然

見南 山」 を、 「暑苦 しい世 の 中」 を忘れ られ る、理想 の詩 の一つ と して あげてい る。

さらに画 工 は、陶淵 明へ の憧 れ として、

世 間には拙 を守 る と云ふ人 が ある。此人 が来世 に生れ 変 る と屹度木 瓜 にな る。余 も木

く　 の

瓜 にな りた い 。

と語 る。 この 「拙 を守 る」 とい うの は、陶淵 明 の 「園 田の居 に帰 る」 の 中の 「守拙 蹄園 田

拙 を守 って園 田に帰 る」 を差 してお り、拙 を守 る と云ふ人 は 、陶淵 明その人 で ある。

そん な陶淵 明の生 まれ 変 わ りが木瓜 な らば、 自分 も木瓜 にな りた い。 と画 工の 口を借 り

て 、作 者漱石 は、告 白 してい るので あ る。

「守拙 」の語 は、 明治28年(1895)5 .月26日 付 の正 岡子規 宛書簡 の漢詩 の 中に

く　 　ラ

「才子 群 中只守拙 」(才 子郡 中 只拙 を守 る)と あ り、

同 じ年 の12月18日 付 正 岡子規 宛書簡 に も

ただ しゅせ っ じが ん く　ヨ　

只守拙持 頑 で通す のみ に御座 候

とあ る。

また 明治30年(1897)2.月 に子規 へ送 った、俳稿 の 中に も

く　 　　

木 瓜 咲 くや漱 石拙 を守 るべ く

とい うものが ある。

漱石 は、 この 「守拙」 とい う言葉 に愛着 があ り、大正3年(1914)西 川 一 草亭 と津

田青楓 と3人 で編 んだ書 画帖 を 「守拙 帖」 と名 付 けてい るこ とか らも、晩年 に至 るまで、
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変 わ るこ とな く、陶淵 明への憧 れが あった とい うことが見 て取れ る。

ここで 、漱 石 は陶淵 明の生 まれ変 わ りとして 「木 瓜」 の花 を挙 げ てい るが、陶淵 明 とい

って普 通思 い起 こされ る花 は 「菊 」 であ り、漱 石 も、菊 と陶淵 明の こ とを詠 んだ俳 句 をい

くっ か作 ってい る こ とか らも、菊 の花 か ら陶淵明 を思い起 こ してい る ことがわか る。

名 もなき菊 作 りの職人 を愛 し、菊 を詠 った陶淵 明の よ うな、管理 の職 を捨 て て俗 界 を離

れ た詩 人 に憧 れ を抱い た漱 石 が、菊 の花 に良いイ メー ジを抱 いてい た と して も不思議 な こ

とでは ない。

一 方
、漱石 が、菊 の花 を肯 定す る 「西洋 的」理 由 と して、英 国留学 中に見た菊 の展覧会

の話 も見落 とせ ない。

6.「 イ ギ リス の 園 芸 花 」 菊 肯定 の 「西洋 的」理 由

漱石 が英 国留学 か ら帰 って きて、2年 後 の明治38年(1905)『 日本 園芸雑誌 』に書

い た 「イ ギ リス の園芸 花」 であ る。

ロン ドンで 二三度菊 の展覧会 を睨 いて見 た。大抵 は葉 の ない切 花 で、それ を拠 り込ん

だや うに無造 作 に竹筒 へ挿 して あ る。 ま ＼、葉 のつ いた切花や 鉢植 の を陳列 して見せ

た こ ともある。 鉢 もの を陳列 す るの は 日本 の 害 のや うな所 で、お雛 様 を飾 るや うに行

儀 よ く段 々 に列 べ る。 種類 は随分 多い。 それ にい ろ/＼ な名 が あつ て、人名 を附 けた

の が可成 あ る。 い つれ も妙 な名 ば か りで 、 日本 のや うに風流 なの は一 向ない。 元 来 、

イ ギ リス の菊 は 日本 か ら渡 つ た もので あ ら うか ど うだ か、 其辺 は斯 の道 の素 人 た る

吾 々に判 然 しない が、兎 に角非 常な流行 で あ る。 ス コッ トラン ド辺 へ行 く と、大概 な

百姓家 にで も培養 されて居 る。

市 中の花戸 に売つ て居 る花 も、大抵葉 は掩 しつ て仕 舞つ て ある。 菊 で も水仙 で も葉

な しであ るか ら とん と妙 がない。 併 し、 日本 のや うに枝 振 が ど うのか うの といふの で

は な くつ て、只 無茶 苦茶 に花瓶 へ弛 り込 む ので あ るか ら、 これ で宜 い のか も知れ ぬ。

花瓶 は普通 一対 であ る。 対 といへ ば人 聞 きが よい が、二つ な ので ある。 ど う見て も

く　 ら　

神 前 の御 酒徳利 のや うで 、一 向たわい がな い 。
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漱 石 の文 章 か ら、彼 が 留 学 した1900年 当時 の イ ギ リス 、 ス コ ッ トラ ン ドで は 、 既 に

菊 の 「非 常 な 流 行 」 が あ り、 菊 に 対 す る 関 心 が 高 か った こ と が伺 え る。

19世 紀 イ ギ リス で は 、 ロ ン ドン 園 芸 協 会(の ち の 王 立 園 芸 協 会)が 、 中 国 か らの 菊 の

導 入 に 非 常 に 熱 心 で 、 ジ ョン ・リー ヴズ が 中 心 に な って 中国 へ 植 物 採 集 者 を 派 遣 し、 イ ギ

リス へ 菊 を 送 らせ て い た。1821年 ～1822年 ジ ョ ン ・ポ ッ ツ が 、1822年 ～18

24年 ジ ョ ン ・ダ ンパ ー ・パ ー クス が 派 遣 され 、彼 らの 手 に よ っ て 、 多 数 の菊 がイ ギ リス

く　 　　

に導入 され るこ とに なっ た 。

当時、 イギ リスは、世 界 中の植 物 を集 め させ てお り、薬 品、食 料 、建材 な どの資源 とし

て のほか 、珍 しい植 物 を国 に持 ち帰 り、それ らを国内で栽培 す る とい う目的 もあ ったので

ある。

先 に述べ た、イ ギ リスか ら派 遣 され た植物採 集者 た ちの 中で も、注 目すべ き人物 は ロバ

ー ト・フォーチ ュ ン(1812～1880)と い う植 物 学者 であ る
。彼 は1860年(万

延元年)11月 に 日本 を訪 問 し、 日本 の菊 の素晴 ら しさに 目を見張 った。

フォー チ ュンは浅草 で菊 を購 入す るが 、著 作 『江戸 と北京』 の 中で、そ の時の こ とを、

こ う語 ってい る。

ここは江戸 の近 くで、多種類 の美 しい菊 で有名 であ る。われ われ が訪 ね た時 は花 は満

開で あった。イ ギ リスの花屋 は きっ と、ハ ンマー ス ミス寺院や 、ス トー ク ・ニ ュー ウイ

ン トンか ら、はるば る浅 草寺 の菊 の花 を見 に来 て、どんな に 目を楽 しませ たい こ とだ ろ

う。

私 は形 も色 も特殊 で実 にす ば らしく、イ ギ リスで現在 知 られ た 、 どん な種類 とも全

く異 な った品種 をい くっ か手 に入 れ た。ひ とっ は、赤色 の長 い花弁 が毛髪 の よ うに咲 き

乱れ て、黄色 の花 蘂 がシ ョール や カーテ ンの房 の よ うに見 える。ほかの は広 くて 白い花

弁 に赤い線 が入 って、カーネ ー シ ョンか ツバ キの よ うであ った。別 のは大形 で光 沢の あ

る色彩 が 目立 っていた。も しも私 が引 きつ づ き、これ らの変種 を ヨー ロ ッパ に紹介 す る

こ とがで きた な らば、私 が以前 手掛 けた 「慎 しみ深 い」 〔花 ことば〕 ヒナ ギ クが 、ポ ン

ポン咲 き菊 〔イ ギ リスで成 功 した最 高の 品種 改 良〕の原植 物 にな った よ うに、菊 もい ち

く　の

じる しい変化 を生 じるか も知れ な い 。
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この フォーチ ュ ンが 日本か らイ ギ リスへ送 った菊 が 、栽 培 ・改 良 され、イ ギ リス を中心

に ヨー ロ ッパ で の菊 の流行 を作 り出す の であ る。

それ まで菊 は中国原産 で、 中国か ら送 られ てい た植 物 で あった。 しか し、 次第 に菊 は、

く　 　ラ

日本 の花 と して のイ メージ を定着 させ てい くこ とに な る 。

ピエール ・ロテ ィ(1850～1923)が 、1887(明 治20)年 に 『お菊 さん』 と

い う小 説 を発 表す るが 、彼 のひ と ときの妻 とな る 日本人 女性 の名 前(実 際彼 女 はお兼 とい

う名前 だ った)を 、ク リザ ンテー ム(菊)と したの は、欧米人 に とって、「菊 」とい う花が 、

非常 にエ キ ゾチ ックで 、また 、いか に も 日本 的 な感 じを もた らす もの と してイ メー ジ され

ていた こ とが背景 に ある。

さらに、 日本 の菊 を名 実 ともに しら しめた出来事 として、1900年 のパ リ万 国博 覧会

で 開催 され た、 園芸部 門の菊花 コンクール が あげ られ る。 そ こに 出品 され た大作菊 は、実

際 には フラ ンス の菊 の苗 で あった。 これ は、 日本 か ら運 んだ菊 が枯れ て しまった ため、急

遽 フ ランスの菊 の苗 を育て上 げた ものだ ったのだ が、それ が大 賞 を得 た のであ る。 この こ

く　 　　

とに よって、 日本 の菊作 りの技 術 は、世界 中の注 目を集 め る ことになっ た 。

菊 作 りの技 術 の最た る ものは菊人形 で あ る。 明治期 に 日本 を訪 れ た外 国人や 、駐在 して

い た外 国人 た ちの手記 には、菊 人形 に言及 してい る もの もあ り、彼 らはそ の一風変 わ った

風俗 に興 味 を持 ち、菊人 形 を形 作 る菊 や、職 人 たちの技術 につ いて 多 くのペ ー ジを割 い て

い る。 この こ とか らも、菊人形 は、西洋 人 た ちに とって特筆 す べ き風俗 で あ り、 それ を形

作 る高度 な技 術 は、充分彼 らを驚 か した とい うことが わか る。

くヨの

そ して 、漱石 が留 学す る1900年 には 、英 国の 園芸雑誌3誌 に、明治32年(18

99)の 団子 坂 の菊人形 の様子 が掲載 され てい る。

白幡洋 三郎 氏 に伺 った ところ、 これ らの園芸雑誌 は、 比較 的裕 福 な上流 階級 の人 た ちが

購読す る雑誌 の よ うで あ り、漱 石 がそ の園芸雑誌 を眼 に した可能性 は極 めて低い とい え る。

けれ ども、丁度 、漱 石 の ロン ドン留学 と同 じ時期 に、英 国で 日本 の菊 人形 のす ば らしさが

紹介 され ていた とい うことは付 け加 えてお きたい と思 う。

漱石 が英 国 で見た菊 の展覧会 の規模 が、どの よ うな もので あった のか は定かで はない が、

菊人形 や大 作菊 の よ うな ものは無 く、そ こに展示 されて いた菊 は、「切 花」や 「鉢植 」であ

った。 ロン ドンで憂轡 な生活 を送 っていた漱 石 に とって 、菊 の展 覧会 は、遠 く離れ た 日本

を思 い起 こさせ る、心慰 め られ るもので あった ろ う。

そ して 、そ こで見 たイ ギ リスの菊 を、「妙 な名 ばか りで 、日本 のや うに風流 なの は一向 な
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い。」 「葉 な しで あ るか らとん と妙 が ない。」 と貝乏す こ とに よって、 イ ギ リスで の 「不愉快 」

な想 い を発散 させ てい たに違 いない。

英 国で 自信 を喪 失 し肩 身 の狭 か った彼 に とって 、 日本 の もので、イ ギ リス よ り優れ てい

る ものが あ る とい うこ との発見 は、 いか ばか りの ものだ った か。

この体験 に よって、漱 石 は、 日本 の菊 の素 晴 らしさを、英 国 とい う外 国 におい て、 あ ら

た めて確認す る ことが 出来た のだ。

以 上 の ことか ら、『三 四郎 』の 中で、広 田先生 の 口か ら 「菊人形 はいい よ。」「あれ 程 に人

工 的な ものは恐 らく外 国に もないだ ら う。人 工的 に よ く斯 ん な もの を椿 らへ た といふ 所 を

見 て置 く必 要が あ る。」(四 の十 七)と 語 らせ た ことにつ いて考察 してみた。

くヨ の

陶淵 明の 「塵 界 を離れ た心持 ちに なれ る 詩 」 を愛す る漱 石 は、 自身 の作品 を、その 頃

話題 に なってい た 田山花 袋 ら自然主義 の刺激 的 な要 素 を含 む小説や 、『金色 夜叉』『不如 帰』

の よ うな人情 めいた ものに した くなかった。

その よ うな要素 を一切省 い て描 い た小説 が 「非人 情」 を謳 う 『草枕 』で あ り、『三 四郎 』

で再 び登場 人物達 の 内面に立 ち入 らない手法 を用 いて、 それ ぞれ が抱 えるシ リア スなテー

マ を描 き出そ うとした。

西洋 の小説 手法 を学 びなが ら、西洋 の小説 に 引け を取 らない小説 を書 きたい と思っ てい

た漱石 は、翻 訳 で もな く翻 案 で もない、 日本 で しか作 り出せ ない小説 を書 きたい と考 えて

い たで あろ う。

近代 的 日本 人 が主人公 の、西 洋の思想 を と りいれ た小説 を書 くこ とは、二葉 亭 四迷 をは

じめ とす るわが 国の小説 家た ちに とって の一つ の理 想で あ り、また 目標 で あった。

『小説神髄 』 におい て、小説 とい うものを説 き、ま た 自 らの作 品 でそれ を実践 しよ うと

した坪 内迫遥 は、行 き詰 ま りを感 じ、次第 に小説 か ら離れ 、第 五章 で取 り上 げた文 芸協会

の演劇 運動 を活動 の 中心 とす る よ うにな る。 そ して以 降は 「ハ ム レッ ト」 な どのシ ェイ ク

ス ピア作 品 を翻訳 す る ことに心血 を注 ぐの だが 、漱 石 の よ うに実際 イギ リスで シェイ クス

ピアを観 た もの か らす る と、「沙 翁劇 を 日本 の 旧劇風 の台詞 に訳す るな ど 》いふ 事」は到底

の 　　

「合 点が 出来 ない 事 」 であ った。

西洋 文学 の翻訳 も翻案 もせず 、直接 的 に模倣 す るこ とも しなかっ た漱石 は、 「菊 」 とい

う最 も 日本 的 な花材 を使 って 、欧 米人 た ちを も賞賛 させ る 「菊 人形 」を作 り出す 「菊作 り」

の職人 達 の手腕 に憧れ 、自身 の作 品 を生み 出す上 での理想 を重 ねてみ てい たので はない か。
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それ ら 「菊 作 り」 の職 人達 に対 して深 い愛 情 を持 ち、 自身 も 「一人 の名 も無 き菊 作 り」

であ りた い と願 った漱石 は、文 学博士 夏 目金 之助 と して では な く、夏 目漱 石 とい う一人 の

「小説 家」 と して、 日本 で しか作 り出せ ない 「小説 」 を書 い てい くので ある。

以 上、「菊人 形」に対 して漱 石 が抱 いてい た思い に注 目し、そ こか ら小説 家 と して の漱 石

の創作 の態度 を読 み取 ってみ た。

次 章で は、小説 を生 み出 してい く上で重 要な ヒロイ ンの キャ ラクター造型 につ いて、漱

石 のイプセ ン 『ヘ ッダ ・ガブ ラー』 の受容 につい て考察す る。
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